
石黒 隆一
石狩市郷土研究会

宝
船

い
し
か
り
郷
土
シ
リ
ー
ズ

８

石
狩
を
繁
栄
さ
せ
た
北
前
船
と
弁
財
船

厚田村佐藤家 長栄丸船絵馬。明治25年。
厚田村史収録のモノクロ写真と同写真。

（加賀市立北前船の里資料館蔵。加賀市提供）
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第
三
章　

・
25　

肥
料
に
加
工
さ
れ
た
ニ
シ
ン
で

生
産
地
と
北
前
船
が
大
儲
け
で
き
た
理
由
は
？

25

厚
田
で
五
万
石
。
北
海
道
で
百
万
石
。
最
盛
期
の
ニ
シ
ン
は
開
拓
期
北
海
道
経
済
の
主
役

28

ニ
シ
ン
製
品
は
販
売
価
格
と
加
工
手
間
か
ら
選
ば
れ
た

　

粒
ニ
シ
ン
・
28　
身
欠
き
ニ
シ
ン
・
29　
ニ
シ
ン
〆
粕
、
胴
ニ
シ
ン
・
30　

32

肥
料
と
し
て
生
産
さ
れ
た
ニ
シ
ン
〆
粕
は
ど
こ
に
運
ば
れ
た
か
？

33

ニ
シ
ン
〆
粕
の
最
大
消
費
地
が
瀬
戸
内
だ
っ
た
理
由

34

大
消
費
地
倉
敷
下
津
井
港
の
賑
わ
い
と
廻
船
問
屋
の
約
束
事

36

倉
敷
下
津
井
を
訪
問
し
、
吉
備
の
穴
海
の
広
大
さ
と
、
繊
維
工
場
の
規
模
に
驚
く

第
四
章　

・
38　
　

港
そ
れ
ぞ
れ
に
特
別
な
北
前
船
・
弁
財
船
事
情

石
狩
へ
は
鮭
を
求
め
て
や
っ
て
来
た

38

北
海
道
生
産
額
の
半
数
を
し
め
た
石
狩
川
の
鮭　

石
狩
川
に
も
買
積
船
が
押
し
寄
せ
た

41

石
狩
川
河
口
に
入
津
し
た
北
前
船
・
弁
財
船
の
記
録

44

石
狩
に
北
前
船
が
来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
安
政
五
年
の
石
狩
改
革
か
ら
！

45

石
狩
改
革
と
は
何
か
？
時
代
背
景
か
ら
具
体
的
内
容
ま
で

46

村
山
家
文
書
に
記
さ
れ
た
石
狩
改
革
と
「
直
䑺
」
を
読
み
解
く

47

北
前
船
「
直
䑺
」
の
石
狩
に
お
け
る
独
自
性
と
影
響
と
は
？

第
五
章　

・
50　
　

東
の
横
綱
・
村
山
伝
兵
衛
の
足
跡

松
前
藩
時
代
に
石
狩
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
？

ま
え
が
き　

・
４　
　
　
　

宝
船
を
待
ち
わ
び
た

北
国
の
人
々
の
喜
び
を
今
に

第
一
章　

・
６

ニ
シ
ン
千
石
場
所
で
寄
港
地
だ
っ
た

石
狩
厚
田
に
北
前
船
ジ
オ
ラ
マ
を
制
作

6

石
狩
と
西
廻
り
の
北
前
船
、
東
廻
り
の
弁
財
船

8

か
つ
て
の
ニ
シ
ン
千
石
場
所
・
厚
田
に
新
設
さ
れ
る
道
の
駅
に
北
前
船
ジ
オ
ラ
マ
を
制
作

8

北
前
船
が
明
治
期
に
厚
田
を
め
ざ
し
た
理
由
を
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
で
表
現

第
二
章　

・
10

石
狩
の
人
々
が
待
ち
わ
び
て
い
た
宝
と
は
？

北
前
船
の
下
り
荷
か
ら
分
か
る
当
時
の
暮
ら
し

10

石
狩
場
所
で
一
年
間
に
使
わ
れ
た
下
り
荷
の
品
目
と
数
量
は
？

12

人
々
が
待
ち
わ
び
た
宝
物
、
下
り
荷
の
生
産
地
と
積
出
し
港

14

産
地
と
積
出
し
港
か
ら
わ
か
る
下
り
荷
・
買
積
商
法
の
秘
密

　　
　
　

米
・
14　

稲
藁
と
縄
・
16　

塩
・
16　

酒
・
17　

味
噌
と
醤
油
・
18

　
　

鉄
製
品
・
18　

布
や
古
着
・
19　

陶
磁
器
や
漆
器
・
21

21

下
り
荷
と
上
り
荷
の
利
益
の
割
合
は
開
拓
期
北
海
道
の
人
口
増
で
変
化
し
た

目
　
次　

章のタイトルに、懐かしい
旧 厚 田 村 カ ン ト リ ー サ イ
ン の 北 前 船 を 利 用 し ま し
た。背景は国定公園の一画、
ルーラン海岸。
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49

松
前
藩
時
代
に
蝦
夷
地
で
行
わ
れ
て
い
た
生
産
と
海
運

49

石
狩
に
残
る
松
前
藩
時
代
の
笏
谷
石
の
狛
犬
と
白
御
影
石
の
鳥
居

51

松
前
藩
時
代
、
広
い
範
囲
で
活
躍
し
て
い
た
場
所
請
負
人

53

東
の
横
綱
・
場
所
請
負
人
村
山
伝
兵
衛
の
足
跡

55

松
前
藩
時
代
か
ら
盛
ん
だ
っ
た
石
狩
の
鮭
漁
と
ニ
シ
ン
漁

56

場
所
請
負
人
に
よ
る
生
産
と
海
運
が
有
す
る
明
治
以
降
の
北
前
船
の
活
動
と
の
強
固
な
連
続
性

58

東
の
横
綱
・
村
山
家
の
本
拠
地　

石
狩
に
残
さ
れ
た
文
化
財
や
遺
物

第
六
章　

・
62

北
前
船
の
衰
退
と
石
狩
が
大
打
撃
を
受
け
た
理
由

今
、
石
狩
か
ら
発
信
で
き
る
こ
と
は
？

62

北
前
船
が
衰
退
し
た
原
因
、
石
狩
が
大
打
撃
を
受
け
た
理
由
と
は
？

　
　

肥
料
需
要
の
変
化
・
62　

ニ
シ
ン
漁
獲
量
の
減
少
・
63　

　
　

汽
船
の
登
場
と
大
型
和
船
の
建
造
禁
止
・
63

        

鉄
道
の
発
達
・
65　

そ
の
他
の
北
前
船
衰
退
要
因
・
66　

姿
を
消
し
た
北
前
船
・
64

66

北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
小
樽
・
石
狩
で
共
同
開
催

67

百
年
以
上
前
、
計
画
さ
れ
な
が
ら
幻
に
終
わ
っ
た
石
狩
河
口
港

69

新
時
代
が
求
め
る
機
能
が
反
映
さ
れ
た
大
規
模
港
湾
、
石
狩
湾
新
港

71

北
前
船
か
ら
の
歴
史
を
見
直
す
こ
と
で
海
と
港
の
未
来
に
向
け
た
展
望
を
！

あ
と
が
き
　
・
72

コ
ラ
ム　

9

北
前
船
ジ
オ
ラ
マ
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介

20

輪
島
塗
の
ふ
る
さ
と
は
北
前
船
で
つ
な
が
る
石
狩
の
友
好
都
市

23

寺
谷
家
文
書
に
見
る
佐
藤
松
太
郎
と
の
北
前
船
共
同
経
営
の
事
情

31

「
ふ
る
さ
と
の
風
を
運
ぶ
」
人
形
作
家
・
八
田
美
津
さ
ん
と
の
出
会
い

37

子
ど
も
新
聞
が
縁
で
、
石
狩
と
か
か
わ
り
の
あ
る
寄
港
地
・
倉
敷
下
津
井
を
訪
問

49

不
自
然
な
「
ど
ん
ぐ
り
型
」
に
な
っ
た
の
は
、「
独
占
企
業
」
松
前
藩
の
出
港
税
が
原
因
！

57

地
理
的
・
歴
史
的
四
側
面
と
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
構
や
文
化
財

60

追
加
さ
れ
た
日
本
遺
産
構
成
文
化
財　

沖
揚
げ
音
頭
と
旧
白
鳥
番
屋

68

河
口
港
以
外
に
も
う
ひ
と
つ
の
幻　

松
浦
武
四
郎
の
誤
算
、
石
狩
川
水
運

情
　
報

48

「
電
波
で
つ
な
ぐ
北
前
船
・
チ
ェ
ン
バ
リ
ス
ト
明
楽
み
ゆ
き
の
浪
漫
紀
行
」
を
聴
こ
う
！

72

石
狩
市
の
日
本
遺
産
構
成
文
化
財

73

主
な
参
考
文
献

本稿で用いる表記について

①　ニシンは、一般的には「鰊」
という字で表記されますが、松前
藩にとっては年貢米に相当する重
要性があったため、「魚に非ず」
として「鯡」の文字が用いられま
した。また、「春告魚」と文学的
に表記されることもあります。　
　対象とする時代や地域によっ
て、「鰊」「鯡」と使い分けられる
ことが多いのですが、本稿では、
著作を紹介する場合などを除き、
原則として「ニシン」の表記を用
いることにします。

②　江戸時代の北海道を「蝦夷地」
と呼ぶことがありますが、その場
合「松前地」が含まれないという
問題点が生じます。この弊害を避
けるため、本稿では、特に注記し
ない限り、「北海道」で統一して
表記します。　
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上
の
写
真
は
、
石い
し

狩か
り

市
厚あ
つ

田た

総
合
セ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
緞
帳
で
す
。

右
側
に
描
か
れ
た
北
前
船
は
、
帆
の
印
や
形
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
扉
の
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
船
絵
馬
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま
す
。
石
川
県
加
賀
市
で
保
管
さ
れ
て
い
る
船
絵
馬

で
す
が
、
右
上
に
は
「
厚
田
・
佐
藤
」
の
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
厚
田
の

大
漁
業
家
・
佐
藤
松
太
郎
の
持
船
「
長
栄
丸
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

左
側
に
描
か
れ
た
四
艘
は
三さ
ん
ぱ
せ
ん

半
船
と
呼
ば
れ
る
地
元
の
漁
船
で
、
積
荷
の
俵
は
、
こ
の
地

で
大
量
に
生
産
さ
れ
北
前
船
で
本
州
ま
で
運
ば
れ
て
、
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
ニ
シ
ン
〆し
め

粕か
す

で
す
。

私
は
、
か
つ
て
ニ
シ
ン
漁
場
と
し
て
栄
え
、
北
前
船
が
寄
港
し
た
古
潭
、
厚
田
、
浜
益

と
い
う
石
狩
湾
に
面
し
た
三
つ
の
地
域
の
学
校
に
、
社
会
科
教
員
、
教
頭
、
校
長
と
し
て

勤
務
す
る
ご
縁
が
あ
り
ま
し
た
。

ニ
シ
ン
と
北
前
船
は
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
愛
を
育
て
る
重
要
な
地
域
の
宝
で
あ
る
と

共
に
、
私
に
と
っ
て
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
的
な
研
究
テ
ー
マ
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
四
月
、道
の
駅
石
狩
「
あ
い
ろ
ー
ど
厚
田
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
際
に
制
作
・

寄
贈
し
た
北
前
船
ジ
オ
ラ
マ
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
活
か
し
た
私
と
妻
・
石
黒
美
香
子

の
作
で
、
地
元
の
人
形
作
家
・
八は
っ
た
み
つ

田
美
津
さ
ん
に
よ
る
表
情
豊
か
な
人
形
を
主
人
公
に
し

て
、
北
前
船
を
迎
え
た
当
時
の
人
々
の
喜
び
を
表
現
す
る
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
北
前
船
ジ
オ
ラ
マ
が
完
成
し
、
道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、
一
カ
月
ほ
ど

た
っ
た
同
年
五
月
に
、
石
狩
市
が
全
国
三
十
八
市
町
（
現
在
四
十
五
市
町
）
の
一
つ
と
し

て
「
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
」
と
い
う
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、

道
の
駅
に
展
示
し
た
北
前
船
ジ
オ
ラ
マ
の
作
者
と
し
て
、
現
地
案
内
や
講
演
会
、
子
ど
も
た
ち

ま
え
が
き
　
　
　
　

宝
船
を
待
ち
わ
び
た
北
国
の
人
々
の
喜
び
を
今
に

厚田総合センターの緞帳

4

←ニシン漁場からの上り荷　↓岬　運ばれてきた下り荷→
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へ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
北
前
船
の
役
割
を
お
話
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

質
問
や
感
想
を
い
た
だ
く
中
で
、「
北
前
船
が
石
狩
や
厚
田
に
来
て
い
た
こ
と
を
初
め

て
知
っ
た
」「
北
前
船
は
江
差
ま
で
し
か
来
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
」「
北
前
船
は
江
戸

時
代
の
船
と
思
っ
て
い
た
」「
明
治
に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
北
前
船
そ
の
も
の
、
ま
し
て
、
石
狩
と
の
か
か
わ

り
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

日
本
遺
産
関
連
の
事
業
に
よ
っ
て
、
他
の
寄
港
地
を
訪
問
し
交
流
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
、
寄
港
地
間
の
広
域
連
携
を
通
し
て
、
北
前
船
が
果
た
し
た
役
割
の
理
解
が
深
ま
る
こ

と
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
港
地
に
は
、
独
自
の
歴
史
と
独
自
の
事
情
が
あ
り
、
そ
れ
を
蓄
積

し
、
比
較
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

石
狩
市
が
北
前
船
寄
港
地
と
し
て
日
本
遺
産
に
な
り
、
令
和
元
年
十
月
に
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
て
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
っ
て
、
北
前
船
ジ

オ
ラ
マ
と
地
域
に
残
る
資
料
を
通
し
て
、
旧
厚
田
村
、
旧
浜は
ま
ま
す
む
ら

益
村
と
合
併
し
た
石
狩
市
と

北
前
船
の
か
か
わ
り
を
ご
紹
介
し
、
当
時
の
人
々
が
「
宝
船
」
と
し
て
北
前
船
を
待
ち
わ

び
た
気
持
ち
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日本遺産認定証

道の駅石狩「あいろー
ど厚田」に制作・寄贈
した北前船ジオラマ
幅４ｍ・奥行き 0.7 ｍ

上　「北前船子ども交流拡大プロジェ
クト」でジオラマを見て、北前船の
積荷について詳しく調べる石狩小学
校の児童。令和元年 7 月 24 日。

下　友好都市・輪島市で、両市同時の
日本遺産登録を記念し、北前船を通
じた両市のつながりを講演させてい
ただく。平成 30 年 9 月 29 日。

５

←ニシン漁場からの上り荷　↓岬　運ばれてきた下り荷→
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石
狩
と

西
廻
り
の
北き
た
ま
え
ぶ
ね

前
船
、
東
廻
り
の
弁べ
ん
ざ
い
せ
ん

財
船

北
前
船
は
、江
戸
中
期
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
、

大
阪
（
江
戸
時
代
は
大
坂
）
を
基
点
に
北
海
道
ま
で

の
日
本
海
を
帆
装
に
よ
っ
て
航
行
し
た
買か
い
づ
み積
を
特
徴

と
す
る
商
船
で
す
。
船
籍
や
拠
点
港
と
主
な
積
荷
に

よ
っ
て
、
新
潟
と
北
海
道
あ
る
い
は
新
潟
と
大
阪
を

結
ぶ
と
い
う
よ
う
に
日
本
海
の
一
部
を
航
行
す
る
場

合
も
あ
り
ま
し
た
。

幕
藩
体
制
が
成
立
す
る
と
、
日
本
海
で
は
、
各
藩

お
よ
び
天
領
の
米
を
大
坂
に
運
ぶ
必
要
が
生
じ
ま
し

た
。
初
期
に
は
、
東
北
の
米
を
敦
賀
ま
で
運
び
、
そ

こ
か
ら
馬
と
琵
琶
湖
水
運
で
大
坂
に
運
ぶ
近
江
商
人

に
よ
る
輸
送
が
盛
ん
で
し
た
。
蝦え

ぞ

ち
夷
地
と
の
交
易
も

近
江
商
人
が
独
占
し
て
い
ま
し
た
。
馬
は
米
を
二
俵

し
か
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
欠
米
も
多
く
、
陸
上
輸

送
は
経
費
の
面
で
不
利
で
し
た
。
経
費
を
節
減
す
る

目
的
で
、
加
賀
藩
に
よ
っ
て
日
本
海
と
瀬
戸
内
を
つ

な
ぐ
航
路
が
拓
か
れ
、
寛
文
十
二
年
（
１
６
７
２
）

に
は
幕
府
の
命
を
受
け
た
河
村
瑞
賢
が
、
酒
田
と
大

坂
を
結
ぶ
港
を
指
定
し
、
西
廻
り
航
路
を
開
拓
し
ま

し
た
。
御
用
米
を
運
ぶ
西
廻
り
航
路
が
一
般
化
す
る

と
、
商
船
に
も
こ
の
航
路
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
近
江
商
人
の
下
で
船
を
運
航
し
て
い
た

北
陸
の
船
頭
は
北
前
船
主
と
し
て
独
立
し
、
力
を
つ

け
て
い
き
ま
し
た
。

大
き
く
荒
れ
る
冬
の
日
本
海
を
、
当
時
の
弁
財
型

の
船
で
航
行
す
る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。
春
に
大
坂

を
出
た
北
前
船
は
多
く
の
寄
港
地
で
、
物
品
を
購
入

販
売
し
、
風
待
ち
、
汐
待
ち
を
し
な
が
ら
航
海
を
続

け
て
、
夏
ま
で
に
北
海
道
に
向
か
い
、
台
風
を
避
け

て
瀬
戸
内
に
戻
り
、
秋
の
う
ち
に
大
坂
に
帰
り
ま
し

た
。
明
治
中
期
に
は
、航
海
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、

年
に
二
航
海
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

大
坂
や
瀬
戸
内
で
は
、
北
か
ら
来
る
船
と
い
う
意

味
で
「
北
前
船
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
北
陸
や

北
海
道
で
は
そ
う
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
く
、
地
方
ご

と
に
「
ば
い
せ
ん
」「
ほ
ま
え
」「
べ
ざ
い
」
な
ど
の

独
自
の
呼
び
名
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
石
狩
で

ニ
シ
ン
千
石
場
所
で
寄
港
地
だ
っ
た

石
狩
厚
田
に
北
前
船
ジ
オ
ラ
マ
を
制
作

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
明
治
期
に
北
海
道
を
め
ざ
し
た
北
前
船
の
活
躍
。

厚
田
の
人
々
が
宝
船
と
し
て
待
ち
わ
び
た
理
由
と

こ
の
時
代
の
北
前
船
が
北
海
道
を
め
ざ
し
た
理
由
を
視
覚
的
に
表
現
す
る
工
夫
と
は
。

1
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は
、「
弁
財
船
」
と
書
い
て
「
べ
ん
ざ
い
せ
ん
」「
べ

ざ
い
せ
ん
」「
べ
ざ
い
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

松
前
藩
は
、
運
う
ん
じ
ょ
う
き
ん

上
金
を
確
実
に
徴
収
し
利
益
を
確

保
す
る
た
め
に
、
沖
ノ
口
役
所
を
置
い
た
福
山
（
松

前
）、
箱
館
（
明
治
以
降
は
函
館
）、
江
差
の
松
前
三

港
以
外
に
北
前
船
が
往
来
、
交
易
す
る
こ
と
を
禁
じ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
代
、
今
の
小
樽
や
石
狩
、
留

萌
な
ど
に
北
前
船
の
姿
を
見
る
こ
と
は
原
則
と
し
て

あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

小
樽
や
石
狩
、
留
萌
な
ど
に
北
前
船
が
航
行
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
松
前
藩
が
版
籍
を
奉
還
し
た

後
、
沖
ノ
口
役
所
が
廃
止
さ
れ
、
航
行
の
自
由
が
認

め
ら
れ
た
明
治
三
年
以
降
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
時
か
ら
明
治
二
十
年
代
ま
で
が
、
開
拓
期
の
北
海

道
経
済
を
運
輸
の
面
か
ら
支
え
る
北
前
船
の
盛
期
で

し
た
。
な
お
、
第
４
章
で
詳
し
く
説
明
す
る
幕
府
の
石

狩
役
所
が
認
め
た
「
直
じ
き
は
し
り
䑺
」
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
、

石
狩
川
河
口
へ
の
北
前
船
入に
ゅ
う

津し
ん
は
例
外
的
に
、
安
政
五

年
（
１
８
５
８
）
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
北
前
船
が
蝦
夷
地
・
北
海
道
か
ら
本
州
に

運
ん
だ
主
要
な
産
物
は
、
肥
料
と
し
て
生
産
さ
れ
た

ニ
シ
ン
〆
粕
で
し
た
。
し
か
し
、石
狩
は
「
石
狩
鍋
」

と
い
う
郷
土
料
理
で
有
名
な
鮭
の
名
産
地
で
す
。
そ

し
て
、
鮭
を
本
州
に
運
び
出
す
船
を
、
松
前
藩
時
代

に
も
、
幕
府
直ち
ょ
っ
か
つ轄
時
代
に
も
、
明
治
時
代
に
も
石

道の駅にジオラマを作ることにな
り、最初の作業はイメージスケッ
チを描くこと。
今、見直すと、レイアウト以外は
ほとんどこの通り実現している。

狩
川
河
口
に
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
直
䑺
以
降
、
日
本
海

を
通
っ
て
、
新
潟
や
山
形
に
鮭
を
運
ん
だ

船
は
、
北
前
船
の
範

は
ん
ち
ゅ
う
疇
に
収
ま
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ど
う
し

て
も
、
そ
こ
に
収
ま
ら
な
い
船
が
存
在
し
て
い

た
の
で
す
。

日
本
に
は
、
正
月
に
食
べ
る
魚
と
し

て
、
鮭
を
珍
重
す
る
地
域
と
鰤ぶ
り

を
珍
重
す

る
地
域
が
存
在
し
ま
す
。
二
つ
の
地
域
は

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
（
大
地
溝
帯
）
を
境
目

に
分
か
れ
る
と
さ
れ
、
日
本
海
側
で
は
新

潟
の
糸い
と
い
が
わ

魚
川
以
北
、
太
平
洋
側
で
は
静
岡

以
東
が
鮭
文
化
地
帯
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

鮭
文
化
地
域
に
あ
る
最
大
の
消
費
地
は
、

江
戸
・
東
京
で
し
た
。
石
狩
か
ら
の
出
荷
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記
録
を
見
る
と
、
場
所
請
負
時
代
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
、
太
平
洋
経
由
の
東
廻
り
で
、
水
戸
や
江
戸
・

東
京
に
鮭
を
運
ん
だ
船
は
、
無
視
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
経
済
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
す
。

蝦
夷
地
・
北
海
道
に
来
航
し
た
本
章
冒
頭
に
記
し

た
定
義
を
有
す
る
商
船
の
呼
称
に
つ
い
て
、
本
稿
で

は
、
現
在
全
国
的
に
用
い
ら
れ
る
「
北
前
船
」
を
用

い
ま
す
。
し
か
し
、
松
前
藩
の
時
代
に
、
松
前
三
港

と
石
狩
な
ど
の
「
場
所
」
の
間
で
、
海
産
物
や
生
活

必
需
品
な
ど
を
運
ん
だ
場ば
し
ょ
う
け
お
い
に
ん

所
請
負
人
の
手て

ぶ
ね船

と
、
全

時
代
を
通
じ
て
、
鮭
を
出
荷
す
る
た
め
に
太
平
洋
経

由
で
江
戸
・
東
京
と
の
間
を
東
廻
り
で
航
行
し
て
い

た
船
に
つ
い
て
は
、「
北
前
船
」
の
定
義
に
収
ま
ら

な
い
た
め
、
地
元
の
呼
称
で
あ
る
「
弁
財
船
」
を

用
い
る
こ
と
に
し
ま
す
。

か
つ
て
の
ニ
シ
ン
千
石
場
所
・
厚
田
に

新
設
さ
れ
る
道
の
駅
に
北
前
船
ジ
オ
ラ
マ
を
制
作

平
成
三
十
年
四
月
に
国
道
二
三
一
号
の
石
狩
市
厚
田

区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
道
の
駅
石
狩
「
あ
い
ろ
ー
ど
厚

田
」
は
、
旧
厚
田
資
料
館
の
跡
地
に
建
設
す
る
と
い
う

事
情
か
ら
、道
の
駅
と
し
て
は
異
例
な
「
地
域
の
歴
史
・

文
化
・
自
然
を
紹
介
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
す

る
こ
と
が
計
画
段
階
か
ら
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

歴
史
に
造
詣
が
深
い
当
時
の
田た

お
か
か
つ
す
け

岡
克
介
市
長
の
意

向
を
受
け
て
、
早
い
段
階
か
ら
展
示
内
容
に
つ
い
て

関
係
者
と
協
議
し
、「
北
前
船
と
ニ
シ
ン
漁
場
」を
テ
ー

マ
と
し
て
ジ
オ
ラ
マ
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
石
狩
市
は
ま
ま
す
郷
土
資
料
館
に
展
示
し
て
い

る
ジ
オ
ラ
マ
「
浜
益
ニ
シ
ン
場
物
語
」
で
共
に
実
績

が
あ
る
石
狩
市
浜
益
区
在
住
の
人
形
作
家
八
田
美
津

さ
ん
の
人
形
を
主
役
に
し
て
、
私
が
船
や
建
物
、
妻

の
石
黒
美
香
子
が
下
り
荷
や
ニ
シ
ン
〆
粕
な
ど
の
小

物
類
を
制
作
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

道
の
駅
が
建
設
さ
れ
る
厚
田
は
、
ニ
シ
ン
の
千
石

場
所
と
し
て
栄
え
た
地
域
で
す
。
ジ
オ
ラ
マ
の
舞
台

は
厚
田
古こ
た
ん潭
の
押お

し
こ
と
わ
ん

琴
湾
に
、
時
代
は
厚
田
の
大
漁
業

道の駅石狩「あいろーど厚田」　
石狩市厚田区厚田 98-2　☎ 0133-78-2300 
2 階の地域歴史文化コーナーにジオラマを展示。
開館時間が季節により変動するため、要事前確認。

家
・
佐
藤
松ま

つ
た
ろ
う

太
郎
が
加
賀
橋は

し

立だ
て

の
寺て

ら
た
に
け

谷
家
と
共
同
で

北
前
船
経
営
に
乗
り
出
し
た
明
治
二
十
五
年
（
１
８

９
２
）
に
設
定
し
ま
し
た
。

北
前
船
が
明
治
期
に
厚
田
を
め
ざ
し
た

理
由
を
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
で
表
現

「
北
前
船
が
明
治
期
に
厚
田
を
め
ざ
し
た
の
は
な

ぜ
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
表
現
す
る

た
め
に
、
４
～
５
ペ
ー
ジ
下
の
写
真
の
よ
う
に
、
ジ

オ
ラ
マ
で
は
下
り
荷
と
上
り
荷
を
区
分
け
し
て
レ
イ

ア
ウ
ト
し
ま
し
た
。
中
央
に
岬
を
置
き
、
岬
の
右
手

に
下
り
荷
を
配
置
し
、
岬
の
左
手
を
ニ
シ
ン
場
と
し

て
、
ロ
ー
カ
（
倉
庫
の
一
種
）
か
ら
三
半
船
で
北
前

船
ま
で
運
ば
れ
る
上
り
荷
を
配
置
し
ま
し
た
。

さ
て
、
石
狩
に
は
、
松
前
藩
と
場
所
請
負
人
に
よ

る
江
戸
時
代
中
期
に
さ
か
の
ぼ
る
遺
物
や
遺
構
と
、

鮭
を
求
め
て
来
航
し
た
北
前
船
や
弁
財
船
の
写
真
や

資
料
、
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
ジ
オ
ラ
マ
と
い

う
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
表
現

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
た
。

本
稿
で
は
、
石
狩
と
北
前
船
・
弁
財
船
の
か
か
わ

り
を
主
に
ジ
オ
ラ
マ
の
写
真
を
用
い
て
紹
介
し
ま
す

が
、
そ
れ
で
不
足
す
る
部
分
は
資
料
や
当
時
の
写

真
な
ど
を
用
い
る
こ
と
に
し
ま
す
。
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　制作に先立って、文献、板図や奉納模型などを調査し、
明治期の北前船の特色を再現する設計図を作りました。
　北前船は、船底に水に強い赤松、船首や構造材に強
度が強い欅

けやき

、船体外板に曲げ加工がしやすい杉、垣
かきたつ

立
に檜

ひのき

、舵
かじ

には樫
かし

が使われていたので、模型も実物と同
じ木材で制作し、資料的な価値を追求しました。
　調査・設計に半年、制作に 1 年を要しました。

北前船ジオラマの見どころを紹介

↑板図などの資料、実測値、写真などから CAD で設計図を作図。

復元船「白
はくさんまる

山丸」を佐渡で調査。500 種類に及ぶ
部材すべてに名称と役割があることなど、貴重な
ご助言を、白山丸友の会の石

いしづかとしゆき

塚敏行会長さんと市
立博物館の高

たかふじいちろべえ

藤一郎平館長さんからいただいた。

和 船 独 自 の 艤
ぎ そ う

装
は、操船可能なレ
ベ ル ま で 再 現 し、
完成後固定した。

銅板は装飾だけでなく、釘な
どの腐食を防ぐ役割も。垣立
だけで 272 枚貼っている。

↑和船の大きな特徴である跳ね上
げ式の舵。港湾未整備時代の海運
を支えたが、外

そととも

艫と共に強度的な
難点があり、海難の原因になった。

↑帆
ほ げ た

桁には、船体内部の轆
ろ く ろ

轤を回
すことで、伝馬船や石材などの重
量物を昇降させる役割もあった。

帆は手織。→
21反

た ん ぽ

帆で
再現した。

←四
よつつめいかり

爪 碇。
質感を出すた
め、 模 型 も 鉄
で制作。

9

作業場と制作風景。1/10㎜の精度が出せる。
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石
狩
場
所
で
一
年
間
に
使
わ
れ
た

下
り
荷
の
品
目
と
数
量
は
？

北
前
船
が
運
ん
だ
積
荷
は
、
船
ご
と
の
帳
簿
が
全

国
に
残
さ
れ
、
数
量
、
積
出
港
や
産
地
の
研
究
が
蓄

積
さ
れ
て
、
北
前
船
の
活
動
の
様
子
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
す
。
石
狩
に
も
、
多
く
の
帳
簿
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

厚
田
の
ジ
オ
ラ
マ
の
根
拠
と
し
た
寺
谷
家
と
佐
藤

家
に
よ
る
北
前
船
共
同
経
営
の
記
録
も
残
さ
れ
、
現

在
は
道
の
駅
の
書
庫
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
一
部
は

ケ
ー
ス
に
入
れ
た
状
態
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

船
毎
の
具
体
的
な
記
録
と
は
別
に
、
石
狩
に
は
、

一
年
間
に
町
全
体
が
必
要
と
し
た
生
活
物
資
、
百
九

品
目
そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
を
記
録
し
た
興
味
深
い
資
料

が
残
っ
て
い
ま
す
。
石
狩
町
誌
上
巻
に
収
録
さ
れ
た

「
出で
か
せ
ぎ
に
ん

稼
人　

山
田
文
右
衛
門　

明
治
三
年（
１
８
７
０
）

一
ケ
年
御
入
用
品
注
文
惣そ

う

調し
ら
べ

高だ
か

」と
い
う
資
料
で
す
。

山
田
文
右
衛
門
は
、後
述
す
る
石
狩
改
革
に
よ
っ
て
、

長
年
に
わ
た
っ
て
場
所
請
負
人
を
務
め
た
村
山
家
が

罷ひ
め
ん免
さ
れ
た
後
、
石
狩
場
所
の
管
理
を
実
質
的
に
任

さ
れ
た
石
狩
出
稼
人
で
す
。
石
狩
町
誌
か
ら
説
明
を

引
用
し
ま
す
。

「
当
時
（
明
治
三
年
）
に
至
っ
て
も
も
ち
ろ
ん
商

店
な
ど
は
な
く
、
幕
府
時
代
場
所
請
負
人
や
或
は
出

稼
人
が
行
っ
た
よ
う
に
、日
常
必
需
物
資
雑
貨
等
は
、

山
田
文
右
衛
門
が
仕
込
み
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
品

物
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
網
羅
さ
れ
、
そ
の
一
年
間
の

需
要
消
費
高
は
米
塩
か
ら
酒
、
醤
油
、
木
綿
糸
、
筆

墨
、
半
紙
、
髪
付
油
の
果
て
ま
で
そ
ろ
え
て
仕
入
れ

た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
品
目
を
見
る
と
、
往
時
の
石

狩
の
人
々
の
生
活
が
髣ほ
う
ふ
つ髴

と
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
さ

な
が
ら
百
貨
店
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。」

こ
れ
は
、北
前
船
が
石
狩
に
運
ん
だ
下
り
荷
の
全ぜ

ん

貌ぼ
う
を

石
狩
の
人
々
が
待
ち
わ
び
て
い
た
宝
と
は
？

北
前
船
の
下
り
荷
か
ら
分
か
る
当
時
の
暮
ら
し

主
食
の
米
が
北
海
道
で
は
生
産
さ
れ
な
か
っ
た
北
前
船
時
代
、

人
々
の
生
活
を
支
え
る
生
活
必
需
品
は

ほ
と
ん
ど
が
北
前
船
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
い
た
。

明
ら
か
に
す
る
資
料
で
す
。

ジ
オ
ラ
マ
制
作
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
の
資
料
を

参
考
に
、
多
様
な
品
々
を

配
置
す
る
こ
と
で
華
や
か

で
楽
し
い
雰
囲
気
が
演
出

で
き
ま
し
た
。

寺谷家文書の帳簿類

2
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「出稼人　山田文右衛門　
明治三年（１８７０）
一ケ年御入用品注文惣調高」

製品 数量
1 玄白米 3,500 俵
2 餅米 150 俵
3 塩 10,000 俵
4 味噌 200 樽
5 醤油 200 樽
6 酒 500 樽
7 酢 5 樽
8 大豆 15 俵
9 小豆 30 俵

10 柿渋 30 樽
11 白〆油 3 樽
12 種油 1 樽
13 玉砂糖 3 樽
14 白砂糖 5 樽
15 番茶 500 斤
16 上茶 50 斤
17 阿波莨 15 箱
18 地廻莨 15 箱
19 葛 30 斤
20 生麩 50 斤
21 わらび花 30 斤
22 切素麺 3 挺
23 玉素麺 20 箱
24 古手着物 500 枚
25 白木綿 200 反
26 染木綿 500 反
27 合羽紺 200 反
28 揚布 300 反
29 栖木綿 50 反
30 裏木綿 50 反
31 手拭地 50 反
32 縁布 50 反
33 紺切糸 50 把
34 色小伝 15 玉
35 白切糸 10 玉
36 判綿 10 箇
37 紺足袋 500 足
38 無尻合羽 100 枚
39 股引 20 
40 縞木綿 30 反
41 上半紙 12 〆
42 並半紙 20 〆

43 上半切紙 3,000 枚
44 蝋半切紙 5,000 枚
45 簿口紙 300 丁
46 奉書紙 30 丁
47 西之内紙 100 丁
48 美濃紙 50 丁
49 筆 150 対
50 墨 70 挺
51 朱墨 30 挺
52 帳面取合 100 冊
53 青糸 200 目
54 莚取合 700 束
55 薄縁 100 枚
56 小松表 400 枚
57 畳 50 畳
58 縄取合 300 丸
59 金引苧 15 〆目
60 市皮 500 〆目
61 市山苧 15 〆目
62 蝋燭取合 30 挺
63 灯心 2 貫目
64 附木 100 丸
65 草鞋 50 個
66 草履 500 足
67 長割鉄 50 箇
68 刃鉄 15 〆目
69 鍋取合 100 枚
70 家釘 1,000 把
71 皮針 10 疋
72 土瓶 100 
73 並皿 200 枚
74 飯茶椀 100 人前
75 茶呑茶椀 200 
76 摺鉢 30 枚
77 瀬戸盃 50 
78 丼 30 
79 砂鉢 30 枚
80 米通 5 ツ
81 刷毛 15 枚
82 砥石 50 丁
83 柄均 150 本
84 髪付油 500 本
85 元結 30 束

86 傘 30 本
87 弓張提灯 30 
88 笊取合 100 枚
89 蝦夷椀 500 
90 煙管 200 本
91 塩通 30 
92 網羽縄 50 丸
93 箒 100 本
94 麻裏草履 100 足
95 籠提灯 10 
96 水戸煙草 10 箱
97 大阪酒 15 樽
98 高張 10 
99 三ツ椀 200 人前

100 がん陶 50 本
101 真綿 200 匁
102 鮭網取合 2,520 間
103 鰊網取合 400 間
104 網苧取合 11 個３ 玉
105 薪 1,000 敷
106 魚油 70 樽
107 炭 1,500 俵
108 材木 凡 3,000 石
109 椛 150 丸

当時（明治三年）に至ってももちろん商店などはなく、幕
府時代場所請負人や或は出稼人が行ったように、日常必需
物資雑貨等は、山田文右衛門が仕込みをしているが、その
品物はあらゆるものが網羅され、これらの品目を見ると、
往時の石狩の人々の生活が髣髴とされるばかりか、さなが
ら百貨店を思わせるものがある 。　（石狩町誌より）

この後、本章の本文で説明する
注目すべき品目に着色した。

金庫の役割をした「船
ふ な だ ん す

箪笥」を
持つ知

ち く

工（事務長）。港に入る
時、船箪笥は船に置き放しにせ
ず、毎度持ち出したという。
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人
々
が
待
ち
わ
び
た
宝
物
、

下
り
荷
の
生
産
地
と
積
出
し
港

北
前
船
が
運
ん
だ
品
は
、
残
さ
れ

た
品
物
や
資
料
と
、
各
寄
港
地
の
記

録
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
説
明
さ
れ
た

資
料
を
紹
介
す
る
の
は
難
し
い
こ
と

で
す
。

余
市
町
で
教
育
長
や
水
産
博
物
館

長
を
歴
任
さ
れ
た
沢
口
清
氏
が
、
全

国
の
寄
港
地
を
訪
問
し
、
風
景
と
北

前
船
の
痕
跡
を
油
絵
に
ま
と
め
て

「
弁
財
船
西
廻
り
（
大
阪
堺
～
余
市

間
）
航
路
海
運
湊
風
景
」（
北
海
信

金
地
域
振
興
基
金
）を
平
成
七
年（
１

９
９
５
）
に
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
港
の
解
説
文
に
、
沢
口
氏
が
現

地
で
調
査
さ
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
港

で
取
り
扱
わ
れ
た
荷
物
の
リ
ス
ト
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
狩
市
と
同

じ
石
狩
湾
に
位
置
す
る
余
市
町
の
資

料
で
あ
り
、
非
常
に
参
考
に
な
る
の

で
、
下
り
荷
に
焦
点
を
当
て
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小こ
ど
ま
り泊

（
小
泊
村
）　
薪
材
、
柏
木
皮
、
松
材
、
醤
油
、
梨

鯵
ヶ
沢
（
鯵
ヶ
沢
町
）　
津
軽
醤
油
、
米
、
濁
酒
、
む
し
ろ
、
わ
ら
じ
、
ぞ
う
り
、
薪
材
、
糀
、
南
瓜

能
代
（
能
代
市
）　
杉
材
、
檜
材
、
塗
器
、
む
し
ろ
、
わ
ら
じ
、
ぞ
う
り
、
御
所
川
原
米

船
川
（
男
鹿
市
）　
南
部
鉄
、
ニ
シ
ン
釜
、
米
、
雑
穀
、
あ
わ
粉
、
阿
仁
小
沢
銀

秋
田
、
土つ
ち
ざ
き崎

（
秋
田
市
）　
米
、
雑
穀
、
藁
工
品
、
濁
酒
、
杉
材
、
檜
材
、
杉
皮
、
建
具
、
漁
網
、

古
着
、
釘
、
鉄
、
石
灰

酒
田
（
酒
田
市
）　
米
、
雑
穀
、
酒
、
醤
油
、
油
、
白
玉
粉
、
そ
う
め
ん
、
紅
花
、
葉
た
ば
こ
、

藁
工
品
、
縄
、
わ
ら
じ
、
木
工
品
、
船
箪
笥
、
ろ
う

小お

ぎ木
（
佐
渡
市
）
藁
製
品
、
網
、
漁
具
、
竹
製
品
、
杉
戸
、
下
駄
、
木
工
品
、
大
小
豆
、
雑
穀
、

あ
わ
粉
、
サ
ザ
エ
、
若
和
布
、
海
苔
、
牛
馬
、
石
棟
、
切
石
、
陶
器
、
金
、
銀
、
船
箪
笥

主な寄港地と特産物

　●　日本遺産に認定された港

　●　それ以外の港

厚田神社所蔵船絵馬　
（日本遺産　北前船寄港地・船主集落　石狩市構成文化財）

余市町福
ふくはらぎょば

原漁場。
沢口氏が全国の寄港
地を巡って描いた絵
画と各港の解説。

●
柏
崎

●
出
雲
先

●
長
岡

●
新
潟

●佐渡（小木）

●鶴岡
●酒田
●にかほ

●由利本荘
●秋田

●男鹿（船川）
●能代

●深浦
●鯵ヶ沢

●小泊

●野辺地

●松前
●函館

●江差

●
岩
内

●
余
市

●
小
樽

●
石
狩

●増毛
●留萌

〇厚田
〇浜益

●天塩
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大
阪
（
大
阪
市
）
織
物
、
木
綿
判
布
、
呉
服
太
物
、

古
手
（
古
着
）、
紺
タ
ビ
、
そ
う
め
ん
、
油
、

調
味
料
、
船
絵
馬
、
菓
子
、
栗
お
こ
し
、
千

歳
酒
、
延
命
酒
、
八
千
代
酒
、
日
用
品
、
小

間
物
、
雑
貨
、
工
芸
品
、
ラ
シ
ャ
、
外
套
、

造
船

堺
（
堺
市
）
刃
物
、
鉄
砲
、
綿
糸
、
綿
織
物
、
酒
、

梅
漬
、
梅
干
し
、
ス
コ
ッ
プ
、
琉
球
薩
南
産

の
砂
糖
、
マ
ニ
ラ
ロ
ー
プ
、
あ
わ
粉

下し
も
つ
い

津
井
、
玉
島
（
倉
敷
市
）
綿
布
、
備
中
米
、
綿
、

石
材

尾
道
（
尾
道
市
）
備
後
の
畳
表
、
酢
、
酒
、
塩

竹
原
（
竹
原
市
）
塩
、
木
綿
、
あ
わ
粉
、
麻
、
酒
、

藁
工
品
、
紙

三み
た
じ
り

田
尻
（
防ほ
う
ふ府
市
）
塩
、
米
　

下
関
（
下
関
市
）　
茶
、
木
綿
、
塩
、
酒
、
紙
、
綿
、

柿
渋
、
ア
イ
、
荒
物
雑
貨
、
白
砂
糖
、
玉
砂
糖
、

黒
砂
糖
、
サ
ツ
マ
イ
モ

三
国
（
坂
井
市
）　
米
、
大
豆
、
菜
種
油
、
桐
油
、
味
噌
、
醤
油
、
酒
、
和
紙
、

　
　
む
し
ろ
、
船
箪
笥

敦
賀
（
敦
賀
市
）　
漁
網
、
縄
、
建
む
し
ろ
、
叺
、
わ
ら
じ
、
わ
ら
ぞ
う
り
、
み
の
、
笠
、

ほ
う
き
、
酒
、
茶
、
あ
わ
粉
、
味
噌
、
梅
干
し
、
呉
服
、
古
着
、
ろ
う
そ
く
、

陶
器
、
若
狭
瓦
、
福
井
石
、
米
、
石
灰

小お
ば
ま浜
（
小
浜
市
）　
縄
、
干
む
し
ろ
、
畳
、
絹
織
物
、
真
綿
、
味
噌
、
醤
油
、
酒
、
茶
、

あ
わ
粉
、
菓
子
、
漆
器
陶
器
、
若
狭
瓦
、
釘
、
鉄
、
ろ
う
そ
く
、
そ
う
め
ん
、

石
灰

舞
鶴
（
宮
津
）　
黒
谷
和
紙
、
柿
、
栗
、
寒
天
、
竹
製
品
、
丹
後
ち
り
め
ん
、
米
、
雑
穀
、
酒

宮み
や
づ津
（
宮
津
市
）
丹
後
ち
り
め
ん
、
米
、
串
柿
、
竹
、
木
材
、
板
材
、
生
ろ
う

境
港
（
境
港
市
）　
綿
、
木
綿
、
古
着
、
鉄
、
竹
材
、
縄
、
む
し
ろ
、
陶
器
、
米

浜
田
（
浜
田
市
）
米
、
石
見
半
紙
、
障
子
紙
、
傘
紙
、
色
紙

萩
（
萩
市
）　
陶
器
、
米

●
姫
路

●
高
砂●
洲
本

●
神
戸

●
た
つ
の

●
赤
穂

●
倉
敷
（
下
津
井
、玉
島
）

●
多
度
津

●
尾
道

●
竹
原

●
呉

●
防
府
（
三
田
尻
）

●
下
関

●
浜
田

●
境
港

●
鳥
取

●
新
温
泉

●
宮
津

●
堺

●
大
阪

●
舞
鶴

●
小
浜

●
敦
賀

●
南
越
前

●
坂
井（
三
国
）

●
加
賀
（
塩
屋
、橋
立
）

●
小
松

●金沢

●輪島
●七尾

●
高
岡

●
富
山

●
上
越

●
柏
崎

●
萩

新
潟
（
新
潟
市
）　
米
、
雑
穀
、
味
噌
、
醤
油
、
酒
、
焼
酎
、
酢
、
酢
醤
油
、

白
玉
粉
、
油
、
菓
子
、
糀
、
梨
、
漁
網
、
木
材
、
建
具
、
下
駄
、
ろ
う

そ
く
、
畳
、
干
鰯
、
ニ
シ
ン
釜
、
鉄
製
品
、
農
具
、
竹
、
刃
物

柏
崎
（
柏
崎
市
）　
越
後
ち
ぢ
み
、
漁
網
、
米

七
尾
（
七
尾
市
）　
麻
、
織
物
、
米
、
大
豆
、
小
豆
、
小
麦
、
小
ヌ
カ
、
酒
、

酒
粕
、
四
十
物
（
加
工
鮮
魚
）、
木
炭
、
薪
、
菅
笠
、
氷
見
ゴ
ザ
、
竹
の
皮
、

葉
藍
、
縄
、
む
し
ろ
、
茸
板

輪
島
（
輪
島
市
）　
漆
器
、
造
船
、
縄
、
む
し
ろ

金
石
（
金
沢
市
）
陶
磁
器
、
米
、
小
松
表
（
ゴ
ザ
）、
漆
器
、
仏
壇

塩
屋
、
橋
立
（
加
賀
市
） 

陶
磁
器
、
た
わ
ら
、
む
し
ろ
、
な
わ
、
漆
器
、
絹
、

米
、
菊
酒
、
菅
笠
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産
地
と
積
出
し
港
か
ら
わ
か
る

下
り
荷
・
買
積
商
法
の
秘
密

下
り
荷
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
品
物
を
見
て
い
き

ま
す
。
以
下
、
11
ペ
ー
ジ
の
「
出
稼
人　

山
田
文
右

衛
門　

明
治
三
年
一
ケ
年
御
入
用
品
注
文
惣
調
高
」

は
、「
入
用
品
調
高
」。
12
ペ
ー
ジ
の
「
弁
財
船
西
廻

り
（
大
阪
堺
～
余
市
間
）
航
路
海
運
湊
風
景
」
は
「
湊

風
景
」
と
略
し
て
記
述
し
ま
す
。

・
米
は
ど
こ
か
ら
き
た
か

ま
ず
、
米
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
入
用

品
調
高
」
に
は
、「
１
、
玄
白
米
・
三
千
五
百
俵
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
千
五
百
俵
と
い
う
と
、
一

俵
の
重
さ
が
六
十
㎏
な
の
で
約
二
百
十
ト
ン
に
な
り

ま
す
。

明
治
三
年
（
１
８
７
０
）
と
い
う
と
、
北
広
島
市

島
松
の
中な
か

山や
ま

久き
ゅ
う

蔵ぞ
う

が
「
赤あ

か
げ毛

種
」
と
い
う
品
種
で
北

海
道
初
の
水
稲
生
産
に
成
功
し
た
明
治
六
年
よ
り
も

前
な
の
で
、
す
べ
て
の
米
は
、
北
前
船
に
よ
っ
て
移

入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
全
国
一
の
生
産
高

を
誇
る
北
海
道
の
米
で
す
が
、
生
産
が
軌
道
に
乗
る

に
は
長
い
年
月
を
要
し
ま
し
た
。
開
拓
使
が
明
治
四

年
に
招
し
ょ
う
へ
い聘
し
た
米
国
農
務
局
長
ケ
プ
ロ
ン
は
、
稲
作

が
道
央
で
は
不
適
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
札
幌
農
学

校
の
ク
ラ
ー
ク
博
士
も
稲
作
が
不
適
切
と
考
え
、
家

畜
や
機
械
力
を
使
っ
た
大
規
模
な
畑
作
の
普
及
を
指

導
し
ま
し
た
。
ジ
オ
ラ
マ
の
時
代
と
し
た
明
治
二
十

五
年
（
１
８
９
２
）
は
、
北
海
道
庁
が
米
作
重
視
に

方
針
転
換
し
、
米
作
り
の
権
威
で
あ
っ
た
東
京
農
業

大
学
の
酒さ
こ
う
つ
ね
あ
き

匂
常
明
教
授
を
道
庁
財
務
部
長
と
し
て
招し

ょ
う

聘へ
い

し
た
年
で
す
。
こ
の
後
、
北
海
道
で
稲
作
が
普
及

し
て
い
き
ま
す
が
、
道
産
米
の
生
産
額
が
百
万
石
を

超
え
て
、
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
北
前
船
が

姿
を
消
し
た
後
の
大
正
九
年
（
１
９
２
０
）
に
な
っ

て
の
こ
と
で
し
た
。

開
拓
期
の
北
海
道
民
の
主
食
で
あ
っ
た
米
は
、
北

前
船
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
差
し
支

え
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
、
米
は
ど
こ
か
ら
運
ば
れ
て
来
た
の
で

杯は、今でいう販売促進景品。　
米俵の中に入れられていた。　
よく見ると、「酒田、津軽、鰺ヶ
沢」などの文字を読み取ること
ができる。（（私設）石狩尚古社
資料館蔵）

山口和雄氏『明治十年代初頭の北海道貿易』（33 ページ）から作成。
東北とは、野辺地、青森、鰺ヶ沢、土崎、酒田、新潟、寺泊、出雲崎、柏崎、直江津。
北陸は、滑川、 伏木、七尾、三国、敦賀、小浜。この当時の北海道の人口はおよそ
20 万人、この後の人口急増期に北海道から見た米の移入は増大していく。

東北 北陸 瀬戸内 表東北 合計

移出
諸港の全移出 6,154,336 円 3,834,226 円 12,004,134 円 1,769,390 円 23,762,086 円
北海道への移出 1,698,538 円 888,688 円 797,153 円 37,042 円 3,421,421 円

割合 27.6% 23.2% 6.6% 2.1% 14.4%
北海道への移

出品中の重要

品目の割合％

米 72.7% 58.2% 木綿、太物

塩、砂糖

酒、タバコ

紙、雑貨

※割合不詳

87.1%
酒 7.4%

縞木綿 9.7%
莚縄 7.5%

北海道への米の移出額 1,234,837 円 517,216 円 0 円 32,264 円 １,784,317 円
北海道への米の移出割合 69% 29% 0% 2% 100%
 北海道へ米を移出
した地域の割合

　明治 10 年～ 13 年
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し
ょ
う
。

石
狩
で
明
治
期
に
盛
ん
に
活
動
し
た
俳は
い
く
け
っ
し
ゃ

句
結
社
の

記
録
を
残
す
（
私
設
）
石
狩
尚し
ょ
う
こ
し
ゃ

古
社
資
料
館
に
は
、

俳
句
に
関
す
る
資
料
と
共
に
、
尚
古
社
の
拠
点
だ
っ

た
中
島
商
店
が
当
時
購
入
し
た
北
前
船
に
よ
っ
て
運
ば

れ
た
品
々
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、

石
狩
に
運
ば
れ
て
き
た
米
の
産
地
を
今
に
伝
え
る
小
さ

な
杯
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、「
酒
田
、津
軽
、鰺
ヶ

沢
」
な
ど
の
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

北
前
船
の
商
法
の
特
徴
は
、
荷
物
の
賃
送
で
は
な

く
、
船
主
が
商
品
を
買
い
取
り
、
販
売
し
て
そ
の
差

額
を
利
益
と
す
る
買
積
で
し
た
。
買
積
港
と
販
売
港

の
距
離
が
短
い
ほ
ど
、
商
機
が
増
え
、
利
益
が
見
込

め
ま
す
。
瀬
戸
内
で
仕
入
れ
た
塩
を
味
噌
作
り
で
需

要
が
あ
る
新
潟
や
酒
田
で
売
り
、
塩
を
下
ろ
し
た
場

所
で
米
を
積
ん
で
北
海
道
に
運
ん
で
売
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
で
す
。
仮
に
、
大
阪
の
米
を
北
海
道
ま
で

運
ん
で
販
売
し
た
と
し
て
も
大
き
な
利
益
を
得
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

塩
を
販
売
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に
米
を
積
む
と
い

う
よ
う
に
、
売
買
を
繰
り
返
し
て
利
益
を
確
保
し
て

い
た
北
前
船
の
特
徴
を
「
酒
田
、
津
軽
、
鰺
ヶ
沢
」

な
ど
の
杯
が
雄
弁
に
伝
え
て
い
ま
す
。
個
別
の
船
の

帳
簿
に
も
、
北
海
道
か
ら
近
い
港
で
大
量
の
米
が
積

み
込
ま
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

右
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
33
ペ
ー
ジ
に
全
体
を
掲
載
し

た
山
口
和
雄
氏
の
『
明
治
十
年
代
初
頭
の
北
海
道
貿

易
』
か
ら
各
地
域
の
北
海
道
へ
の
米
の
移
出
額
の
部

分
を
抽
出
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
表
か
ら
米
の

北
海
道
へ
の
移
出
先
の
傾
向
を
統
計
的
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
表
で
い
う
東
北
と
は
、野の

へ

じ
辺
地
、青
森
、鯵
ヶ

沢
、
土
崎
、
酒
田
、
新
潟
、
寺
泊
、
出
雲
崎
、
柏

崎
、
直
江
津
で
、
明
治
十
三
年
の
移
出
額
の
累
計
で

す
。
北
海
道
へ
の
移
出
額
に
米
が
占
め
る
割
合
を
掛

け
て
、
北
海
道
へ
の
米
の
移
出
額
を
計
算
す
る
と
、

約
百
二
十
三
万
円
に
な
り
ま
す
。

北
陸
は
、
滑
川
、 

伏
木
、
七
尾
、
三
国
、
敦
賀
、

小お
ば
ま浜
の
明
治
十
二
年
の
移
出
額
の
累
計
で
す
。
同
様

に
計
算
す
る
と
、
北
海
道
へ
の
米
の
移
出
額
は
、
約

五
十
二
万
円
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
代
の
北
海
道
へ
の
米
の

移
出
割
合
は
、
東
北
が
69
％
、
北
陸
が
29
％
と
な
り

ま
す
。
太
平
洋
側
の
表
東
北
の
割
合
が
2
％
で
、
あ

わ
せ
る
と
100
％
と
な
る
の
で
、
距
離
が
遠
い
瀬
戸
内

や
山
陰
か
ら
は
北
海
道
へ
の
米
の
移
出
が
な
か
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
湊
風
景
」
に
記
さ
れ
た
瀬

庄内の酒田で現在も使われている山
さんきょ

居倉庫。酒田港は最
上川流域の米を集荷し、北前船で運ぶ拠点だった。

主食の米が実質的に生産されなかった
北前船時代、厚田村史には「村の人々
は夏にやってくる弁財船を宝船のよう
に待ちわびた」と記されている。
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戸
内
や
山
陰
の
「
米
」
は
、
北
海
道
へ
の
移
出
で
は

な
く
、
近
隣
の
港
へ
の
積
み
出
し
で
あ
っ
た
と
考
え

る
の
が
適
切
で
し
ょ
う
。

・
荷
づ
く
り
に
使
う
稲い
な
わ
ら藁

と
縄
も
運
ば
れ
た

米
が
生
産
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
製
品
を
出

荷
す
る
た
め
に
必
要
な
俵
の
材
料
と
な
る
稲
藁
や
縄

も
移
入
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
入
用
品
調
高
」
54
番
の
「
莚
む
し
ろ
取
合
・
七
百
束
」、
58

番
の
「
縄
取
合
・
三
百
丸
」
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
湊
風
景
」
で
山
陰
の
境
港
か

ら
北
陸
の
各
港
、
東
北
の
酒
田
ま
で
の
港
で
積
ん
だ

記
録
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
塩
は
米
と
並
ぶ
重
要
な
下
り
荷

次
に
「
入
用
品
調
高
」
に
一
万
俵
と
記
さ
れ
て
い

る
塩
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
瀬
戸
内
の
塩
は
一
俵
一

斗
入
り
の
小
俵
の
真
塩（
に
が
り
を
除
い
た
精
製
塩
）

か
、
一
俵
五
斗
入
り
の
大
俵
の
差さ
し
じ
お塩

（
苦
み
の
あ
る

未
精
製
塩
）
と
し
て
生
産
さ
れ
ま
し
た
が
、北
海
道
、

東
北
、
北
陸
へ
は
、
大
俵
の
差
塩
と
し
て
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。

大
俵
は
一
俵
五
斗
入
り
な
の
で
体
積
は
九
十
リ
ッ

ト
ル
、
塩
の
比
重
が
2.2
な
の
で
、
一
俵
二
百
kg
。

一
万
俵
で
二
千
ト
ン
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
量
か

ら
食
用
で
は
な
く
、
主
に
鮭
を
加
工
す
る
原
料
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　

瀬
戸
内
の
塩
は
、
そ
の
重
さ
に
よ
っ
て
北
前
船
の

安
定
に
も
役
立
つ
下
り
荷
の
重
要
な
積
荷
で
し
た
。

天
保
二
年
（
１
６
４
５
）
に
赤
穂
で
開
発
さ
れ
た
新

入
浜
式
塩
田
の
技
術
は
、
秘
匿
さ
れ
る
こ
と
な
く
児

島
（
岡
山
県
）・
松
永
、竹
原
（
広
島
県
）・
三
田
尻
（
山

口
県
）・
小
豆
島
、
坂
出
、
丸
亀
（
香
川
県
）
な
ど

に
伝
え
ら
れ
、
瀬
戸
内
は
瀬
戸
内
十
州
と
い
わ
れ
る

塩
の
一
大
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

出
荷
地
と
販
売
地
を
よ
り
近
く
設
定
す
る
こ
と
を

望
む
買
積
の
考
え
方
は
こ
こ
で
も
反
映
さ
れ
、
赤
穂

な
ど
東
部
地
帯
の
塩
は
塩し
お
か
い
せ
ん

廻
船
に
よ
っ
て
江
戸
・
東

京
な
ど
東
に
移
出
さ
れ
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
の
塩

は
瀬
戸
内
を
西
に
進
み
日
本
海
に
抜
け
る
北
前
船
に

積
み
込
ま
れ
、
日
本
海
側
に
移
出
さ
れ
ま
し
た
。

開
拓
期
の
北
海
道
で
は
、塩
の
こ
と
を
三
田
尻（
現

山
口
県
防
府
市
）
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ほ
ど
三
田
尻
の
塩
が
北
海
道
に
大
量
に
移
出
さ
れ

て
い
た
理
由
は
次
の
三
点
で
す
。

・　

瀬
戸
内
の
塩
業
地
帯
の
う
ち
で
最
も
西
に
位
置

し
、
日
本
海
に
近
い
こ
と
。

・　

鹹か
ん
す
い水
を
煮
詰
め
る
工
程
で
北
九
州
の
石
炭
を
用
い

る
技
術
を
確
立
し
、
生
産
量
が
大
き
か
っ
た
こ
と
。

・　

貞さ
だ
な
が永

（
関
屋
）
庄
右
衛
門
と
宮
本
屋
忠
兵
衛
が
、

寛
政
十
一
年
（
１
７
９
９
）
に
蝦
夷
地
を
直
轄
し

た
幕
府
の
依
頼
を
受
け
て
以
来
、毎
年
一
万
石
の「
御

用
塩
」を
三
田
尻
か
ら
蝦
夷
地
に
送
っ
て
い
た
こ
と
。

一
万
俵
の
塩
が
移
入
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
後
か
ら
述
べ
る
石
狩
と
鮭
の
関
係
か
ら
、
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

米がとれなかった北海道では、俵に使う稲藁も
売ったという話も伝わっている。

塩の大俵。（「赤穂塩業誌」
明治 31 年より）
１俵の重さが 200㎏もあ
るので、石と同じように、
船のバランスをとる役割も
ある重要な下り荷だった。
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・
越え
ち
ご後
、
荘し
ょ
う
な
い内の
酒
と
堺
の
酒

興
味
深
い
積
荷
と
し
て
、「
入
用
品
調
高
」
６
番

の
「
酒
・
五
百
樽
」
と
97
番
の
「
大
阪
酒
・
十
五
樽
」

に
も
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
塩
を
下
ろ
し
て
か

ら
、
越
後
酒
や
荘
内
の
大
山
酒
を
積
ん
だ
記
録
は
、

船
の
帳
簿
か
ら
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
、
越
後
や
荘

内
の
酒
が
、
買
積
の
基
本
と
な
る
距
離
的
な
利
点
か

ら
、
北
海
道
に
運
ば
れ
て
き
た
こ
と
は
十
分
に
理
解

で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

逆
に
、
十
五
樽
と
い
う
大
阪
酒
の
存
在
が
気
に
な

り
ま
す
。
日
本
遺
産　

北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集

落
の
石
狩
市
構
成
文
化
財
の
一
つ
、
長
野
商
店
は
、

木も
っ
こ
つ
せ
き
ぞ
う

骨
石
造
の
母
屋
と
倉
庫
が
、
再
建
保
存
さ
れ
た
建

物
で
す
が
、
そ
の
時
、
明
治
時
代
の
写
真
を
も
と
に

看
板
も
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
看
板
に
「
製
造

元
堺
市
・
千
歳
清
酒
會
社
」
の
文
字
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
江
戸
で
珍
重
さ
れ
た
灘な
だ

に
近
い
堺
は
小

灘
と
称
さ
れ
、
多
く
の
蔵
が
あ
る
有
名
な
酒
の
産
地
で

し
た
。
こ
の
地
域
の
酒
は
夏
に
な
っ
て
も
、
品
質
が
変
化

し
に
く
い
高
級
酒
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
銘
酒
の
産
地
と
し
て
有
名
な
越
後
や
荘
内

の
酒
が
大
量
消
費
さ
れ
、
高
度
経
済
成
長
期
に
酒
造

り
が
衰
退
し
た
堺
の
酒
が
高
級
酒
と
し
て
珍
重
さ
れ

て
い
た
歴
史
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

米が生産されない時代は酒も北前船に頼っていた。

今は国際線ファーストクラスで提供
されている新潟県の有名な酒蔵に飾
られていた宝船。かつて越後の酒は
堺の酒に…。

長野商店
（日本遺産北前船寄港地・船主集落構成文化財）
　北前船で財をなした新潟県出身の長野
徳太郎が、明治７年（1874 年）に親

おやふね

船町
で創業し、米、塩、呉服、反物などの販
売を営んだ石狩を代表する商店の一つ。
　現在保存されている店舗と蔵は、木
造の骨組みの外側に 920 個あまりの
軟石が積まれた耐火性の高い木骨石造
の工法で、瓦屋根や卯

う だ つ

建と洋風のアー
チ窓という和

わようせっちゅう

洋折衷の特徴を持つ。
　正面の「千歳」という酒の看板には、

「堺」という地名が見えている。



18

・
味
噌
と
醤
油
に
見
る
買
積
商
法

味
噌
や
醤
油
と
い
っ
た
調
味
料
も
、
北
前
船
に

頼
っ
て
い
ま
し
た
。「
入
用
品
調
高
」
に
、
味
噌
、

醤
油
共
に
二
百
樽
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
厚

田
に
運
ん
で
き
た
長
栄
丸
の
帳
簿
を
見
て
み
ま
す
。

写
真
は
、北
前
船
子
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
際
に
、

教
材
と
し
て
提
示
し
た
長
栄
丸
の
帳
簿
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
２
行
目
の
３
文
字
目
を
「
味
」
と
読
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
次
の
文
字
と
あ
わ

せ
て
「
味
噌
」
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
。
上
の
２

文
字
が
「
越
後
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
１
行

目
は
「
津
が
る
味
噌
」
と
読
め
て
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
楽
し
そ
う
に
読
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
、
越
後
や
津つ

が
る軽

に
運
ば
れ
た
塩
が
味
噌
に

加
工
さ
れ
て
、
そ
の
後
、
北
海
道
で
販
売
さ
れ
た
と
い

う
買
積
の
商
法
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
か
ら
は
鹿
児
島
や
沖
縄
の
黒
糖
を
積
み
、
四

国
で
は
和わ
さ
ん
ぼ
ん

三
盆
、
尾
道
で
は
酢
と
い
う
よ
う
に
、
各

地
の
調
味
料
も
北
前
船
が
運
び
ま
し
た
。

「知らなかったことがわかって面白かった」と、生振小の子どもたち。

味噌や醤油など各地の特産物が北前船で運ばれ、当
時の北海道民の生活を支えた。

・
た
た
ら
と
鍛
冶
屋
が
作
っ
た
鉄
製
品

「
入
用
品
調
高
」
に
長
割
鉄
、
刃
鉄
、
鍋
取
合
、

家
釘
な
ど
と
記
さ
れ
た
鉄
製
品
も
移
入
に
頼
っ
て
い

ま
し
た
。「
湊
風
景
」
に
よ
る
と
、
小
浜
（
小
浜
市
）

の
釘
、
鉄
。
新
潟
の
ニ
シ
ン
釜
、
鰯
釜
、
鉄
製
品
、

農
具
、
刃
物
。
秋
田
と
土
崎
（
秋
田
市
）
の
釘
、
鉄
。

船
川
（
男
鹿
市
）
の
南
部
鉄
、
ニ
シ
ン
釜
が
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。
中
国
山
地
で「
た
た
ら
製
鉄
」に
よ
っ

て
生
産
さ
れ
た
半
製
品
の
鉄
は
、
境
港
（
境
港
市
）

か
ら
、
北
前
船
で
各
地
に
運
ば
れ
、
鍛
冶
屋
の
手
に

よ
っ
て
そ
の
地
方
の
特
産
物
に
加
工
さ
れ
消
費
地
に

運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ニシン釜に残る
高岡カネ宗特製の銘
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厚
田
や
浜
益
は
じ
め
多
く
の
ニ
シ
ン
場
に
は
、
大

き
な
ニ
シ
ン
釜
が
残
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
庁
赤
レ

ン
ガ
二
階
の
北
海
道
博
物
館
サ
テ
ラ
イ
ト
に
展
示
さ

れ
て
い
る
鋳
物
の
大
釜
に
は
、
高
岡
（
富
山
県
）
の

製
造
元
の
銘
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本

海
に
お
け
る
鋳
物
の
製
品
が
、
北
海
道
の
産
業
や
生

活
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
今
に
伝
わ
る
一
例
で
す
。

・
布
や
古
着
は
貴
重
品

布
や
古
着
な
ど
の
繊
維
製
品
も
重
要
な
下
り
荷
で

し
た
。「
入
用
品
調
高
」
に
は
、
古
手
着
物
五
百
枚
、

白
木
綿
・
二
百
反
、
染
木
綿
・
五
百
反
、
合
羽
紺
・

二
百
反
、
揚
布
・
三
百
反
、
栖
さ
ら
し

木
綿
・
五
十
反
、
裏

木
綿
・
五
十
反
、
手
拭
地
・
五
十
反
、
縁
布
・
五
十

反
、
紺
切
糸
・
五
十
把
、
色
小
伝
・
十
五
玉
、
白
切

糸
十
玉
、
判
綿
・
十
箇
、
紺
足
袋
・
五
百
足
、
無
尻

合
羽
・
百
枚
、
股
引
・
二
十
、
縞
木
綿
・
三
十
反
な

ど
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
綿
製
品
で
す
。
利
用
さ
れ
た

と
い
う
記
録
が
奈
良
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
木
綿

は
、
長
い
間
輸
入
に
頼
る
高
級
品
で
し
た
。
国
内
で

栽
培
が
始
ま
り
、
急
速
に
広
ま
っ
た
の
は
戦
国
時
代

後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ま
で
の
庶
民
の
衣
服
は
、
麻
か
樹
皮
か
ら
と
っ
た
繊

維
を
素
材
と
し
て
い
ま
し
た
。
温
か
く
、柔
ら
か
く
、

染
め
て
美
し
い
木
綿
が
日
本
中
の
人
々
か
ら
求
め
ら

れ
た
の
で
す
。
耐
久
性
で
も
人
気
が
あ
り
、
労
働
着
と

し
て
大
切
に
さ
れ
ま
し
た
。
綿
は
熱
帯
を
原
産
地
と
す

る
植
物
な
の
で
、
北
海
道
で
生
産
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
、
す
べ
て
を
移
入
に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

京
都
や
大
阪
で
着
ら
れ
た
後
の
古
手
着
物
は
、
作

業
着
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
る
た
め
、
五
百
枚
も
運

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
縫
い
合
わ
せ
て
刺さ
し
こ子

に
し
て
ド

ン
ザ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
、
裂さ
き
お
り織

と
し
て
再
生
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
湊
風
景
」
で

は
古
手
（
古
着
）
の
積
出
港
と
し
て
、
大
阪
、
境
港

（
境
港
市
）、
敦
賀
、
秋
田
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
綿
は
、
繰く

り
綿わ

た

（
種
を
取
っ
た
だ
け
で
精
製
さ

れ
て
い
な
い
綿
）、
紡
い
だ
糸
、
生
地
、
足
袋
や
合

羽
な
ど
の
製
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。「
湊
風
景
」
で
は
、
堺
か
ら
、
呉
服
太

物
、
綿
糸
、
綿
織
物
。
大
阪
か
ら
、
織
物
、
木
綿
判

布
、
呉
服
太
物
、
古
手
（
古
着
）、
紺
タ
ビ
、
ラ
シ
ャ
、

外
套
。
下
津
井
（
倉
敷
市
）
か
ら
、
綿
布
、
綿
。
竹

原
か
ら
、
木
綿
と
い
う
よ
う
に
、
綿
の
原
料
や
綿
織

物
が
、
産
地
だ
っ
た
瀬
戸
内
か
ら
出
荷
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
お
、
綿
花
の
生
産
に
は
、

北
海
道
か
ら
移
出
さ
れ
た
肥
料
が
不
可
欠
だ
っ
た
こ

と
は
、
次
章
で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

上から
反物を見る親子。
刺し子で作られた「ド
ンザ」を着て作業。
裂き織を着た表

おもてし

司。
（航海士）
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されていました。

　そうしたさなか、能登半島地震が発生したの

です。その復興にあたっては産業復興ばかりで

なく、北前船の里であった地域の誇りを復興さ

せる象徴として文化財・角海家の再建に力を入

れました。巨大な梁や割れずに残った黒瓦を再

利用し、折れた柱は、新材と合わせるなど工夫

を重ね、4 年をかけて再建したのです。

　復興宣言後、川端さんは、子どもたちや観

光客に歴史を伝える語り部として新たな役割

を加えて、毎日をお過ごしです。

　地震からの復興を通して輪島市は、防災に

関する知識や独自のノウハウを確立し、「これ

までの交流を踏まえ、今後お互いの災害時支

援協定を締結する」として、平成 24 年 8 月に

石狩市と「友好都市提携」を行いました。

　友好都市となった結果、「図書館交流事業」で、

平成 28 年 10 月、石狩市に川端さんをお招きして、

貴重な経験をお話いただくことができました。

　平成 30 年 5 月に、北前船寄港地船主集落と

して輪島市と石狩市が同時に日本遺産に認定さ

れたことを記念し、同年 9 月に、私も輪島市

でお話をさせていただきました。

　江戸時代、明治時代から現在まで結ばれて

きた両市の絆が、未来につながっていくこと

を期待したいと思います。

天領黒島北前船資料館を見学。平成 17 年

　　　　　　輪島塗のふるさとは
　　北前船でつながる石狩の友好都市

　旧厚田村は、「日本海に結ばれた友好の絆」

というテーマで、平成４年から 14 回にわたっ

て村内の中学校 2 年生を石川県門前町（現輪

島市）に派遣する事業を行っていました。私は、

平成 17 年に合併を控えて最終になる訪問団

に、厚田中の教頭として同行しました。

　門前を訪問した子どもたちは、天領黒島北

前船資料館に残る道具や模型に見入り、天領

祭の曳
ひきやま

山の舵
かじぼう

棒に使う帆
ほ げ た

桁の実物から北前船

の壮大さを感じました。さらに、北前船によ

る繁栄を実感できたのは、海に隣接した廻船

問屋、角
か ど み

海家の壮大で美しいたたずまいでし

た。

　その２年後、平成 19 年 3 月 25 日にマグニ

チュード 6.9 の能登半島地震が発生し、黒島

地区は震度６強の揺れで多くの建築物が倒壊

しました。廻船問屋角海家も母屋が全壊、蔵

が半壊状態という大きな被害を受けました。

　能登半島地震からの復興に、地域の中心と

なって活躍されたのが黒島地区会長をされて

いた川端一人さんでした。黒島で生まれた川

端さんは、北前船乗りの血を引いて船乗りに

なり、世界の海を航海された経験を活かし、

母校の国立富山商船高等専門学校で、講師・

助教授として後進の指導にあたられました。

退官してからは黒島に戻り、地域振興に尽力

能登半島地震から再建した角海家。
川端さんは歴史の語り部として活躍中。

20
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・
今
に
伝
わ
る
陶
磁
器
や
漆
器

陶
磁
器
は
、
大
量
に
移
入
さ
れ
、
変
質
せ
ず
に
保

存
で
き
る
た
め
、
漁
場
な
ど
に
多
く
が
残
っ
て
い
ま

す
。
印い
ん
ば
ん判

（
型
紙
な
ど
で
図
柄
を
転
写
す
る
技
法
）

で
大
量
に
生
産
さ
れ
た
伊い

ま

り

万
里
焼
が
多
い
の
で
す

が
、
石
狩
市
の
中
島
商
店
の
よ
う
な
商
家
や
ニ
シ
ン

御
殿
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
有
力
な
漁
業
者
の
番

屋
に
は
、
九く
た
に谷

焼
の
逸
品
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
三
十
年
度
に
、
加
賀
市
の
石
川
県
立
九
谷

焼
美
術
館
で
「
東
北
・
北
海
道
に
渡
っ
た
九
谷
焼
展
」

が
開
催
さ
れ
、（
私
設
）
石
狩
尚し
ょ
う
こ
し
ゃ

古
社
資
料
館
収
蔵

物
を
は
じ
め
小
樽
、
石
狩
、
増
毛
な
ど
に
残
る
作
品

が
里
帰
り
し
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

漆
器
と
し
て
は
、
海
沿
い
に
位
置
し
、
現
在
の
カ

タ
ロ
グ
販
売
に
近
い
独
自
の
販
売
を
行
っ
た
輪
島
塗

が
石
狩
に
も
相
当
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
風
化
し
に

く
く
銘
で
産
地
や
時
代
が
特
定
で
き
る
た
め
、
今
日

に
伝
わ
る
北
前
船
の
下
り
荷
と
し
て
重
要
で
す
。

下
り
荷
と
上
り
荷
の
利
益
の
割
合
は

開
拓
期
北
海
道
の
人
口
増
で
変
化
し
た

こ
こ
ま
で
、
北
前
船
が
明
治
の
開
拓
期
に
北
海
道

民
の
生
活
物
資
を
運
ぶ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
こ
と
を
み
て
き
ま
し
た
。当
時
の
人
々
に
と
っ
て
、

北
前
船
は
、ま
さ
に
宝
船
と
い
う
べ
き
存
在
で
し
た
。

し
か
し
、
北
前
船
が
北
海
道
を
め
ざ
し
た
主
た
る

理
由
は
、
下
り
荷
を
運
ぶ
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
経
済
的
な
面
か
ら
考
え
る
と
、
北
海
道
で
生
産

さ
れ
た
上
り
荷
が
、
よ
り
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

北
前
船
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
石
川
県
加
賀
市
出

身
の
牧ま
き
の
り
ゅ
う
し
ん

野
隆
信
氏
は
船
主
の
家
に
残
る
古
文
書
を
詳

し
く
調
べ
、厳
密
に
利
益
を
算
出
し
て
い
ま
す
。『
北

前
船
の
時
代
』（
教
育
社
・
１
９
７
９
年
）
の
関
係

部
分
を
引
用
し
ま
す
。

「
明
治
四
年
（
１
８
７
１
）、
加
賀
橋
立
の
酒さ
か
た
に谷

長

平
家
の
幸
長
丸
は
、
下
り
の
買
仕
切
合
計
千
三
百
八

十
八
両
余
で
、そ
の
売
仕
切
計
千
五
百
四
十
七
両
余
、

し
た
が
っ
て
下
り
の
利
益
は
百
五
十
八
両
余
と
い
う

勘
定
に
な
る
。
上
り
の
買
仕
切
合
計
三
千
二
百
八
十

九
両
、
売
仕
切
合
計
額
は
五
千
二
百
六
十
八
両
余
、

差
し
引
き
の
利
益
千
九
百
七
十
八
両
、
実
に
下
り
の

12
倍
余
と
い
う
巨
額
に
な
り
、
上
り
の
利
益
が
多
い

こ
と
は
下
り
と
比
較
す
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。
久
保
彦

助
家
の
同
じ
年
の
上
り
も
同
様
で
、
明
治
四
年
、
喜

保
丸
の
小
樽
粕
の
利
益
は
二
千
三
百
四
十
一
両
（
下

り
の
11
倍
余
）、
長
保
丸
は
二
千
百
両
余
（
16
倍
余
）

明
治
五
年
の
喜
保
丸
は
千
百
九
十
七
両
（
2.6
倍
、
こ

れ
は
売
り
損
あ
り
）、
長
保
丸
千
百
八
十
二
両
（
９

倍
余
）、
長
徳
丸
七
百
二
十
四
両
（
7.7
倍
）
と
い
う

よ
う
に
、
上
り
の
利
益
は
よ
ほ
ど
悪
い
と
き
で
も
下

り
の
２
～
３
倍
、
良
い
時
は
10
倍
以
上
に
及
ぶ
の
が

つ
ね
で
あ
っ
た
。
一
般
に
は
下
り
の
荷
物
は
空
荷
に
な

ら
ぬ
程
度
に
考
え
、
上
り
で
う
ん
と
利
益
を
上
げ
る
計

算
だ
っ
た
。
事
実
、
積
高
を
調
べ
て
も
、
上
り
は
下

友好都市となった時に、
輪島市から贈られた輪島
塗による石狩市章と器。

牧野隆信氏は加賀市出身。毎年 2 万人余りが訪れる加賀
市立北前船の里資料館を訪問し、施設、展示物、解説、
活動内容などすべてに感銘を受けた。館の立ち上げから
かかわった全国北前船研究会副会長の見

み つ け ひ ろ し

附裕史先生に詳
しくご案内いただいた。
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り
よ
り
一
桁
多
い
の
が
常
で
あ
る
。」

明
治
四
年
（
１
８
７
１
）
は
、
北
海
道
全
体
に
北

前
船
が
航
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
の
時
代

で
す
。
こ
の
年
の
北
海
道
の
人
口
は
、
開
拓
使
が
置

か
れ
北
海
道
と
命
名
さ
れ
た
明
治
二
年（
１
８
６
９
）

の
約
六
万
人
か
ら
1.5
倍
増
の
約
九
万
人
で
し
た
。

北
海
道
の
人
口
は
、
そ
の
後
急
激
に
増
加
し
、
明

治
三
十
四
年
（
１
９
０
１
）
に
百
万
人
を
突
破
し
ま

す
。
函
館
と
札
幌
間
の
鉄
道
が
開
通
し
た
の
が
明
治

三
十
七
年
（
１
９
０
４
）
な
の
で
、
開
拓
期
の
人
口

急
増
時
代
の
生
活
物
資
の
輸
送
は
北
前
船
の
重
要
な

役
割
で
し
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
下
り
と
上
り
の
利
益
の
割
合

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
は
、
非
常
に
興
味
深
い

と
こ
ろ
で
す
。

北
海
道
北
前
船
調
査
会
主
宰
で
、
元
小
樽
市
総
合

博
物
館
長
の
土つ
ち
や
し
ゅ
う
ぞ
う

屋
周
三
氏
は
、「
江
戸
期
の
北
前
船

は
、
下
り
船
で
六
万
人
の
生
活
用
品
を
移
入
し
て
、

そ
れ
な
り
の
利
益
を
上
げ
て
い
る
が
、
上
り
船
で
移

出
さ
れ
る
海
産
物
の
利
益
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
一

方
、
わ
ず
か
三
十
年
で
百
万
人
に
達
す
る
ほ
ど
急
増

す
る
開
拓
期
の
北
海
道
人
口
、
港
湾
整
備
の
遅
れ
か

ら
蒸
気
船
の
入
港
着
岸
を
阻
み
、
必
要
と
さ
れ
た

様
々
な
生
活
用
品
は
相
変
わ
ら
ず
北
前
船
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
利
益
面
で
み
る
と
、
明
治
期
の

北
前
船
は
、
江
戸
期
の
利
益
に
、
急
増
す
る
開
拓
移

民
の
生
活
用
品
か
ら
得
ら
れ
た
利
益
が
上
乗
せ
さ
れ

た
も
の
と
な
り
、
莫ば
く
だ
い大

な
も
の
と
な
っ
た
。」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

明
治
期
の
下
り
と
上
り
の
利
益
の
割
合
の
変
化
に

つ
い
て
、牧
野
隆
信
氏
は
、前
述
の『
北
前
船
の
時
代
』

の
別
の
場
所
で
、明
治
二
十
年
（
１
８
８
７
）
の
「
北

陸
親
議
会
」
の
収
益
計
算
書
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
北
陸
親
議
会
で
は
、
千
石
船
は
船
頭
以
下
十
一

明治 25 年、厚田に到着した長栄丸。山積みされた下り荷を前に、沖船頭・西野兵助をねぎらう佐藤松太郎。　

明治時代の北海道人口の推移
「第 125 回（平成 30 年）北海道統計書 3. 人口」より作成。

明治 2 年 6 万人だった人口が、34 年に 100 万人を突破。
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寺谷家文書に見る佐藤松太郎との
北前船共同経営の事情

佐藤松太郎は、厚田の大漁

業家です。厚田に電気を引い

たり学校の校舎を寄付したり

するなど地域に貢献し、道会

議員もつとめました。後に汽

船を所有した実業家でもあり

ますが、北海道の漁業者が北

前船経営にかかわることは極めて珍しいケー

スです。その事情を寺谷家文書から調べます。

西出家、大
おおいえ

家家、右
う こ ん

近家など加賀や越前の

有力な北前船主は、明治時代に北海道各地で

大規模な漁場経営に手を広げています。加賀

橋立の寺谷家も厚田の漁業者佐藤松太郎と連

携して厚田の漁場経営と密接にかかわってき

ました。松太郎が一代で、経営する漁場を拡

大できたのは、寺谷家との資本提携があった

からです。

寺 谷 家 は、 明 治 23 年（1890） 時 点 で、

5 艘の北前船を経営していましたが、明治

23 年 10 月 12 日に、長保丸の海難で、直

乗り船頭をしていた長男の寺谷和吉が死亡、

15,000 円の欠損に見舞われました。その後、

25 年 5 月 14 日には父の源七が死亡しまし

た。経営者を相次いで失ったことから、番頭

格の沖船頭、西野兵助との話し合いにより、

厚田の漁場経営で関係が深かった佐藤松太郎

が、北前船に出資することになり、共同経営

に着手しました。明治 16 年（1883）から

運行していた長永丸は同 25 年から、山丸佐

藤持船「長栄丸」と船籍を変更しています。

沖船頭は西野兵助が担当しました。

寺谷家の資料は、石川県立歴史博物館と加

賀橋立の北前船の里資料館に保存されていま

すが、厚田関係の文書は、昭和 52 年（1977）

に当主の寺谷文二氏より当時の厚田村に寄贈し

ていただきました。その後、いったん北海道開拓

記念館（現北海道博物館）に寄託された後、最近、

石狩市に返還されています。帳簿や日誌の他、生

前の和吉の無事を願う妻の美紀からの愛情のこ

もった手紙などが含まれる貴重な資料です。

上は寺谷家の屋敷がある加賀市橋立の町並み。　
日本一の富豪村といわれた。下は「加賀市立北
前船の里資料館」に所蔵される寺谷家資料。

北海道史研究協議会の厚田巡検研修。一覧表
をもとに、北海道博物館から返還された寺谷
家文書を含む地域資料を調査。

布袋さんと慕わ
れた佐藤松太郎

23
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人
乗
り
と
し
、
下
り
で
百
五
十
円
、
上
り
で
八
百
五

十
円
、
計
千
円
の
平
均
利
益
と
し
、
こ
れ
か
ら
船
体

創
業
費
償
却
金
百
二
十
円
、
営
業
諸
雑
費
五
百
九
十

五
円
五
十
七
銭
五
厘
を
控
除
し
て
、
純
利
益
は
二
百

八
十
四
円
四
十
二
銭
五
厘
と
計
算
し
て
い
る
。」

上
り
の
売
り
上
げ
八
百
五
十
円
は
下
り
の
売
り
上

げ
百
五
十
円
の
約
5.7
倍
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

北
陸
親
議
会
は
、
明
治
二
十
年
（
１
８
８
７
）
に
北

海
道
の
魚
肥
市
場
に
参
入
し
よ
う
と
し
た
三
井
物
産

に
対
抗
す
る
た
め
に
、
石
川
県
・
福
井
県
の
有
力
な

北
前
船
主
が
結
成
し
た
団
体
で
、
結
果
的
に
三
井
物

産
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
す
。
牧
野
氏
が

紹
介
し
た
収
益
計
算
書
は
北
陸
親
議
会
が
、
税
務
署

に
提
出
し
た
書
類
で
す
。

北
海
道
か
ら
の
移
入
と
北
海
道
へ
の
移
出
と
い
う
観

点
か
ら
、
上
り
荷
と
下
り
荷
を
比
較
す
る
た
め
に
、
33

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
す
る
近
代
経
済
史
の
権
威
、
山

口
和
雄
氏
の
『
明
治
十
年
代
初
頭
の
北
海
道
貿
易
』
か

ら
、
関
係
部
分
を
抜
粋
し
て
表
に
し
て
み
ま
す
。

こ
の
表
で
注
目
し
た
い
の
は
、
東
北
か
ら
は
、
北

海
道
へ
の
移
出
が
北
海
道
か
ら
の
移
入
を
上
回
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
開
拓
期
の
北
海
道
が
、

人
口
の
急
増
に
よ
っ
て
大
量
の
米
を
求
め
た
結
果
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
表
が
対
象
と
す
る
明
治
十
一
年
か
ら
十
三
年
は
、

北
海
道
の
人
口
が
二
十
万
人
を
超
え
た
時
代
で
す
。

こ
の
後
、
約
二
十
年
ば
か
り
の
間
に
、
人
口
が

五
倍
に
な
り
、
百
万
人
を
突
破
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
る
と
、
土
屋
氏
が
指
摘
さ
れ
た
「
利
益
面
で

み
る
と
、
明
治
期
の
北
前
船
は
、
江
戸
期
の
利
益

に
、
急
増
す
る
開
拓
移
民
の
生
活
用
品
か
ら
得
ら

れ
た
利
益
が
上
乗
せ
さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
莫
大

な
も
の
と
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
、
確
認
さ
れ

る
統
計
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
、
瀬
戸
内
に
限
っ
て
い
う
と
、
移
入

と
移
出
の
差
異
は
大
き
く
、
全
国
の
合
計
を
見
る

と
、
上
り
の
利
益
は
下
り
の
利
益
の
約
3.7
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
に
入
り
、
人
口
増
加
に
よ
っ
て
下
り
荷
の

役
割
が
新
た
に
重
要
性
を
増
し
て
利
益
が
増
大
し

た
た
め
、
江
戸
時
代
ま
で
の
上
り
荷
と
下
り
荷
の

い
び
つ
と
も
い
え
る
利
益
構
造
の
差
異
が
縮
ま

り
、
北
前
船
の
利
益
は
、
さ
ら
に
莫
大
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
上
り
荷
の
利
益
は
巨

大
で
、
開
拓
期
の
北
海
道
経
済
を
支
え
た
こ
と
は

確
か
で
す
。

北
前
船
が
日
本
海
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
、
北

海
道
ま
で
買
い
求
め
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
品
物

（
上
り
荷
）
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
、
次
か
ら
の

章
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東北　① 北陸　② 瀬戸内　③ 表東北④ 合計 割合
北海道からの移入 1,202,303 円 1,055,723 円 10,177,318 円 149,118 円 12,584,462 円 78.6%

北海道への移出 1,698,538 円 888,688 円 797,153 円 37,042 円 3,421,421 円 21.4%

山口和雄『明治十年代初頭の北海道貿易』（33 ページ）から作成。

伝
て ん ま せ ん

馬船が下り荷を運ぶ様子。伝馬船は北前船に搭載されている船で、轆
ろ く ろ

轤で帆桁
をクレーンのように操作して積み降ろしする。沖に停泊した船と岸を連絡した。
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肥
料
に
加
工
さ
れ
た
ニ
シ
ン
で

生
産
地
と
北
前
船
が
大
儲
け
で
き
た
理
由
は
？

生
産
地
か
ら
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
大
儲
け
の
理
由
を
解
明
す
る
カ
ギ
は
、

大
消
費
地
の
特
殊
事
情
に
あ
り
ま
し
た
。
作
れ
ば
作
る
だ
け
、
運
べ
ば
運
ぶ
だ
け
、

ニ
シ
ン
〆
粕
を
高
値
で
買
っ
て
く
れ
た
大
消
費
地
の
秘
密
と
は
？

厚
田
で
五
万
石
。
北
海
道
で
百
万
石
。

最
盛
期
の
ニ
シ
ン
は
開
拓
期
北
海
道
経
済
の
主
役

厚
田
の
道
の
駅
の
た
め
に
制
作
し
た
ジ
オ
ラ
マ

で
は
、「
北
前
船
が
明
治
期
に
厚
田
を
め
ざ
し
た

の
は
な
ぜ
か
」
を
表
現
す
る
た
め
に
、
下
り
荷
と

上
り
荷
を
区
分
け
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
上
り
荷

は
、
中
央
の
岬
左
手
の
漁
場
か
ら
運
び
出
さ
れ
て

三さ
ん
ぱ
せ
ん

半
船
で
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
配
置
し
ま
し
た
。

華
や
か
な
印
象
を
与
え
る
下
り
荷
だ
け
で
は
な

く
、
上
り
荷
の
ニ
シ
ン
〆
粕
を
こ
れ
で
も
か
と
い

う
く
ら
い
多
数
配
置
し
、
存
在
感
の
あ
る
ジ
オ
ラ

マ
が
完
成
し
ま
し
た
。

俵
に
詰
め
ら
れ
た
こ
の
上
り
荷
は
ニ
シ
ン
〆し
め
か
す粕

と
い
う
水
産
物
加
工
品
で
、用
途
は
肥
料
で
し
た
。

生
産
者
で
あ
る
漁
業
者
と
北
前
船
の
船
主
に
莫
大

な
富
を
も
た
ら
し
た
、
こ
の
製
品
の
価
値
や
加
工

さ
れ
る
様
子
を
ジ
オ
ラ
マ
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。　

 

ジ
オ
ラ
マ
の
時
代
と
し
て
設
定
し
た
明
治
中
期

に
な
る
と
、
道
南
の
渡お
し
ま
ひ
や
ま

島
桧
山
地
方
の
ニ
シ
ン
は

ほ
ぼ
枯
渇
し
て
、
漁
場
の
中
心
が
北
に
遷せ
ん
い移
す
る

「
追
い
ニ
シ
ン
」
と
い
わ
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
、

主
産
地
は
、
後し
り
べ
し志

、
石
狩
、
留る

も
い萌

に
移
っ
て
い
ま

し
た
。
石
狩
は
、
漁
場
が
厚
田
と
浜
益
に
限
ら
れ

岬の左手（写真手前）は、ニシン漁場としてレイアウト。

3
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た
た
め
、
後
志
や
留
萌
に
比
べ
る
と
生
産
の
割
合
は

少
な
い
の
で
す
が
、
千せ
ん
ご
く
ば
し
ょ

石
場
所
と
称
さ
れ
る
好
漁
場

で
し
た
。
こ
の
時
代
、
北
前
船
が
北
上
し
て
目
指
す

主
要
な
目
的
地
、
寄
港
地
は
、
後
志
、
石
狩
、
留
萌

な
ど
の
ニ
シ
ン
場
で
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
な
け
れ

ば
、
北
前
船
は
利
益
の
源
泉
と
な
る
ニ
シ
ン
〆
粕
を

入
手
で
き
ず
、
期
待
す
る
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。　

 
 

 
 

　

ニ
シ
ン
〆
粕
が
、
北
前
船
に
利
益
を
も
た
ら
し
た

主
要
製
品
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
生
産
地
に
も

巨
大
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
、
厚
田
神
社
に

残
さ
れ
た
豊
漁
記
念
碑
か
ら
確
認
し
ま
す
。

豊
漁
記
念
碑
に
は
、明
治
二
十
四
年
（
１
８
９
１
）

に
五
万
石
の
漁
獲
が
あ
っ
た
と
い
う
碑
文
が
刻
字
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
に
、
五
万
石
の
漁
獲
が
ど
れ

ほ
ど
の
価
値
で
あ
っ
た
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ニ
シ
ン
の
一
石
は
、
昔
か
ら
取
引
上
、
〆
粕
干
し

上
が
り
製
品
四
十
貫
（
百
五
十
kg
）
と
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
昭
和
に
入
っ
て
生
ニ
シ
ン
の
需
要
が
高
ま

る
と
、
統
計
上
、
生
ニ
シ
ン
の
一
石
を
表
す
必
要
が

生
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
ニ
シ
ン
の
場
合
の

一
石
を
、
〆
粕
製
品
一
石
を
生
産
す
る
と
き
に
必
要

な
原
料
の
重
さ
で
示
す
こ
と
に
し
て
、
経
験
的
な
二

割
と
い
う
歩
留
ま
り
か
ら
、
二
百
貫
に
決
め
た
の
で

す
。

し
た
が
っ
て
、
ニ
シ
ン
一
石
の
重
さ
は
、
〆
粕
の

場
合
は
四
十
貫
＝
百
五
十
kg
で
、
生
ニ
シ
ン
の
場

合
は
、
二
百
貫
＝
七
百
五
十
kg
と
な
り
ま
す
。
一

石
の
価
格
は
、
〆
粕
も
生
ニ
シ
ン
も
同
じ
で
す
。

記
念
碑
に
書
か
れ
て
い
る
五
万
石
の
ニ
シ
ン
と
は
、

地域別ニシン
生産額の推移
今田光夫　『ニシン文
化史』256 ページの表
から作成。明治 19 年
までは支庁別の統計が
残されていない。漁場
が北上し、やがて根絶
する様子がわかる。

　厚田神社の豊漁記念碑と、学んで
いる生振小の子どもたち。碑には

「紀」と刻字されている。
　明治の 1 円を今のいくらに換算
するかは、米価や初任給など諸説あ
るが、仮に 15,000 倍とすると、１
石が約 90,000 円。厚田の 5 万石は
約 45 億円。北海道全体の 100 万石
は、約 9,000 億円になる。
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重
さ
に
し
て
、
〆
粕
で
七
千
五
百
ト
ン
。
原
料
の
生

ニ
シ
ン
で
は
三
万
七
千
五
百
ト
ン
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
一
石
の
ニ
シ
ン
の
価
格
を
概
算
し
ま
す
。

『
北
ほ
っ
か
い
ど
う
ち
ょ
う

海
道
廳
勧
業
年
報
』
に
は
、
〆
粕
一
石
の
地
域

別
製
品
価
格
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
石
あ
た
り

の
単
価
は
、厚
田
郡
で
明
治
二
十
三
年
（
１
８
９
０
）

5.5
円
、
二
十
五
年
（
１
８
９
２
）
6.3
円
、
浜
益
郡
で

明
治
二
十
三
年
6.5
円
、
二
十
五
年
6.5
円
で
し
た
。

平
均
し
て
、
一
石
6
円
と
す
る
と
、
厚
田
の
五
万

石
は
三
十
万
円
に
な
り
ま
す
。

こ
の
年
、
厚
田
の
漁
業
家
は
約
百
六
十
戸
だ
っ
た

浜益の茂
も い

生　本間漁場の
ニシン沖揚げのようす。
大正時代。

（石狩市はまます郷土資料館）

の
で
、
一
戸
あ
た
り
の
収
益
は
、
約
千
九
百
円
に
な

り
ま
す
。

北
海
道
全
体
の
ニ
シ
ン
の
生
産
額
は
、
天
保
十
年

（
１
８
３
９
）
に
は
松
前
と
西
蝦
夷
地
で
十
万
六
千

石
、
安
政
元
年
（
１
８
５
４
）
に
二
十
四
万
石
（
松

前
秘
説
）
と
さ
れ
、
統
計
が
始
ま
る
明
治
初
期
に
は

三
十
～
五
十
万
石
に
達
し
、
明
治
十
三
年
（
１
８
８

０
）か
ら
三
十
六
年（
１
９
０
３
）は「
百
万
石
時
代
」

と
い
わ
れ
る
最
盛
期
で
し
た
。
明
治
三
十
一
年
（
１

８
９
８
）
に
は
最
高
の
百
三
十
万
石
を
記
録
し
て
い

ま
す
。
生
産
額
増
大
の
背
景
に
は
、
角
網
を
用
い
る

漁
法
が
一
般
化
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ニ
シ
ン
〆
粕
の
価
格
は
、
地
域
と
年
に
よ
っ
て
差

異
が
あ
り
ま
す
が
、
上
記
の
厚
田
と
比
較
す
る
た
め

便
宜
上
、
一
石
を
６
円
で
考
え
る
と
百
万
石
で
六
百

万
円
、百
三
十
万
石
で
七
百
八
十
万
円
に
な
り
ま
す
。

明
治
前
期
、
北
海
道
の
開
拓
は
国
の
重
点
事
業
と

し
て
巨
額
の
予
算
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

農
業
や
鉱
工
業
の
生
産
が
軌
道
に
乗
る
に
は
長
い
年

月
が
必
要
で
し
た
。

産
業
総
生
産
額
に
占
め
る
水
産
物
総
額
の
割
合

は
、明
治
二
年
（
１
８
６
９
）
か
ら
明
治
十
五
年
（
１

８
８
２
）の
開
拓
使
時
代
に
は
98
％
～
90
％
を
占
め
、

明
治
十
五
年
（
１
８
８
２
）
か
ら
明
治
十
九
年
（
１

８
８
６
）
の
三
県
（
函
館
、
札
幌
、
根
室
）
時
代
末

前のページで豊漁記念碑から学んでいる
石狩市立生

おやふる

振小の子どもたちが「石狩の
北前船は行きも帰りも宝船」と、まとめ
た記事と冊子の表紙。→ 37 ページ参照
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の
歩
み
板
が
掛
け
ら
れ
ま

す
。
歩
み
板
が
掛
け
ら
れ
る

と
「
も
っ
こ
し
ょ
い
」（
主

と
し
て
女
性
の
臨
時
雇
い
）

に
よ
っ
て
、
ニ
シ
ン
を
陸
地

に
運
ぶ
「
沖
揚
げ
」
の
人
海

戦
術
が
始
ま
り
ま
す
。
次
々

に
乗
り
込
ん
で
く
る
も
っ
こ

し
ょ
い
を
船
尾
側
に
腰
掛
け

さ
せ
る
と
、
若
い
衆
は
ポ
ン

た
も
で
ニ
シ
ン
を
も
っ
こ
に

入
れ
て
い
き
ま
す
。
豊
漁
の

時
や
時
化
が
近
づ
い
て
き
た

時
は
、
休
む
暇
な
く
握
り
飯

を
食
べ
な
が
ら
沖
揚
げ
の
作

業
が
続
き
ま
し
た
。
賃
金
は

歩
合
制
で
、
一
往
復
ご
と
に

期
で
、
80
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
水
産

物
総
額
の
70
％
が
ニ
シ
ン
、
鮭
と
昆
布
が
そ
れ

ぞ
れ
10
％
、
そ
の
他
で
10
％
と
い
う
割
合
で
し

た
。

ニ
シ
ン
製
品
は

販
売
価
格
と
加
工
手
間
か
ら
選
ば
れ
た

漁
獲
さ
れ
た
ニ
シ
ン
が
製
品
に
加
工
さ
れ
る

様
子
を
、
石
狩
市
は
ま
ま
す
郷
土
資
料
館
に
展

示
し
て
い
る
筆
者
ら
作
の
ジ
オ
ラ
マ
や
当
時
の

写
真
な
ど
を
通
し
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

原
料
と
な
る
の
は
、
春
に
産
卵
の
た
め
に
、

群く

き来
と
呼
ば
れ
海
の
色
が
変
わ
る
ほ
ど
大
量
に

押
し
寄
せ
た
ニ
シ
ン
で
す
。
定
置
網
か
ら
ニ
シ

ン
を
運
ん
で
き
た
汲く
み

船ぶ
ね

が
、
神か

ぐ
ら
さ
ん

楽
桟
で
岸
に

寄
せ
ら
れ
て
着
岸
す
る
と
、
上
り
下
り
二
枚

産業別生産価格の
推移（比率）　
関
せ き ひ で し

秀志編　『新版北海道
の歴史・下』北海道新聞
社　115 ペ ー ジ の 表 よ り
作成。青線はジオラマで
設定した明治 25 年。この
時代でも、北海道の全生
産物の約半分がニシン。

万ま
ん
ぼ
う棒
と
い
う
札
を
受
け
取
り
、後
で
清
算
し
ま
し
た
。

ニ
シ
ン
は
、
鮮
魚
、
加
工
さ
れ
た
食
品
、
肥
料
の
三

種
類
の
製
品
と
し
て
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
漁
業
者
は
利

益
が
大
き
い
製
品
と
し
て
出
荷
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

・
粒
ニ
シ
ン
（
鮮
魚
）

粒
ニ
シ
ン（
鮮
魚
）は
、現
金
で
高
値
で
取
引
さ
れ
、

加
工
手
間
が
か
か
ら
な
い
の
で
、
最
も
歓
迎
さ
れ
ま

厚田の寄りニシン。
復活したニシンの群来。

（石狩市、成田和幸氏提供）

前浜の沖揚げ。ジオラマを見て「昔は確かにこうだった」と経験者のおばあさんから話を聞けた。
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し
た
。
し
か
し
、
北
前
船
の
時
代
、
ニ
シ
ン
を
生
の

ま
ま
鮮
魚
と
し
て
出
荷
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
風
任ま
か

せ
の
北
前
船
で
は
、
大
量
に

仕
入
れ
て
も
、
消
費
地
に
運
ぶ
ま
で
に
腐
ら
せ
て
し

ま
う
可
能
性
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
写
真
は
、

生
の
ニ
シ
ン
を
買
い
付
け
に
浜
益
に
や
っ
て
来
た
船

が
沖
を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
昭
和
初
期
の
様
子
で

す
。
沖
で
生
ニ
シ
ン
を
買
い
取
っ
た
動
力
船
は
、
ニ

シ
ン
を
一
気
に
消
費
地
ま
で
運
び
ま
し
た
。
日
本
海

側
で
は
新
潟
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

・
身
欠
き
ニ
シ
ン
や
数
の
子

保
存
食
と
な
る
身
欠
き
ニ
シ
ン
や
数
の
子
の
生
産

は
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
肥
料
に
比
べ
る
と
製
品

単
価
が
高
く
販
売
で
き
た
か
ら
で
す
。
北
前
船
の
時

代
か
ら
昭
和
に
入
っ
て
ニ
シ
ン
が
枯
渇
す
る
直
前
ま

で
、
毎
年
十
五
万
石
程
度
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。
豊

漁
不
漁
に
か
か
わ
ら
ず
決
ま
っ
た
量
し
か
生
産
で
き

な
か
っ
た
の
は
、
加
工
の
工
程
が
多
く
熟
練
し
た
作

業
者
が
必
要
だ
っ
た
た
め
で
す
。

ロ
ー
カ
（
倉
庫
）
に
保
管
さ
れ
た
ニ
シ
ン
は
三
～

四
日
た
つ
と
、腹
が
薄
く
な
り
、数
の
子
が
固
く
な
っ

て
加
工
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
、
潰
し
方

が
、
手
で
エ
ラ
を
外
し
、
腹
を
裂
き
、
数
の
子
と
白

子
を
取
り
出
し
ま
す
。
こ
の
作
業
が
ニ
シ
ン
潰
し
で

す
。
手
慣
れ
た
潰
し
方
は
、
一
日
に
一
万
匹
の
ニ
シ

ン
を
処
理
し
ま
し
た
。
潰
し
た
ニ
シ
ン
は
、
つ
な
ぎ
方

の
若
者
が
つ
な
ぎ
つ
ら
と
い
う
藁わ
ら
ひ
も紐
で
ま
と
め
、
洗
い

鉤
に
つ
る
し
て
は
木な

や架
に
運
ん
で
干
し
ま
し
た
。

木
架
で
二
～
三
日
、
日
干
し
し
た
後
、
サ
バ
サ
キ

と
い
う
小
刀
で
尾
か
ら
背
骨
に
沿
っ
て
切
れ
目
を
入

れ
、身
欠
き
ニ
シ
ン
に
す
る
部
分
を
骨
と
分
け
ま
す
。

再
び
二
～
三
週
間
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
、
そ
の
部
分
を

抜
き
取
っ
て
、
箱
や
俵
に
詰
め
ま
し
た
。

身
欠
き
ニ
シ
ン
は
、
北
前
船
で
本
州
ま
で
運
ば
れ

ま
し
た
。
京
都
の
ニ
シ
ン
蕎
麦
は
当
時
か
ら
の
伝
統

で
す
。

加
工
食
品
と
し
て
は
、
数
の
子
も
重
要
で
し
た
。

数
の
子
は
こ
ま
め
に
裏
表
に
す
る
テ
ッ
カ
エ
シ
と
い

う
作
業
を
く
り
か
え
し
て
干
し
ま
し
た
。
雨
天
時
に

は
す
ぐ
に
倉
庫
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
持
ち

手
の
つ
い
た
乾
燥
枠
を
使
用
し
ま
し
た
。

沖に並んでいるのは、昭和 10 年頃の粒ニシ
ン買積船。この頃になると、食品としての出
荷割合が増えていく。　　　

（石狩市はまます郷土資料館）

身欠ニシン作り
工程が多く、作業に熟練が必要なので、豊漁だ
からといって生産を急に増やすことはできな
かった。一つ一つの道具や工程に名前がある。
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第 1 作のジオラマ「浜益ニシン場物語」　白鳥番屋の生活、前浜での沖揚げから 3 種の製品加工の様子を表現した。

・
ニ
シ
ン
〆
粕
、
胴
ニ
シ
ン

粕
に
す
る
ニ
シ
ン
は
、
浜
近
く
に
置
か
れ
た
大
釜

に
入
れ
て
海
水
で
煮
ま
す
。
次
に
、
角か
く
ど
う胴

と
呼
ば
れ

る
搾
り
機
に
か
け
、
水
分
と
油
を
除
い
て
粕か
す
だ
ま玉
に
し

ま
す
。
こ
れ
を
干
場
ま
で
運
ん
で
、
砕
い
て
乾
燥
・

発
酵
さ
せ
、
俵
に
詰
め
て
製
品
に
し
ま
す
。
一
俵
は

二
十
四
貫
（
九
十
二
kg
）
と
規
格
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
う
し
た
ニ
シ
ン
〆
粕
の
製
造
は
、
場
所
請
負
人

時
代
の
天
保
年
間
（
１
８
３
０
～
１
８
４
４
）
に
始

ま
り
、
定
置
網
が
普
及
し
、
漁
獲
高
が
飛
躍
的
に
増

大
す
る
に
つ
れ
て
割
合
を
増
し
て
い
き
ま
し
た
。

身
欠
き
ニ
シ
ン
を
作
る
際
に
残
っ
た
背
骨
・
腹

部
・
頭
部
は
胴
ニ
シ
ン
と
い
う
肥
料
に
加
工
さ
れ
ま

し
た
。
白
子
や
笹
目
（
エ
ラ
）
も
乾
燥
さ
せ
て
肥
料

に
し
ま
し
た
。

・
ニ
シ
ン
油

油
は
、
角
胴
で
ニ
シ
ン
〆
粕
と
分
離
さ
れ
た
後
、

八
合
と
い
う
道
具
で
水
分
と
分
離
さ
れ
て
製
品
と
な

り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
灯
油
に
使
う
油
を
と

る
こ
と
を
目
的
に
ニ
シ
ン
を
絞
る
こ
と
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
残
り
は
「
絞
り
カ
ス
」
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
ニ
シ
ン
〆
粕
が
肥
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う 干場で乾燥、発酵させ、俵に詰めて製品になる。

角胴という絞り機で、水分と油
分を除いて、粕玉にする。

大釜でニシンを
茹でて、
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「ふるさとの風を運ぶ」
人形作家・八

は っ た

田美
み つ

津さんとの出会い

　八田さんは、浜益で生まれ育ち、現在も浜

益にお住いです。長年、浜益に伝わる昔話を

お年寄りから聞き取り、仲間と共に絵本を

作ってきました。ある時、人形作りに興味を

持ち、独学で作品を作り始めました。

　その後、八田さんの創作人形は新聞やテレ

ビで広く紹介されすっかり有名になっていま

した。私は、平成 23 年に校長として、浜益

小に勤務することになり、５月に浜益温泉で

行われた大規模な作品展で実物のすばらしさ

に触れて感動しました。その時に人形作りに

かける思いや浜益への愛着を八田さんから

じっくりとお聞きすることができました。

　その後、ご縁があって人形作りのお手伝い

をさせていただくことになりました。きっか

けは馬
ば そ り

橇作りでした。うれしいご依頼だった

ので、浜益に残る馬具を見たほか開拓記念館

（現北海道博物館）などに行ったり、資料を

熟読したりして、造材山のバチバチと花嫁さ

んが乗ってきた馬橇を作りました。新作の人

形を見て、地域の皆さんが「昔は確かにこう

だった」と懐かしんで下さり大変好評でした。

　共同制作が始まり、「止まらなくて困った」という

くらい、八田さんの創作意欲に火がついたそうです。

　ニシン場の作業、米作り、餅つきの様子、学

校の風景など、人々の暮らしの様々な情景を作

りました。そのたびに、地域の方から昔の生活

をお聞きしたり、地域に残る実物資料を見せて

いただいたりして私も楽しんできました。

　この魅力にあふれた八田さんの人形を主役

に、ニシン漁が盛んだった当時の生活や労働

を再現して、沖
おき

揚
あ

げ音
おん

頭
ど

（60・61 ページ）

に取り組む子どもたちに、伝えたいと願った

ことが、前ページ上のジオラマ第 1 作「浜

益ニシン場物語」誕生のいきさつです。

札幌市の地下歩行空
間で「ニシン場物語」
を展示。右から八田
美津さん、私、石黒
美香子。この時から
第２作「北前船ジオ
ラマ」の構想がまと
まってきた。

「昔はこうだった」「どこかで見たことがある」と大好評。
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肥
料
と
し
て
生
産
さ
れ
た
ニ
シ
ン
〆
粕
は

ど
こ
に
運
ば
れ
た
か
？

平
均
し
て
百
万
石
と
い
う
ニ
シ
ン
の
豊
漁
に
よ
っ

て
、
莫
大
な
生
産
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
ニ
シ

ン
〆
粕
が
、
開
拓
期
の
北
海
道
経
済
に
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
説
明
し
た
通
り
で
す
。

し
か
し
、
大
量
に
生
産
さ
れ
、
北
前
船
に
よ
っ
て

移
出
さ
れ
た
ニ
シ
ン
〆
粕
が
、
値
崩
れ
す
る
こ
と
な

く
、
高
値
で
買
い
取
ら
れ
、
消
費
さ
れ
た
理
由
は
、
消

費
地
の
事
情
か
ら
考
察
し
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
ニ
シ
ン
〆
粕
や
胴
ニ
シ
ン
が
ど
こ

で
消
費
さ
れ
た
か
を
、
調
べ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

北
前
船
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
牧
野
隆
信
氏

は
、『
北
前
船
の
時
代
』
の
中
で
、
明
治
前
半
期
の

北
前
船
の
全
般
的
な
流
通
を
把
握
す
る
た
め
に
、
明

治
四
十
年
（
１
９
０
７
）
生
ま
れ
で
、
幕
末
明
治
の

経
済
史
が
専
門
の
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
山
口
和
雄

氏
の
『
明
治
十
年
代
初
頭
の
北
海
道
貿
易
』
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
山
口
氏
は
、
戦
後
、
北
海
道
大
学
で

教
授
を
務
め
た
時
期
が
あ
り
、
北
海
道
漁
業
史
に
か

か
わ
る
著
書
も
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
明
治
十
一
年
（
１
８
７
８
）

～
十
三
年
（
１
８
８
０
）
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

明
治
十
三
年
は
北
海
道
に
お
い
て
は
「
ニ
シ
ン
百
万

石
」
時
代
の
初
年
で
あ
り
、
瀬
戸
内
の
綿
花
栽
培
も

最
盛
期
に
入
っ
て
い
る
時
代
で
す
。

こ
の
表
か
ら
見
る
と
、
北
海
道
か
ら
の
移
入
品
の

割
合
は
、
東
北
の
日
本
海
側
が
9.6 

％
、
北
陸
が
8.4 
％
、

瀬
戸
内
が

80.9 

％
、東
北
の
太
平
洋
側
が
1.2 

％
と
な
り
、

瀬
戸
内
の
割
合
が
圧
倒
的
に
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
瀬
戸
内
が
北
海
道
か
ら
移
入
し
た
品
目
で
は
、

62.8 

％
が
ニ
シ
ン
〆
粕
、

24.8 

％
が
胴
ニ
シ
ン
と

87.6 

％
を

魚
肥
が
占
め
て
い
ま
す
。
北
陸
で
も
魚
肥
の
割
合
が

61.6 

％
を
占
め
て
お
り
、
北
海
道
か
ら
の
移
出
品
と
し

て
、
ニ
シ
ン
の
魚
肥
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

明
治
初
期
の
開
拓
使
時
代
に
、
北
海
道
経
済
が
、

に
な
る
と
、
油
が
副
産
物
に
変
わ
り
、
灯
油
と
し
て

は
臭
い
の
き
つ
い
低
質
な
製
品
と
し
て
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
石
鹸
な
ど
工
業
製
品
の
原
料
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

春に製造したニシン〆粕を北前船がやっ
てくる夏に、三半船に積み込んで出荷。　

下　船が沈みそうになっている写真。　　　　
　　　　　　

三半船から積み込むニシン〆粕。1 俵
24 貫（92kg）もあった。27 ページの
ように 1 石を 6 円とすると、1 俵は 3
円 50 銭。今の価値では約 5 万円。
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圧
倒
的
に
水
産
物
、
多
く
は
ニ
シ
ン
か
ら
生
産
さ
れ

る
魚
肥
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
表
は
、
魚
肥
の
消
費
地
で
の

実
態
と
い
う
意
味
で
非
常
に
重
要
で
す
。

ニ
シ
ン
〆
粕
の
最
大
消
費
地
が

瀬
戸
内
だ
っ
た
理
由

次
に
、瀬
戸
内
が
ニ
シ
ン
か
ら
生
産
さ
れ
る
魚
肥
、

特
に
ニ
シ
ン
〆
粕
の
最
大
の
消
費
地
で
あ
っ
た
事
情

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

利
用
さ
れ
た
記
録
が
奈
良
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

木
綿
は
、
長
い
間
輸
入
に
頼
る
高
級
品
で
し
た
。
国

内
で
栽
培
が
始
ま
り
、
急
速
に
広
ま
っ
た
の
は
戦
国

時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

綿
花
が
国
内
で
最
初
に
栽
培
さ
れ
た
の
は
、三
河
で
、

畿
内
に
生
産
地
が
広
が
り
ま
す
。

そ
の
後
、
利
益
が
大
き
い
商
品
作
物
と
し
て
、
栽

培
さ
れ
る
範
囲
は
、
国
内
の
温
暖
な
地
域
に
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。

瀬
戸
内
が
、
国
内
有
数
の
生
産
地
に
発
展
す
る
の

は
、
干
拓
に
よ
る
農
地
の
造
成
に
よ
っ
て
で
し
た
。

干
拓
の
適
地
は
、
水
深
が
浅
く
、
干
満
差
が
大
き

い
と
こ
ろ
で
す
。
早
い
時
代
か
ら
干
拓
が
行
わ
れ
た

地
域
と
し
て
は
、
有
明
海
や
瀬
戸
内
海
な
ど
が
知
ら

東北　① 北陸　② 瀬戸内　③ 表東北④ 合計
移入 諸港の全移入額　A 円 5,586,066 円 3,633,695 円 37,386,316 円 4,395,791 円 51,001,832 円

北海道よりの移入額　B 円 1,202,303 円 1,055,723 円 10,177,318 円 149,118 円 12,584,462 円
割合　B/A% 21.5% 29.1% 27.2% 3.4% 24.7%

北海道よりの移入品割合 9.6% 8.4% 80.9% 1.2% 100.0%
北 海 道 か ら

の 移 入 品 中

の 重 要 品 目

の割合％

ニシン〆粕 6.4% 62.8%
胴ニシン 55.2% 24.8%

笹目ニシン 11.0%
身欠ニシン 38.4% 9.0%

塩鮭 34.3% 78.6%
塩鱒 9.2%

移出 諸港の全移出額　C 円 6,154,336 円 3,834,226 円 12,004,134 円 1,769,390 円 23,762,086 円
北海道への移出額　D 円 1,698,538 円 888,688 円 797,153 円 37,042 円 3,421,421 円

割合　D/C% 27.6% 22.9% 6.6% 2.1% 14.4%
北海道への移出品割合 49.6% 26.0% 23.3% 1.1% 100.0%

北 海 道 へ の

移 出 品 中 の

重 要 品 目 の

割合％

米 72.7% 58.2% 木綿、太物

塩、綿、砂糖、酒、

タバコ

紙、雑貨

※割合不詳

87.1%
酒 7.4%

縞木綿 9.7%
莚縄 7.5%

①野辺地、青森、鯵ヶ沢、土崎、酒田、新潟、寺泊、出雲崎、柏崎、直江津の明治 13 年累計

②滑川、伏木、七尾、三国、敦賀、小浜の明治 12 年累計

③ 下関、室津、上関、広島、忠
ただのうみ

海、松浜、尾道、鞆
とも

、玉鳥、岡山、粟島、多度津、丸亀、坂出、高松、鳴戸、

徳島、飾
し か ま

磨、兵庫、大阪の明治 11 年 -13 年

④鮫港、宮古、釜石、石巻、石浜、寒
さ ぶ さ わ

風沢

牧野隆信氏『北前船の時代』で紹介された山口和雄氏の『明治十年代初頭の北
海道貿易』に「北海道よりの移入品割合」と「北海道への移出品割合」の行と「合
計」の列を加えた。（追加した部分は着色している）　北海道よりの移入品で最
も注目したいのは、瀬戸内の割合が 80.9％を占めていることである。内訳は、
ニシン〆粕と胴ニシンという肥料が圧倒しており、北前船時代に積荷として「魚
肥」が重要であったことを物語っている。北陸では、より安価な胴ニシンの割
合が高い。棒で田畑に穴をあけその穴に胴ニシンを刺して使っていたという。

明治十年代初頭
　の北海道貿易
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れ
て
い
ま
す
。
短
い
堤
防
線
に
よ
っ
て
大

面
積
を
造
成
し
た
成
功
例
と
し
て
、
岡
山

県
の
児
島
湾
の
干
拓
は
社
会
科
教
科
書
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
有
名
で
す
。

現
在
の
倉
敷
市
（
旧
倉
敷
市
、
旧
児
島

市
、旧
玉
島
市
）
か
ら
岡
山
市
の
南
部
は
、

吉き

備び

の
穴あ

な

海う
み

と
い
わ
れ
た
浅
海
で
、
周
囲

に
は
島
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
戦
国
時

代
に
宇う
き
た
ひ
で
い
え

喜
多
秀
家
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ

た
干
拓
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
続
け

ら
れ
、
幕
府
の
天
領
、
備
中
高
松
藩
、
岡

山
藩
な
ど
支
配
関
係
が
入
り
組
ん
だ
も
の

の
、
地
理
的
に
は
一
体
の
広
大
な
干
拓
地

が
造
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
干
拓
地
に

は
塩
分
が
残
る
と
い
う
欠
点
が
あ
り
、
干

拓
後
し
ば
ら
く
の
間
、米
が
育
ち
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
塩
分
の
強
い
土
地
で
も
栽
培
で
き
、
大
き
な

利
益
を
期
待
で
き
る
作
物
と
し
て
綿
花
や
藍あ
い

が
生
産

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

綿
花
や
藍
の
栽
培
に
は
、
リ
ン
と
窒
素
を
補
給
す

る
た
め
に
大
量
の
動
物
性
の
肥
料
を
施
す
こ
と
が
不

可
欠
で
し
た
。
最
初
は
近
隣
の
海
で
と
れ
る
雑
魚
を

肥
料
に
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
面
積
が
拡
大
す
る
に
つ
れ

て
、
そ
れ
で
は
不
足
す
る
よ
う
に
な
り
、
北
前
船
が
運
ぶ

ニ
シ
ン
〆
粕
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
ほ
ど
の
グ
ラ
フ
で
、
瀬
戸
内
が
北
海
道
の
移

出
品
の

80.6  

％
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
見
て
き
ま
し
た

が
、
最
大
の
受
け
入
れ
先
は
、
魚
肥
問
屋
が
連
な
る

大
阪
で
し
た
。
大
阪
は
最
終
消
費
地
で
は
な
く
、
近

畿
や
三
河
に
魚
肥
を
出
荷
す
る
中
継
港
で
し
た
。

ニ
シ
ン
〆
粕
の
直
接
消
費
地
の
港
と
し
て
は
、
か

つ
て
の
吉
備
の
穴
海
か
ら
造
成
さ
れ
た
広
大
な
干
拓

地
に
隣
接
す
る
下し
も
つ
い

津
井
と
玉
島
（
共
に
現
在
の
倉
敷

市
）
が
最
も
重
要
で
し
た
。

大
消
費
地
倉
敷
下
津
井
港
の
賑
わ
い
と

廻
船
問
屋
の
約
束
事

下
津
井
出
身
で
、
瀬
戸
内
に
お
け
る
北
前
船
研
究

の
先
駆
者
で
あ
る
角か
ど
た
な
お
い
ち

田
直
一
氏
の
著
作
に
、『
北
前

綿花。干拓地は造成後しばらくの間
は、塩分のため米の栽培に適さな
かった。綿花は塩分に強く高価で販
売されたため、急速に普及した。

多くの島に囲まれて、吉備の穴海と呼ばれる
広大な浅海があった。（薄く現在の陸地を表示）

開口部を堤防でふさぎ堰を設けて、干満の差
を利用して、干拓地を広げていった。

現在の岡山市から倉敷市にかけて、岡山平野
の大部分が干拓地であることがわかる。
 （利用規約に基づき国土地理院・電子国土を利用）

江戸時代、明治時代の干拓地

現在

吉備の穴海

干拓地

倉敷市

岡山市

下津井
瀬戸大橋
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船
と
下
津
井
港
』（
日
本
文
教
出
版 

１
９
６
７
年
）

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
ニ
シ
ン
〆
粕
で
繁
栄

し
た
港
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

「
北
前
船
が
一
艘
入
っ
た
ら
港
が
に
ぎ
わ
う
」
と

古
老
は
い
う
。
明
治
初
年
に
死
ん
だ
あ
る
芸
者
置
屋

の
老
婆
の
生
涯
で
、
北
前
船
が
最
も
た
く
さ
ん
下
津

井
港
に
き
た
年
は
八
十
三
艘
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ

の
と
き
は
西
波
止
か
ら
中
波
止
、
東
波
止
に
か
け
て
船
が

ぎ
っ
し
り
と
つ
ま
っ
て
港
の
海
を
埋
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

北
前
船
は
季
節
を
き
め
て
、
し
か
も
何
十
艘
と
い

う
船
団
を
組
ん
で
き
た
か
ら
、
こ
の
と
き
の
港
は
て

ん
て
こ
ま
い
の
い
そ
が
し
さ
で
あ
っ
た
。
北
前
船
が

来
る
と
い
う
知
ら
せ
が
、
馬
関
（
下
関
）
観
音
崎
の

船
宿
か
ら
の
書
状
や
、ま
ね
き
伝
馬
か
ら
伝
わ
る
と
、

港
は
俄
然
い
ろ
め
き
立
つ
。
問
屋
は
倉
を
あ
け
て
荷

積
の
用
意
を
し
た
り
、
半
期
借
り
の
借
金
払
い
の
た

め
の
金
策
に
と
び
廻
り
始
め
る
。
着
船
が
多
く
て
自

家
の
倉
庫
だ
け
で
荷
が
納
ま
ら
な
い
と
き
は
、
倉
持

の
旦
那
の
と
こ
ろ
へ
い
っ
て
借
倉
庫
の
交
渉
を
す

る
。
仲
仕
頭
は
仲
仕
あ
つ
め
に
懸
命
に
な
る
し
、
遊

女
た
ち
は
髪
結
屋
に
か
け
つ
け
て
み
が
き
を
か
け
、

と
っ
て
お
き
の
晴
着
の
手
入
れ
に
忙
が
し
か
っ
た
。

一
艘
の
船
だ
け
で
も
十
三
、
四
人
の
海
の
男
が
乗
っ

て
い
る
。そ
れ
が
一
度
に
三
十
艘
も
来
る
と
な
る
と
、

三
～
四
百
人
の
お
客
の
来
襲
で
あ
る
。
ニ
シ
ン
を
求

め
ニ
シ
ン
に
暮
れ
た
荒
漠
た
る
北
海
の
漁
場
と
、
風

に
明
け
波
濤
に
暮
れ
た
孤
独
の
日
本
海
を
、
白
帆
だ

け
に
運
命
を
托
し
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
た
彼
ら
は

一
年
の
総
決
算
を
こ
の
港
に
か
け
る
。」

下
関
か
ら
、
北
前
船
の
情
報
を
入
手
し
て
準
備
を

し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
下
津
井
の
廻か
い
せ
ん
ど
ん
や

船
問
屋
に

と
っ
て
ニ
シ
ン
〆
粕
が
い
か
に
重
要
な
商
品
で
あ
っ

た
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
彼
ら
は
、
競
争

に
よ
る
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
廻
船
問
屋
ど
う
し

の
申
し
合
わ
せ
を
神
前
で
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
様
子
も
、『
北
前
船
と
下
津
井
港
』
か
ら
紹
介
し

ま
す
。

「
北
前
船
が
運
ん
で
く
る
上
り
荷
は
、
広
大
な
干

拓
地
を
控
え
る
下
津
井
の
廻
船
問
屋
に
と
っ
て
は
、

い
く
ら
で
も
購
入
し
た
い
魅
力
あ
る
商
品
で
あ
っ
た

か
ら
、
下
津
井
の
問
屋
た
ち
は
、
こ
の
購
入
権
を
安

全
有
利
に
確
定
す
る
た
め
に
、祇ぎ
お
ん園
神
社
に
「
宮
座
」

を
つ
く
り
、「
問
屋
株
」
を
発
行
し
た
。

正
月
に
は
、
下
津
井
な
ら
び
に
吹
上
港
問
屋
衆
二

十
四
軒
は
産う
ぶ
つ
ち
が
み

土
神
祇
園
神
社
の
社
前
に
集
ま
り
、
羽

織
袴
で
威
儀
を
正
し
、
神
前
で
厳
か
に
「
長な
が
は
ま
き

浜
記
」、

「
問
屋
永
代
譜
録
」、「
客
論
帳
」
の
三
冊
を
拝
読
し

て
商
法
の
と
り
き
め
を
守
る
こ
と
を
誓
約
し
た
。」

下津井の鷲羽山から見た瀬戸大橋。四国との距離
が近いこの地域は潮流の強い難所で、下津井港は
汐待港、風待港としての一面も有していた。

むかし下津井廻船問
屋。下はニシン〆粕
を 保 存 し た 巨 大 倉
庫。レストランとし
て活用されている。
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倉
敷
下
津
井
を
訪
問
し
、

吉
備
の
穴
海
の
広
大
さ
と
、
繊
維
工
場
の
規
模
に
驚
く

私
は
、
令
和
元
年
五
月
に
半
月
ほ
ど
の
日
程
で
北

前
船
寄
港
地
を
巡
る
旅
を
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、

倉
敷
市
下
津
井
港
を
訪
問
し
、
む
か
し
下
津
井
廻
船

問
屋
前
館
長
の
矢や
ぶ
き
か
つ
と
し

吹
勝
利
さ
ん
に
廻
船
問
屋
の
立
ち

並
ん
で
い
た
街
並
み
や
祇
園
神
社
、「
雁が
ん
ぎ木

」
と
い

う
港
の
石
段
な
ど
を
ご
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
か
つ

て
の
港
の
繁
栄
ぶ
り
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

む
か
し
下
津
井
廻
船
問
屋
は
、昭
和
六
十
二
年（
１

９
８
７
）
に
完
成
し
た
瀬
戸
大
橋
に
関
連
し
て
岡
山

県
が
六
億
五
千
万
円
を
か
け
て
整
備
し
、
瀬
戸
内
で

は
歴
史
、
規
模
、
施
設
内
容
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、

北
前
船
関
連
で
最
高
と
評
価
さ
れ
る
施
設
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
県
財
政
の
問
題
か
ら
売
却
・
廃

止
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
施
設
の
価

値
を
知
る
地
元
の
力
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
管
理
す

る
こ
と
に
な
り
、
矢
吹
さ
ん
が
平
成
二
十
七
年
（
２

０
１
５
）
四
月
に
新
体
制
初
代
の
館
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

施
設
に
は
、
本
館
に
利
用
さ
れ
て
い
る
廻
船
問
屋

の
他
、
ニ
シ
ン
〆
粕
を
保
管
し
た
巨
大
な
倉
庫
な
ど

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
津
井
か
ら
、
児
島
、
倉
敷
、
岡
山
と
か
つ
て
吉

備
の
穴
海
だ
っ
た
干
拓
地
を
巡
り
、
予
想
を
は
る
か

に
超
え
た
広
大
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
、

綿
花
の
栽
培
地
と
し
て
繁
栄
し
た
の
で
す
が
、
明
治

二
十
年
代
か
ら
イ
ン
ド
綿
の
輸
入
が
始
ま
り
、
明
治

二
十
九
年
（
１
８
９
６
）
に
関
税
が
廃
止
さ
れ
る
と
、

原
料
産
地
か
ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
綿
花
の
産
地
と
表
裏
一
体
で
あ
っ
た
繊
維

産
業
の
技
術
は
、
他
の
追
従
を
許
さ
な
い
進
化
を
遂

げ
て
お
り
、
衰
退
す
る
こ
と
な
く
一
大
繊
維
工
業
地

帯
に
変
貌
を
遂
げ
ま
す
。
そ
の
影
響
は
今
も
町
を
支

え
て
い
ま
す
。
倉
敷
紡
績
の
大
工
場
を
観
光
施
設
と

し
て
転
用
し
た
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
は
美
観
地
区
と

共
に
倉
敷
を
代
表
す
る
建
築
物
で
す
。
児
島
地
区
で

は
、
厚
地
の
足
袋
を
縫
製
す
る
技
術
を
応
用
し
て
、

国
産
第
一
号
の
ジ
ー
ン
ズ
が
作
ら
れ
ま
し
た
。現
在
、

ジ
ー
ン
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
を
擁
す
る
国
産
ジ
ー
ン
ズ
の

街
と
し
て
、
独
自
の
位
置
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
美

観
地
区
の
中
に
そ
び
え
る
国
内
最
初
の
西
洋
美
術
館

で
あ
る
大
原
美
術
館
を
見
学
し
て
、
明
治
期
の
繊
維

産
業
の
規
模
の
壮
大
さ
を
実
感
し
、
我
が
国
の
富
国

強
兵
を
支
え
て
い
た
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

石
狩
と
北
前
船
が
本
稿
の
テ
ー
マ
で
す
が
、
生
産

地
か
ら
ニ
シ
ン
〆
粕
を
見
た
だ
け
で
は
、
そ
の
重
要

性
を
実
感
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
そ
れ
を
伝

え
る
こ
と
は
さ
ら
に
困
難
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

厚
田
の
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ニ
シ
ン
の
写
真
（
28

ペ
ー
ジ
）
を
見
た
り
、
一
つ
の
村
で
、
記
録
さ
れ
た

利
益
の
大
き
さ
（
26
ペ
ー
ジ
）
に
驚
い
た
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
魚
肥
を
生
産
す
れ
ば
生
産
し
た
分
す
べ

て
を
、
ま
た
、
そ
れ
を
運
べ
ば
運
ん
だ
だ
け
す
べ
て

を
、
購
入
し
て
く
れ
る
消
費
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
、

そ
の
遺
構
や
現
在
に
つ
な
が
る
産
業
か
ら
実
感
で
き

た
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
経
験
で
し
た
。

明
治
期
の
漁
業
と
ニ
シ
ン
〆
粕
は
、
北
海
道
の
基

幹
産
業
と
そ
の
最
大
の
生
産
物
で
あ
り
、
日
本
全
体

の
基
幹
産
業
だ
っ
た
繊
維
産
業
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
重
要
な
資
源
だ
っ
た
の
で
す
。

下津井を矢吹勝利さんに詳しく案内していただく。写
真は廻船問屋が「長浜記」を拝読した祇園神社、町全
体が北前船博物館のようだ。
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　　　子ども新聞が縁で、石狩とかかわり 
　　　　のある寄港地・倉敷下津井を訪問

平成 30 年に実施した「北前船石狩子ども

ワークショップ」という事業で、私が企画と

講師を担当し、石狩市立生
おやふる

振小学校の児童が

「北前船いしかり子ども新聞」を作りました。

事業の実施主体である北前船交流拡大機構で

は、15 の寄港地の「子ども新聞」を活かし

て「全国寄港地・船主集落 BOOK・北前船子

ども調査団 2018」を刊行しました。

その中で、岡山県の代表校である倉敷市の

下津井東小学校と下津井西小学校による「ニ

シン粕と綿で栄えた港町の歴史。北海道のニ

シン粕が、干拓地で綿の栽培の肥料として利

用された」という記事が目につきました。

生振小学校の児童が、肥料としてのニシン〆

粕を、子ども新聞にまとめていたからです。こ

れをきっかけに、下津井と石狩の子どもたちは、

メッセージ交換を行って交流を深めました。

下津井と私の結びつきは交流を企画したこ

とにとどまらず、偶然をきっかけに、更に深

まりました。令和元年 4 月 12 日金曜日の午

後 2 時から、FM ラジオ番組「電波でつなぐ北

前船　明
あ け ら

楽みゆきの浪
ろ ま ん き こ う

漫紀行」（→ 48ページ）

を聴いていると、ゲストが「むかし下津井廻

船問屋・前館長の矢吹勝利さん」と耳に入っ

下津井の「子ども BOOK」の記事に注目　→ 27 ページ参照

てきたのです。この施設は、交流した下津井

の小学生が北前船について学んだところです。

以下は、偶然耳にした放送内容のごく一部で

す。

「下津井城は、文
ぶんろく

禄期に池田候がこの地を

治めるようになって築城されました。しかし、

幕府の「一国一城令」によって寛
かんえい

永期に廃城

とされました。築城の際に石垣造りに用いら

れた高度な技術は、干拓に活かされることに

なり、吉備の穴海といわれた浅海が、広大な

干拓地になりました。」

「北前船や綿は地域の基盤を作り、今も繊

維の町としての倉敷につながっています。藍

や綿の伝統はジーンズの産地という形になっ

て現代まで脈々とつながっています。」

ラジオで矢吹さんのお話をお聞きして、下

津井の子どもたちが、地域と北前船のかかわ

りに深い知識と愛着を持っていた秘密がわ

かった気がしました。

5 月から北前船寄港地を巡る旅をしようと

計画していたところでした。さっそく、矢吹

さんに連絡を取らせていただき、下津井で直

接お会いすることができたのです。

矢吹さんから「菜
な た ね ふ ぐ

種河豚を楽しむ会」にお誘い
いただく。石狩の子ども新聞（コピー）をご覧
いただき下津井の子どもとの交流を紹介。
左上はジーンズ型キーホルダー。
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港
そ
れ
ぞ
れ
に
特
別
な
北
前
船
・
弁
財
船
事
情

石
狩
へ
は
鮭
を
求
め
て
や
っ
て
来
た

北
海
道
一
の
大
河
石
狩
川
は
、
縄
文
時
代
の
鮭
漁
の
遺
跡
が
残
る
鮭
の
ふ
る
さ
と
。

幕
末
の
石
狩
川
に
は
、
松
前
藩
が
来
航
を
禁
じ
て
い
た
は
ず
の
越
後
、
水
戸
、
大
坂
の
船
！

幕
府
が
、
石
狩
だ
け
に
認
め
た
特
例
と
は
？

北
海
道
生
産
額
の
半
数
を
し
め
た
石
狩
川
の
鮭

石
狩
川
に
も
買
積
船
が
押
し
寄
せ
た

「
石
狩
鍋
」
が
鮭
を
使
っ
た
鍋
料
理
で
あ
る
こ
と

は
、
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

鮭
は
、
石
狩
を
代
表
す
る
水
産
物
で
す
。
北
前
船

の
寄
港
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
ま
す
が
、
他

「
西に
し
え
ぞ
か
ら
ふ
と
ど
う
ち
ゅ
う
き

蝦
夷
唐
太
道
中
記
」
に
挿
絵
と
し
て
描
か
れ
た

「
ア
ツ
タ
ヲ
シ
ヨ
ロ
コ
ツ
の
図
」
と
「
イ
シ
カ
リ
の

図
」
で
す
。
こ
れ
は
、
安
政
六
年
（
１
８
５
９
） 

蝦

夷
地
か
ら
樺
太
ま
で
赴
い
た
秋
田
藩
蝦
夷
地
御
警
衛

目
付
の
道
中
記
で
す
。
北
大
附
属
図
書
館
北
方
資
料

室
に
後
世
の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
図

に
は
と
も
に
、
停
泊
し
て
い
る
弁
財
船
の
姿
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
ア
ツ
タ
ヲ
シ
ヨ
ロ
コ
ツ
の
図
は
厚
田

古
潭
の
押
琴
湾
に
停
泊
し
て
い
る
情
景
で
あ
り
、
イ

シ
カ
リ
の
図
は
石
狩
川
河
口
に
停
泊
し
て
い
る
情
景

で
す
。

後
述
す
る
よ
う
に
「
直
じ
き
は
し
り䑺
」
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
安
政
五
年
（
１
８
５
８
）
以
降
、
石
狩
に

は
本
州
船
主
の
北
前
船
が
来
航
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
安
政
六
年
の
「
イ
シ
カ
リ
の
図
」
に

は
、
本
州
船
主
所
有
の
北
前
船
が
含
ま
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

石
狩
川
は
、
江
戸
時
代
に
蝦
夷
地
の
お
よ
そ
半
数
を

漁
獲
し
た
と
さ
れ
る
鮭
の
大
産
地
で
あ
り
、
河
口
に
停

泊
し
て
い
る
の
は
鮭
を
運
搬
す
る
た
め
の
船
で
す
。

地
理
的
に
は
、
ニ
シ
ン
の
千
石
場
所
で
あ
る
岩
礁

地
帯
の
寄
港
地
に
北
前
船
が
来
航
す
る
だ
け
で
な

く
、
ニ
シ
ン
が
漁
獲
さ
れ
な
い
大
河
の
河
口
に
も
北

前
船
が
来
航
す
る
と
い
う
二
面
性
が
、
石
狩
と
北
前

船
を
語
る
特
徴
で
す
。

の
地
域
と
は
違
う
北
前
船
と
石
狩

の
歴
史
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

鮭
を
買
積
に
来
た
北
前
船
や
弁
財

船
が
も
た
ら
し
た
影
響
を
見
逃
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

次
ペ
ー
ジ
の
二
枚
の
絵
図
は

石狩を有名にした石狩鍋

4
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性
格
の
異
な
る
寄
港
地
に
北
前
船
が
来
航
す
る
二

面
性
に
つ
い
て
、
鮭
の
歴
史
や
漁
獲
高
か
ら
考
察
し

ま
す
。

石
狩
は
大
河
石
狩
川
の
鮭
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま

し
た
。

縄
文
時
代
中
期
の
石
狩
紅も
み
じ
や
ま

葉
山
四
十
九
号
遺
跡
で

は
、
川
の
跡
と
共
に
木
製
の
魞え
り

（
鮭
の
遡
上
を
止
め

る
柵
）、
タ
モ
、
魚
た
た
き
棒
な
ど
、
鮭
を
漁
獲
す

る
た
め
の
漁
撈
施
設
が
発
見
さ
れ
、
出
土
品
は
石
狩

市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石
狩
川
河
口
は
、
鮭
の
有
数
の
漁
場
で
あ
る
と
共

に
、
大
型
の
船
が
入
津
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で

し
た
。
元
禄
元
年
（
１
６
８
８
）
に
水
戸
光
圀
が

快か
い
ふ
う
ま
る

風
丸
を
石
狩
に
派
遣
し
て
石
狩
川
河
口
に
四
十
日

間
滞
在
し
、
ア
イ
ヌ
か
ら
買
い
入
れ
た
鮭
一
万
本
を

塩
引
に
し
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

宝ほ
う
れ
き暦

二
年
（
１
７
５
２
）
の
記
録
に
よ
る
と
、
石

狩
元
場
所
の
鮭
生
産
額
は
三
万
七
千
石
で
、
蝦
夷
地

全
体
の
三
分
の
一
を
漁
獲
し
て
い
ま
し
た
。
鮭
一
石

は
六
十
尾
な
の
で
、
三
万
七
千
石
は
約
二
百
万
二
十

万
尾
に
な
り
ま
す
。
石
狩
の
鮭
の
重
要
性
が
際
立
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「アツタヲシヨロコツの図」（上）
と「イシカリの図」（左）

「西蝦夷唐太道中記」安政６年（1859） 
秋田藩蝦夷地御警衛目付による道中記　　
　　　　　　（北大附属図書館北方資料室）

「石狩川河口辺の鮭漁」（絵画）　（石狩市蔵）

紅
も み じ や ま

葉山 49 号遺跡の出土品をもとにした魞による
鮭漁の想像図　　　　　　（いしかり砂丘の風資料館）
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そ
の
後
、
鮭
の
漁
獲
高
は
蝦
夷
地
全
体
で
減
少
傾

向
と
な
り
ま
す
。
寛
政
十
年
（
１
７
９
８
）
の
記
録

で
は
、蝦
夷
地
全
体
の
漁
獲
高
三
万
六
千
石
に
対
し
、

石
狩
場
所
で
一
万
二
千
石
、
厚
田
場
所
と
浜
益
場
所

で
そ
れ
ぞ
れ
千
五
百
石
、シ
コ
ツ
で
二
千
石
と
あ
り
、

石
狩
川
流
域
で
全
体
の
半
数
近
く
を
漁
獲
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

明
治
に
入
る
と
、
石
狩
で
漁
獲
さ
れ
た
鮭
の
具
体

的
な
統
計
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
表
は
「
明
治
期
石

狩
郡
鮭
収
穫
高
統
計
表
」（
石
狩
町
誌
中
巻
一
）で
す
。

こ
の
表
か
ら
、
明
治
二
年
（
１
８
６
９
）
に
は
一

万
六
千
石
漁
獲
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
か
ら
引
き

続
い
て
、
石
狩
が
鮭
の
大
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
明
治
三
年
（
１
８
７
０
）
に
は
、
漁
場

の
官か
ん

捌さ
ば
き

を
廃
止
し
て
、
漁
場
を
出
願
者
に
貸
与
、
四

年
に
は
共
有
化
、
七
年
（
１
８
７
４
）
に
は
民
有
化

す
る
と
い
う
よ
う
に
新
規
漁
業
者
が
参
入
し
や
す
い

自
由
主
義
の
制
度
を
整
え
ま
す
。
九
年（
１
８
７
６
）

に
な
っ
て
開
拓
使
は
乱
獲
を
防
ぐ
た
め
に
、
漁
場
を

明
確
に
区
切
っ
た
上
で
入
札
に
よ
っ
て
漁
業
権
を
認

め
る
よ
う
に
改
め
ま
し
た
。

新
規
漁
業
者
が
参
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
明
治
前

半
は
石
狩
の
鮭
漁
の
最
盛
期
と
な
り
ま
し
た
。
年
に

よ
る
差
異
は
あ
り
ま
す
が
、明
治
五
年（
１
８
７
２
）、

石狩における明治期の鮭漁獲高と価格
　石狩町誌中巻１・26 ページ表から作成
　最大の漁獲高は明治 15 年。最大の売り上げは明治 12
年であった。

上　「開拓使石狩缶詰所」
下  石狩で製造された缶詰

のラベル
（いしかり砂丘の風資料館）　

年 収穫高（石） 尾数 100 石価格 価格
明治 2 年 15,532 石 776,617 尾 6.8 円 105,620 円
明治 3 年 17,211 石 860,557 尾 6.1 円 104,127 円
明治 4 年 15,056 石 752,807 尾 6.0 円 89,584 円
明治 5 年 24,216 石 1,210,792 尾 4.8 円 116,236 円
明治 6 年 17,276 石 863,792 尾 6.0 円 102,791 円
明治 7 年 10,479 石 523,952 尾 7.7 円 80,689 円
明治 8 年 15,165 石 758,257 尾 9.1 円 137,244 円
明治 9 年 14,419 石 720,967 尾 7.5 円 108,145 円

明治 10 年 12,137 石 606,831 尾 7.1 円 85,563 円
明治 11 年 15,955 石 797,745 尾 7.5 円 118,864 円
明治 12 年 22,387 石 1,119,336 尾 9.3 円 208,644 円
明治 13 年 19,353 石 967,653 尾 10.0 円 193,918 円
明治 14 年 14,425 石 721,229 尾 10.5 円 151,458 円
明治 15 年 24,654 石 1,232,709 尾 6.5 円 159,019 円
明治 16 年 16,666 石 833,311 尾 3.0 円 49,999 円
明治 17 年 9,776 石 488,822 尾 6.4 円 62,569 円
明治 18 年 8,394 石 419,709 尾 6.5 円 54,562 円
明治 19 年 13,278 石 663,889 尾 5.7 円 75,683 円
明治 20 年 10,793 石 539,643 尾 9.0 円 96,704 円
明治 21 年 12,113 石 605,669 尾 16.6 円 201,446 円
明治 22 年 9,329 石 466,447 尾 11.5 円 107,283 円
明治 23 年 7,849 石 392,459 尾 9.1 円 71,192 円
明治 24 年 7,717 石 385,837 尾 13.4 円 103,481 円
明治 25 年 8,875 石 443,768 尾 18.9 円 167,744 円
明治 26 年 4,138 石 206,888 尾 8.1 円 33,599 円
明治 27 年 2,457 石 122,828 尾 9.0 円 22,085 円
明治 28 年 3,295 石 164,732 尾 12.6 円 41,414 円
明治 29 年 3,538 石 176,885 尾 14.5 円 51,155 円
明治 30 年 4,416 石 220,793 尾 18.0 円 79,486 円

明治初期の石狩川河口における鮭漁撈
　　　　　　　　（北大附属図書館北方資料室）
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十
二
年
（
１
８
７
９
）、
十
五
年
（
１
８
８
２
）
は
、

百
万
尾
を
超
え
る
大
豊
漁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
時
は
石
狩
の
人
口
六
百
人
に
対
し
て
、
鮭
の
漁
期
に
は

二
千
人
の
出
稼
ぎ
が
や
っ
て
来
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
産
業
を
振
興
さ
せ
る
た
め
多
く
の
官
営

事
業
を
行
っ
た
開
拓
使
は
、明
治
十
年（
１
８
７
７
）、

石
狩
に
「
開
拓
使
石
狩
缶
詰
所
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

石
狩
川
左
岸
河
口
近
く
に
造
ら
れ
た
工
場
は
、
面
積

が
お
よ
そ
千
三
百
坪
あ
り
、
敷
地
内
に
は
製
造
工
場

と
倉
庫
、
職
人
が
寝
泊
り
す
る
宿
舎
や
鍛
冶
場
、
氷

室
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
製
の

製
缶
機
や
製
造
機
械
を
導
入
し
、
ア
メ
リ
カ
人
技
師

Ｕ
．
Ｓ
．
ト
リ
ー
ト
が
技
術
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。

明
治
十
一
年
（
１
８
７
８
）
の
開
拓
使
へ
の
報
告
に

よ
る
と
石
狩
工
場
で
生
産
さ
れ
た
製
品
は
、
明
治
十

年
（
１
８
７
７
）
十
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
に
、
鮭

一
万
二
千
缶
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
七
百
本
、
カ
キ

三
千
二
百
缶
、
シ
カ
肉
九
千
四
百
缶
、
牛
肉
二
百
缶

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
再
度
鮭
の
漁
獲
の
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
石
狩
町
誌
で
は
「
明
治
十
七
年
よ

り
減
少
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
二
十
六
年

か
ら
一
段
と
減
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

石
狩
に
お
け
る
鮭
漁
の
衰
退
と
復
興
は
、
そ
れ
だ

け
で
一
つ
の
物
語
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な

い
こ
と
に
し
ま
す
が
、
鮭
漁
の
全
盛
期
が
北
前
船
の

全
盛
期
と
重
っ
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
し
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
当
時
も
今
も
、
石
狩
に
と
っ
て
、

ニ
シ
ン
と
と
も
に
鮭
は
か
け
が
え
の
な
い
水
産
資
源

で
あ
り
、
北
前
船
に
よ
る
石
狩
の
海
運
を
考
え
る
う

え
で
、
重
要
な
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

石
狩
川
河
口
に

入
津
し
た
北
前
船
・
弁
財
船
の
記
録

上
の
資
料
は
、
安
政
三
年
（
１
８
５
６
）
に
水
戸

藩
の
意
向
を
受
け
て
、
出
稼
人
（
浜
名
主
）
と
し
て

石
狩
場
所
で
鮭
漁
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
五

十
嵐
勝
右
衛
門
に
よ
る
「
石い
し
か
り
ご
よ
う
ど
め

狩
御
用
留
」
の
安
政
五

年
「
入に
ゅ
う

船せ
ん

覚お
ぼ
え

」
で
す
。
所
属
ま
た
は
国
名
・
船
主
・

船
名
と
、
帆ほ
じ
る
し印
・
反た

ん
す
う数
（
帆
に
使
う
布
の
数
に
よ
っ

て
船
の
大
き
さ
を
示
す
基
準
）・
船
名
が
、
別
の
ペ
ー

ジ
に
分
け
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
十
八
反
・
子
日
丸
、
二
十
二
反
・
彦
久
丸
、
二

十
反
・
乗
福
丸
が
阿あ

ぶ

や
部
屋
伝
治
郎
手
船
」、「
龍
宝
丸

が
松
前
浜
屋
与
三
左
衛
門
手
船
、
明
神
丸
が
御
役
所

積
荷
入
下
り
」
な
ど
の
記
載
か
ら
、
こ
れ
ら
が
地
元

の
船
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
阿
部
屋
は
、
石

狩
改
革
ま
で
場
所
請
負
人
を
務
め
た
村
山
家
の
こ
と

石狩御用留
　入船覚

（札幌市公文書館）
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で
あ
り
、
手
船
の
三
艘
の
船
印
は
、
前
か
ら
見
て
左

上
に
黒
い
四
角
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
印
は
、
時
代

を
遡
っ
て
、
同
じ
名
前
の
彦
久
丸
を
蠣か
き
ざ
き
は
き
ょ
う

崎
波
響
が
描

い
た
掛
軸
と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
注
目
し
た
い
の
は
次
の
よ
う
な
船
の
船
籍

で
す
。「
二
十
二
反
・
明
運
丸
は
越
後
助
衛
門
船
、

二
十
一
反
・
大
吉
丸
は
大
坂
吉
右
衛
門
船
、
二
十

反
・
稲
荷
丸
は
水
戸
中
之
湊
、
十
五
反
・
幸
玉
丸
は

荘
内
加
茂
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
越
後
、大
坂
、水
戸
、

荘
内
」
と
国
名
が
記
さ
れ
て
い
る
船
の
数
が
十
九
艘

確
認
で
き
る
の
で
す
。
明
ら
か
に
本
州
船
籍
の
北
前

船
が
入
津
し
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

十
九
艘
の
本
州
船
籍
船
の
う
ち
、二
艘
は
「
水
戸
」

の
船
で
し
た
。

新
北
海
道
史
第
二
巻
通
説
一
・
840
ペ
ー
ジ
に
、
安

政
四
年
の
調
査
と
し
て
「
東
西
地
諸
産
物
取
締
方
の

儀
に
付
奉
伺
候
書
付
」
よ
り
と
し
て
次
の
記
述
が
あ

り
ま
す
。

「
内
国
各
地
と
の
取
引
は
依
然
東
廻
り
よ
り
西
廻

り
の
方
が
は
る
か
に
多
か
っ
た
。
移
入
品
中
の
主
位

を
占
め
た
米
は
津
軽
、羽
後
、越
後
、越
中
な
ど
か
ら
、

酒
は
出
羽
（
大
山
）、
越
後
、
大
坂
か
ら
、
縄な
わ
む
し
ろ莚

は

敦
賀
、
津
軽
な
ど
か
ら
、
塩
は
瀬
戸
内
海
の
各
地
、

お
よ
び
金
沢
付
近
か
ら
、
木
綿
物
そ
の
他
の
雑
貨
は

大
坂
、
敦
賀
、
そ
の
他
の
諸
港
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、

移
出
品
も
ま
た
こ
れ
ら
の
地
に
向
け
ら
れ
る
も
の
が

多
く
、
こ
と
に
大
坂
、
兵
庫
な
ど
へ
魚
粕
の
移
出
が

増
加
し
た
。
こ
れ
に
反
し
て
東
廻
り
の
取
引
は
、
江

戸
と
の
取
引
が
顕
著
に
な
っ
た
だ
け
で
、
ほ
か
に
重

要
な
取
引
地
が
な
く
、
江
戸
と
の
取
引
も
前
時
代
と

同
様
、
当
地
か
ら
移
出
す
る
も
の
は
塩
鮭
を
第
一
と

し
、
塩し
お
ぶ
り鰤

、
新
鱈
、
昆
布
、
鯣

す
る
め

、
鰯
粕
な
ど
を
数
え

た
が
、
そ
の
額
は
大
坂
と
比
べ
も
の
に
は
な
ら
ず
、

江
戸
か
ら
輸
入
す
る
も
の
は
、
お
お
む
ね
賛
沢
品
で

あ
っ
た
か
ら
、
ま
だ
広
く
需
要
さ
れ
る
に
い
た
ら
な

か
っ
た
。い
ま
こ
れ
を
安
政
四
年
の
調
査
に
み
れ
ば
、

本
道
産
物
の
移
出
先
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
東

海
岸
地
方
は
総
額
の
一
割
一
分
を
占
め
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。」

「
移
出
先
・
江
戸
。
石
数
・
四
万
石
、
金
額
・
十

三
万
四
千
七
百
両
」「
移
出
先
・
銚
子
、
水
戸
、
仙
台
、

南
部
。
石
数
・
四
万
二
千
石
、
金
額
・
六
万
三
千
両
」

「
計
（
西
廻
り
と
合
わ
せ
て
）、
石
数
・
七
十
一
万

二
千
石
、
金
額
・
百
十
四
万
一
千
七
百
両
」

ニ
シ
ン
が
漁
獲
で
き
な
い
石
狩
川
に
入
津
し
て
い

る
船
の
目
的
は
、
鮭
を
買
積
す
る
こ
と
で
す
。「
入

船
覚
」
に
見
る
水
戸
船
籍
の
船
の
他
、
地
元
船
籍
の

船
の
一
部
は
、
塩
鮭
の
大
消
費
地
の
江
戸
に
向
か
っ

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
７
ペ
ー
ジ
に
、「
ど
う
し
て
も
北
前
船
の

範は
ん
ち
ゅ
う

疇
に
収
ま
ら
な
い
船
が
存
在
し
て
い
た
」「
日
本

に
は
、
正
月
に
食
べ
る
魚
と
し
て
、
鮭
を
珍
重
す
る

地
域
と
鰤
を
珍
重
す
る
地
域
が
存
在
し
、
鮭
文
化
地

域
に
あ
る
最
大
の
消
費
地
は
、
江
戸
・
東
京
」「
場

所
請
負
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
太
平
洋
経

由
で
、
水
戸
や
江
戸
、
東
京
に
鮭
を
運
ん
だ
船
が
、

無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
役
割
」
と
い
う

こ
と
を
記
し
ま
し
た
。

塩
鮭
は
、
越
後
、
荘
内
な
ど
に
も
出
荷
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
太
平
洋
経
由
で
江
戸
・
東

京
と
の
間
を
航
行
し
て
い
た
船
は
、
地
元
の
呼
称
で

あ
る
「
弁
財
船
」
と
い
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

安
政
四
年
の
「
東
西
地
諸
産
物
取
締
方
の
書
付
」
を

も
と
に
、
安
政
五
年
の
「
石
狩
御
用
留
・
入
船
覚
」
を

見
直
す
と
、「
西
廻
り
の
北
前
船
」
と
は
別
種
の
「
東
廻

り
の
弁
財
船
」
が
入
津
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

北
海
道
全
体
の
移
出
先
を
論
じ
た「
新
北
海
道
史
」

の
「
取
引
地
」
で
は
、「
東
廻
り
」
割
合
の
少
な
さ

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
廻
り
の
合
計
約
二
十

万
両
の
、
か
な
り
の
割
合
を
出
荷
し
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
石
狩
に
と
っ
て
、「
東
廻
り
」
は
無
視
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
で
す
。

次
に
石
狩
川
に
入
津
し
た
北
前
船
や
弁
財
船
を
、



43

写
真
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。　

こ
の
写
真
は
、
石
狩
町
誌
上
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
明
治
四
年
（
１
８
７
１
）
に
撮
影
さ
れ
た
有
名
な

写
真
で
す
。
手
前
に
開
拓
使
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
購
入

し
た
蒸
気
船
「
辛し
ん
び
ま
る

未
丸
」
が
写
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

奥
や
同
時
に
撮
影
さ
れ
た
別
の
写
真
を
拡
大
す
る
と

多
く
の
和
船
が
確
認
で
き
ま
す
。

こ
の
写
真
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
船
の
船
籍
や
航
路

と
目
的
地
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
安

政
五
年
の
「
入
船
覚
」
と
同
様
の
傾
向
を
予
測
す
る

こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
。

石
狩
川
河
口
に
入
津
し
た
船
の
目
的
が
明
確
に
わ

か
る
資
料
と
し
て
は
「
明
治
十
三
年
石
狩
川
入
港
鮭

積
取
船
舶
一
覧
表
」（
石
狩
町
誌
中
巻
一
）
が
重
要

で
す
。
三
十
八
艘
の
鮭
積
取
船
に
つ
い
て
、「
使
府

上　石狩川河口を撮影した明治 4 年の写真。手前は開
拓使がイギリスから購入した蒸気船「辛

し ん び ま る

未丸」（97t）
下　上の写真の左上部分を拡大。

更に拡大すると、蛇
じゃばらかき

腹垣と常
じょうとま

苫で積
荷を覆う特徴ある北前船が見える。
　（北大附属図書館北方資料室）
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県
名
、
船
形
、
船
名
、
積
量
、
鮭
の
積
載
高
、
筋

子
の
積
載
高
、
入
港
日
出
発
日
、
水
夫
人
員
、
国

名
、
町
村
名
、
船
主
姓
名
」
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
た

貴
重
な
資
料
で
す
。
船
籍
の
別
で
は
、
新
潟
・
十
七

艘
、
山
形
・
十
一
艘
、
北
海
道
・
七
艘
、
秋
田
、
山

口
、
大
阪
が
そ
れ
ぞ
れ
一
艘
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新

潟
県
籍
船
で
運
ば
れ
た
鮭
を
合
計
す
る
と
二
十
七
万

四
千
尾
で
、
全
体
の
56
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。
新
潟

県
の
記
録
に
は
、
北
前
船
に
よ
る
移
入
品
と
し
て
鮭

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
国
内
初
と
な
る

三み
お
も
て
が
わ

面
川
の
人
口
孵
化
導
入
直
前
で
、
新
潟
は
鮭
の
不

漁
時
代
で
し
た
。

こ
の
資
料
で
、
一
艘
だ
け
「
栄
福
丸
」
と
い
う
大

阪
船
籍
の
西
洋
船
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
大
阪
は
鰤
地

域
に
あ
る
の
で
、
船
籍
だ
け
か
ら
目
的
地
を
予
測
す

る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

な
お
、
こ
の
資
料
名
は
「
入
港
」
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
当
時
、
実
際
に
は
天
然
の
河
口
に
入
っ

て
停
泊
し
て
い
る
の
で
、
近
代
港
湾
に
入
港
し
た

よ
う
な
印
象
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で
は
そ
の
こ

と
を
示
す
当
時
の
用
語
で
あ
る
「
入に
ゅ
う
し
ん津

」
を
用
い

て
い
ま
す
。

石
狩
に
北
前
船
が
来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

安
政
五
年
の
石
狩
改
革
か
ら
！

松
前
三
港
以
外
の
地
域
に
い
つ
か
ら
北
前
船
が
往

来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
、
一
般
に
は
、

開
拓
使
が
明
治
二
年
（
１
８
６
９
）
十
月
に
箱
館
沖

ノ
口
番
所
を
海
官
所
と
改
称
し
、
続
い
て
明
治
三
年

（
１
８
７
０
）一
月
に
館た
て
は
ん藩（

旧
松
前
藩
）管
轄
と
な
っ

て
い
た
松
前
と
江
差
の
沖
ノ
口
改
所
を
廃
止
し
、
開

拓
使
が
両
所
に
海
官
所
を
設
置
し
、
さ
ら
に
「
海
官

所
規
則
」が
施
行
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
北
前
船
は
自
由

に
北
海
道
の
各
港
に
往
来
し
交
易
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
段
階
的
に
規
制
緩
和

が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
自
由
な
航
行
が
保
障
さ
れ
る

の
は
明
治
八
年
（
１
８
７
５
）
の
「
北
海
道
諸
産
物

出
港
税
則
並
船
改
所
規
則
」
に
よ
っ
て
で
し
た
。

し
か
し
、
石
狩
に
お
い
て
は
、
既
に
示
し
た
よ
う

に
「
石
狩
御
用
留
」
の
「
入
船
覚
」
に
、安
政
五
年
（
１

８
５
８
）
石
狩
川
河
口
に
入
津
し
た
本
州
船
籍
の
北

前
船
の
船
名
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

は
、
他
の
地
域
に
十
二
年
ほ
ど
先
行
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
か
と
い

う
疑
問
に
対
す
る
答
え
は
、
幕
府
が
蝦
夷
地
を
再
度

直
轄
し
て
石
狩
役
所
を
設
置
し
た
安
政
二
年
（
１
８

このような詳しい一覧が 38 艘分残されて
いる。積量を見ると、日本型ではおおむね
500 石以下の船が多い。
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５
５
）
か
ら
三
年
後
の
安
政
五
年
（
１
８
５
８
）
に

行
わ
れ
た
石
狩
改
革
に
あ
り
ま
し
た
。

石
狩
改
革
の
一
環
と
し
て
、
石
狩
役
所
は
石
狩
場

所
に
荷
物
を
積
み
に
来
る
船
に
限
っ
て
、
松
前
や
江

差
に
寄
ら
ず
直
接
石
狩
に
来
航
す
る
直
じ
き
は
し
り䑺

を
認
め
た

た
め
、
本
州
船
籍
の
北
前
船
が
公
式
に
石
狩
川
河
口

に
入
津
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

石
狩
改
革
に
つ
い
て
は
、
村
山
家
文
書
が
原
典
的

な
資
料
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
山
家
文
書

は
、
場
所
請
負
人
村
山
伝
兵
衛
の
十
代
目
に
あ
た
る

石
狩
市
郷
土
研
究
会
の
村む
ら
や
ま
よ
う
い
ち

山
耀
一
会
長
が
、
北
海
道

開
拓
記
念
館
（
現
・
北
海
道
博
物
館
）
に
寄
託
し
た

約
千
五
百
点
に
わ
た
る
膨
大
な
文
書
で
す
。

本
会
で
は
定
例
会
で
「
村
山
家
文
書
を
読
む
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
石
狩
に
い
つ
か
ら
北
前
船

が
来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
」
と
い
う
問
題
意
識

を
持
ち
「
直
䑺
」
に
注
目
し
て
読
み
直
す
こ
と
で
、
今

ま
で
見
逃
し
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

石
狩
改
革
と
は
何
か
？

時
代
背
景
か
ら
具
体
的
内
容
ま
で

ま
ず
、
石
狩
改
革
の
概
要
を
確
認
し
ま
す
。　

安
政
元
年
（
１
８
５
４
）
に
締
結
さ
れ
た
日
米
和

親
条
約
に
基
づ
く
安
政
二
年
（
１
８
５
５
）
三
月
の

箱
館
開
港
を
控
え
、
ロ
シ
ア
の
南
下
に
対
す
る
危

機
感
も
背
景
に
、
幕
府
は
同
年
二
月
二
十
二
日
に
、

木き
こ
な
い

古
内
以
東
、
乙お

と
べ部

以
北
の
地
を
上
知
し
、
箱
館
奉

行
管
轄
と
し
、
蝦
夷
地
を
再
度
直
轄
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
安
政
五
年
（
１
８
５
８
）
に
、
幕
府
の

石
狩
役
所
が
実
施
し
た
改
革
を
石
狩
改
革
と
い
い
ま

す
。
石
狩
役
所
調
し
ら
べ
や
く
な
み

役
並
・
荒あ

ら
い
き
ん
す
け

井
金
助
が
中
心
で
し
た
。

内
容
は
、
大
ま
か
に
次
の
五
点
で
す
。

・　

場
所
請
負
人
「
村
山
家
」
を
罷
免
。
新
た
な
場

所
請
負
人
を
指
定
し
な
か
っ
た
た
め
、
石
狩
で
は

場
所
請
負
制
が
廃
止
さ
れ
た
。

・　

石
狩
役
所
を
対
岸
の
若わ
か
お
い生（
現
八
幡
町
）に
移
転
。

水
害
対
策
だ
け
で
な
く
、
村
山
家
の
影
響
を
排
除

す
る
目
的
も
あ
っ
た
。

・　

石
狩
役
所
が
直
接
漁
場
を
管
理
す
る
「
直じ
き
さ
ば
き捌

」

を
実
施
。
出
稼
人
を
募
集
し
て
、
漁
場
を
分
割
し

た
。

・　

ア
イ
ヌ
の
漁
業
者
と
し
て
の
権
利
を
尊
重
し
、

掌
握
に
努
め
た
。
対
ロ
シ
ア
関
係
を
有
利
に
進
め

る
た
め
ア
イ
ヌ
民
族
の
離
反
を
防
ぐ
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
。

・　

本
州
船
籍
の
北
前
船
が
、
松
前
や
江
差
に
寄
ら

ず
、
本
州
と
石
狩
を
直
航
で
き
る
「
直
䑺
」
を
許

可
し
た
。

吉田初三郎
　「石狩鳥瞰図」

時代は違うが、石狩川河口と左側にあたる北部の崖という地形を対比すると、鮭の漁
場とニシンの漁場という特徴的な姿が見える。また、後背地に石狩平野を有する道央
の拠点ということがあらためて理解できる。（昭和 27 年）（石狩市蔵）
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参
入
漁
業
者
（
出
稼
人
）
の
競
争
に
よ
っ
て
、
鮭

漁
獲
高
が
増
大
し
、
石
狩
役
所
の
収
納
金
が
増
加
。

貴
重
な
財
源
が
確
保
さ
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

村
山
家
文
書
に
記
さ
れ
た

石
狩
改
革
と
「
直
䑺
」
を
読
み
解
く

村
山
家
文
書
か
ら
、
石
狩
改
革
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
た
石
狩
役
所
調
役
並
荒
井
金
助
が
、
三
名
の
箱

館
奉
行
に
送
っ
た
「
石
狩
改
革
と
直
䑺
に
関
わ
る
書

付
」
を
枠
内
【
資
料
１
】
と
し
て
、読
み
下
し
ま
す
。

重
要
な
点
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・　

石
狩
改
革
で
直
捌
に
し
た
の
で
、
荷
物
は
役
人

の
仕
事
と
し
て
売
り
さ
ば
く
。

【
資
料
１
】

西
蝦
夷
地
の
石
狩
場
所
改
革
で

　

荷
物
積
取
船
の
直
䑺
に
つ
い
て
伺
う
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井
金
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内
下
野
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀　

織
部
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
垣
淡
路
守

西
蝦
夷
地
の
石
狩
場
所
は
先
般
、
改
革
に
つ
い
て

申
し
上
げ
た
が
、
追
々
漁
法
を
改
正
し
出
稼
を
多

人
数
繰
込
み
、
新
し
い
漁
場
を
開
き
、
荷
物
を
取

り
捌
く
積
り
。
こ
れ
ま
で
西
蝦
夷
地
の
場
所
か
ら

出
た
出
荷
物
に
つ
い
て
は
、
松
前
と
江
差
両
港
で

仕
切
直
し
て
取
決
め
売
り
払
っ
て
き
た
が
、
今
般

の
改
革
に
な
っ
た
以
上
、
場
所
詰
役
の
仕
事
と
し

て
荷
物
を
取
り
捌
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ

ま
で
通
り
の
売
り
払
い
は
不
都
合
な
こ
と
が
あ
る
。

両
港
の
商
人
共
が
品
々
を
寄
船
と
申
し
合
わ
せ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
異
議
を
唱
え
、
格
外
に
下
落
さ

せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
土
地
（
石
狩
場
所
）

の
盛
衰
に
か
か
わ
る
。
差
し
あ
た
っ
て
石
狩
の
こ

と
は
秋
漁
荷
物
の
積
み
取
り
な
ら
び
に
色
々
な
仕

込
や
そ
の
ほ
か
差
支
え
も
あ
る
の
で
、
北
蝦
夷
地

御
直
場
所
（
樺
太
直
場
所
）
と
同
じ
よ
う
に
石
狩

場
所
荷
物
に
限
り
、
直
䑺
す
る
よ
う
に
し
た
い
。
御

直
場
所
（
樺
太
）
と
は
違
い
出
稼
人
共
に
漁
業
を
任

せ
て
は
い
る
が
、
場
所
詰
役
の
仕
事
と
し
て
出
荷
物

を
改
め
、
口
銭
を
取
り
立
て
松
前
伊
豆
守
へ
引
き
渡

す
様
に
し
た
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
（
年
）
秋
味
漁
の

積
取
荷
物
よ
り
直
䑺
が
で
き
る
よ
う
早
々
御
下
知
い

た
だ
き
た
く
、
伺
い
た
て
ま
つ
る
。
以
上

　
　

午
（
安
政
五
年
）　

四
月

【
資
料
２
】

石
狩
場
所
改
革
に
つ
い
て
伺
う
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

金
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城　
　

六
郎

直
䑺
手
数
料
に
関
し
て
は
松
前
沖
之
口
に
て
取
立
す

る
所
、
石
狩
よ
り
直
䑺
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
分

の
取
立
と
は
別
に
直
䑺
手
数
料
を
取
立
す
る
こ
と
は

行
わ
な
い
。

一　

同
所
（
石
狩
）
に
入
港
す
る
舩
々
は
秋
味
、鯡
、

そ
の
外
在
来
の
荷
物
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
通
り
、

役
銭
（
雑
税
）
を
松
前
伊
豆
守
へ
下
さ
る
積
り
で
、

そ
の
餘
り
の
新
規
に
取
り
開
く
産
物
の
積
み
取
り
舩

に
関
し
て
は
、
別
の
方
法
も
有
る
の
で
、
御
収
納
を

す
る
こ
と
が
然
る
べ
き
。

村山家文書「石狩改革の一件」
荒井金助が箱館奉行に提出した【資料 1】
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・　

松
前
や
江
差
の
商
人
が
価
格
に
異
議
を
唱
え
、

格
外
に
下
落
さ
せ
る
よ
う
な
事
が
あ
っ
て
は
困

る
。

・　

差
し
あ
た
っ
て
、
石
狩
場
所
荷
物
に
限
り
、
樺

太
同
様
の
直
䑺
に
し
て
ほ
し
い
。

・　

こ
ち
ら
で
口
銭
を
取
り
立
て
松
前
藩
に
引
き
渡

す
。

荒
井
金
助
に
よ
る
当
秋
味
漁
か
ら
と
い
う
直
䑺
の

願
い
は
、
次
の
書
付
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
た
だ
ち
に

認
め
ら
れ
、
こ
の
年
（
年
）
か
ら
石
狩
場
所
の
荷
物

を
取
り
扱
う
場
合
に
限
っ
て
、
本
州
船
籍
の
北
前
船

は
松
前
沖
ノ
口
役
所
を
通
ら
ず
に
直
接
石
狩
に
来
航

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

村
山
家
文
書
か
ら
、
石
狩
改
革
の
う
ち
直
䑺
に
関

す
る
も
う
一
点
の
記
録
を
枠
内
【
資
料
２
】
と
し
て
、

読
み
下
し
ま
す
。

こ
の
部
分
か
ら
も
、重
要
な
点
を
抜
き
出
し
ま
す
。

・　

石
狩
か
ら
直
䑺
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
本
来

手
数
料
は
松
前
沖
ノ
口
役
所
で
取
り
立
て
る
べ
き

で
あ
り
、
石
狩
役
所
が
別
に
、
直
䑺
手
数
料
と
い

う
名
目
で
徴
収
す
る
こ
と
は
行
わ
な
い
。

・　

鮭
や
ニ
シ
ン
の
役
銭
（
雑
税
）
は
、
石
狩
役
所

が
預
か
り
従
来
ど
お
り
松
前
藩
に
渡
す
。（
こ
の

こ
と
は
直
䑺
後
の
直
捌
品
販
路
確
立
に
よ
っ
て
建

て
前
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
）

・　

そ
の
ほ
か
の
新
規
産
物
の
役
銭
（
雑
税
）
は
、

石
狩
役
所
で
収
納
す
る
。

結
果
的
に
は
、
石
狩
役
所
で
使
用
す
る
物
資
の
運
搬

や
、石
狩
で
の
新
規
開
墾
に
要
す
る
資
材
に
つ
い
て
は
、

石
狩
役
所
扱
い
と
し
て
、
船
役
銭
の
徴
収
を
行
わ
な
い

こ
と
と
し
て
、
商
船
の
往
来
を
奨
励
し
ま
し
た
。

北
前
船
「
直
䑺
」
の

石
狩
に
お
け
る
独
自
性
と
影
響
と
は
？

文
化
四
年
（
１
８
０
７
）
か
ら
文
政
四
年
（
１
８

２
１
）
に
行
っ
た
第
一
次
の
幕
府
蝦
夷
地
直
轄
に
際

し
て
、
幕
府
は
、
松
前
藩
を
東
北
の
梁や
な
が
わ川
に
転
封
し

て
北
海
道
か
ら
排
除
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
対
し
て
、

第
二
次
幕
府
直
轄
で
は
、
松
前
地
が
縮
小
さ
れ
た
も

の
の
、
松
前
藩
は
北
海
道
に
残
さ
れ
る
の
で
、
道
南

二
港
以
外
へ
の
西
蝦
夷
地
へ
の
松
前
藩
の
来
航
禁
止

は
有
効
で
し
た
。（
箱
館
が
幕
府
天
領
、
開
港
場
に

な
っ
た
た
め
一
湊
減
）、
規
則
に
従
え
ば
、
石
狩
場

所
か
ら
の
出
荷
物
を
積
ん
で
航
行
す
る
船
は
松
前
の

沖
ノ
口
役
所
に
立
ち
寄
り
、
口
銭
を
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
石
狩
役
所
は
、
石
狩
場

所
に
来
航
す
る
船
に
限
っ
て
口
銭
徴
収
を
代
行
す
る

こ
と
で
、
松
前
沖
ノ
口
役
所
に
寄
ら
ず
、
直
接
、
石

狩
と
本
州
の
港
を
結
ぶ
こ
と
を
認
め
た
わ
け
で
す
。

一
方
、
安
政
二
年
（
１
８
５
５
）
に
蝦
夷
地
警
備

を
命
ぜ
ら
れ
、
安
政
六
年
（
１
８
５
９
）
に
な
っ
て

警
備
地
の
一
部
を
領
地
と
し
て
下
賜
さ
れ
た
庄
内

藩
、
秋
田
藩
等
の
東
北
諸
藩
は
、
新
領
地
（
庄
内
藩

で
は
ハ
マ
マ
シ
ケ
）
か
ら
石
狩
場
所
同
様
の
直
䑺
を

行
い
ま
し
た
が
、
松
前
藩
主
松
前
嵩
広
が
こ
れ
を
禁

ず
る
請
願
を
行
い
、
幕
府
は
こ
れ
を
受
け
て
、
万
延

元
年
（
１
８
６
０
）
に
従
来
通
り
松
前
と
江
差
を
経

由
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

直
䑺
は
こ
の
よ
う
に
石
狩
場
所
に
限
定
し
た
措
置

で
し
た
。
こ
れ
は
石
狩
場
所
に
限
定
し
て
場
所
請
負

制
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
と
同
様
の
、
石
狩
改
革
に
よ

る
特
例
的
措
置
で
あ
り
、
北
海
道
の
近
代
海
運
史
の

中
で
石
狩
は
他
の
地
域
と
一
線
を
画
す
独
自
性
を
持

つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幕
府
は
、石
狩
役
所
の
収
入
を
確
保
す
る
た
め
に
、

直
䑺
に
よ
っ
て
商
船
の
往
来
を
推
奨
し
、
さ
ら
に
、

直
捌
品
を
販
売
す
る
産
物
会
所
を
江
戸
、
大
坂
、
堺

な
ど
に
整
備
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
実
際
に
多
大
な

利
益
を
確
保
し
ま
し
た
。
改
革
初
年
か
ら
二
千
五
百

両
程
度
の
利
益
が
あ
り
、
元
治
か
ら
慶
応
年
間
（
１

８
６
４
～
１
８
６
８
）
に
い
た
る
と
、
年
一
万
五
千

両
か
ら
二
万
両
の
利
益
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

財
政
難
に
あ
え
い
で
い
た
幕
末
の
幕
府
に
と
っ
て
貴

重
な
財
源
と
な
り
ま
し
た
。
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石
狩
役
所
の
設
置
と
石
狩
改
革
に
よ
っ
て
、
石
狩

の
人
口
は
急
激
に
増
加
し
、
市
街
地
が
形
成
さ
れ
ま

し
た
。
石
狩
川
河
口
は
、
冬
期
間
凍
結
に
よ
っ
て
利

用
で
き
な
い
難
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
に
見
た
石

狩
御
用
留
・
入
船
覚
や
写
真
か
ら
、
二
十
三
反
帆
の

千
石
級
和
船
か
ら
洋
式
船
、
さ
ら
に
汽
船
ま
で
が
入

津
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
石
狩
は
幕
末
期
か
ら

明
治
初
期
に
道
央
の
中
核
港
の
機
能
を
持
っ
て
、
地

域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

当
時
、「
石
狩
之
儀
は
打
ち
開
き
候
場
所
に
て
通

路
も
有
之
、
蝦
夷
第
一
の
地
勢
に
て
、
兼
々
厚
き
見

込
も
有
之
候
処
」
と
幕
府
か
ら
評
価
さ
れ
、
石
狩
役

所
に
よ
り
石
狩
は
蝦
夷
地
開
拓
政
策
を
進
め
る
中
核

と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
核
都
市
が
道
央
に

実
際
に
建
設
さ
れ
た
の
は
、
開
拓
使
に
よ
る
明
治
四

年
（
１
８
７
１
）
の
札
幌
本
府
建
設
に
よ
っ
て
で
あ

り
、
幕
藩
体
制
の
下
で
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

わ
け
で
す
が
、
石
狩
役
所
開
設
と
石
狩
改
革
が
行
わ

れ
た
石
狩
の
独
自
性
の
背
景
と
し
て
、
将
来
の
中
核

都
市
建
設
が
見
越
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

札幌発・北前船情報ラジオ番組
「電波でつなぐ北前船・

チェンバリスト明楽みゆきの浪漫紀行」を聴こう！

　37 ページで紹介した、北前船に関心をお

持ちの方にぜひ聴いていただきたい札幌在

住の明
あ け ら

楽みゆきさんによる FM 番組の情報

です。

　チェンバロの演奏家として活躍されて

きた明楽さんは、近江出身の北前船主・

増
ま す だ り へ え

田利兵衛の家系であることから、北前船

に強い関心を持つようになり、現代版北前

船プロジェクトを立ち上げ、演奏旅行とあ

わせながら講演を行い、全国の関係者と精

力的に交流されています。

　詳しい番組情報は、明楽さんの応援団・矢

竹考司さん（赤穂市坂
さ こ し

越）のブログで入手で

きます。「すすめ

北前船」で、 検

索してください。

番組内容と視聴

方法を知ること

ができます。

日本遺産登録を目指していた平成 30 年 2 月に、石狩市の
花川北中学校で行った出前授業で。左から明楽さん、小樽
商大高野宏康先生、私。この日、明楽さんはチェンバロも
演奏された。私はこのことを番組でお話させていただいた。
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不自然な「どんぐり型」になったのは
　「独占企業」松前藩の出港税が原因！

ジオラマの北前船を上から見ると、前方が

幅広でずんぐりした形になっています。

船の石
こくすう

数は、本来、実線青の腰
こしあてふなばり

当船梁の幅と

実線緑の深さに点線赤の航
かわら

（底にある平型竜骨）

の長さをかけて測りますが、荷物を積んでいる

と点線赤を測れないため、松前藩では、航に替え

て実線赤の長さから石高（素
すまじゃく

間尺）を測りました。

中間港と違って、独占経営ができる松前藩

の出港税は過酷でした。また、沖ノ口役所は、

実際の積荷高を調べずに、安易に素間尺で課税

したため、船主たちは、素間尺が小さいまま、

若いころ、出身地宿
しゅくねぎ

根木で、千石船（白山丸）
復元に携わった現・佐渡市立博物館館長の高
藤一郎平さんに、復元の根拠となった平面を
含む板図データを提供していただいた。

　 佐 渡 の 板 図 と 白 山
丸 実 測 値 を ベ ー ス に
JWCAD で、筆者が作
成した設計図。

●が帆柱を支え、本来
は最大幅の腰当船梁。

実際の積荷高を増やすように新造船の形を変え

ました。下図の実線青を短くして、緑を浅くし、

前方の点線青を広げ実線赤を短くする方法です。

その結果、18 世紀後期以降、北前船は、「ど

んぐり」と称される他地方の弁財船とは明ら

かに異なる外見を持つようになり、積載量は、

幕末で 5 割増しが普通になりました。

その結果、航行速度が犠牲になり、大波に対

して浸水しやすい危険な弱点が生じました。

この傾向は沖ノ口役所が廃止された明治期

に一層強まり、中期には７割増しが一般化し、

中には９割増しという船まで現れました。欠

点を知りつつも、商品の積載量を重視する買

積経営の要求に合致する船形だったからです。

●

制作風景

蹴上げ船梁
二番船梁

航

腰当船梁

腰当船梁
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東
の
横
綱
・
村
山
伝
兵
衛
の
足
跡

松
前
藩
時
代
に
石
狩
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
？

松
前
藩
時
代
の
三
港
以
北
の
蝦
夷
地
を
、

北
前
船
の
空
白
時
代
、
空
白
地
域
と
す
る
の
か
、

明
治
以
降
の
北
前
船
と
の
連
続
性
に
目
を
向
け
て
、
そ
の
前
史
と
と
ら
え
る
か
！

松
前
藩
時
代
に

蝦
夷
地
で
行
わ
れ
て
い
た
生
産
と
海
運

北
前
船
に
つ
い
て
、
本
稿
の
初
め
に
「
江
戸
中
期

か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
、
大
阪
（
江
戸
時
代
は
大

坂
）
を
基
点
に
北
海
道
ま
で
の
日
本
海
を
帆
装
に

よ
っ
て
航
行
し
た
買
積
を
特
徴
と
す
る
商
船
で
す
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
松
前
藩
は
、
運
上
金
を
確
実
に
徴
収

し
自
藩
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
、
沖
ノ
口
役
所

を
置
い
た
福
山
（
松
前
）、
箱
館
、
江
差
の
松
前
三

港
以
外
に
北
前
船
が
入
港
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま

し
た
」
と
い
う
、
北
海
道
独
自
の
事
情
に
つ
い
て
も

説
明
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
二
点
か
ら
、
松
前
藩
の
時
代
に
、
道
南
の
松

前
三
港
以
北
の
蝦
夷
地
と
い
わ
れ
た
小
樽
や
石
狩
、

留
萌
な
ど
に
原
則
と
し
て
、
北
前
船
が
往
来
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
例
外
は
、
松
前
商
人
の
雇

船
と
い
う
立
場
で
運
搬
を
行
う
こ
と
と
、
幕
府
が
認

め
た
直
䑺
に
よ
る
石
狩
と
樺
太
へ
の
入
港
で
し
た
。

松
前
藩
時
代
の
三
港
以
北
の
地
域
を
、
北
前
船
の

空
白
時
代
、
空
白
地
域
と
し
て
し
ま
う
の
か
、
あ
る

い
は
、
明
治
以
降
の
北
前
船
と
の
連
続
性
に
目
を
向

け
て
、
そ
の
前
史
と
と
ら
え
る
か
は
、
重
要
な
課
題

に
な
り
ま
す
。

本
章
で
は
、
松
前
藩
時
代
、
三
港
以
北
の
主
に
西

蝦
夷
地
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
生
産
と
海
運
が
行

わ
れ
て
い
た
か
を
、
石
狩
を
対
象
と
し
て
明
ら
か
に

し
、
そ
の
歴
史
的
な
意
義
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し

ま
す
。

石
狩
に
残
る
松
前
藩
時
代
の

笏
谷
石
の
狛
犬
と
白
御
影
石
の
鳥
居

日
本
遺
産　

北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
で
あ
る

石
狩
市
の
八
点
の
構
成
文
化
財
に
、
福
井
の
笏
し
ゃ
く
た
に
い
し

谷
石

で
作
ら
れ
た
石
狩
弁
天
社
の
狛
犬
と
、
瀬
戸
内
か
ら

運
ば
れ
た
白
御
影
石
で
作
ら
れ
た
石
狩
八
幡
神
社
の

5

石狩弁天社の狛犬
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鳥
居
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
点
は
第
二
次
申
請
に
よ
っ
て
、
令
和
元
年

五
月
に
日
本
遺
産　

北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
構

成
文
化
財
に
追
加
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
次
の
申
請
を
し
た
市
の
担
当
者
に
よ
る
と
、

こ
の
二
点
を
申
請
し
な
か
っ
た
理
由
は
「
明
治
以
前

の
文
化
財
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
松
前
藩
は
、
運
上
金
を
確
実
に

徴
収
し
自
藩
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
、
沖
ノ
口

役
所
を
置
い
た
福
山
（
松
前
）、
箱
館
、
江
差
の
松

前
三
港
以
外
に
北
前
船
が
往
来
す
る
こ
と
を
禁
じ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
禁
令
に
よ
っ
て
、
小
樽
や
石
狩
、

留
萌
な
ど
に
北
前
船
の
姿
を
見
る
こ
と
は
原
則
と
し

て
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
す
。
明
治
二
年（
１
８
６
９
）

に
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
松
前
藩
が
な
く
な
り
、
翌
三
年

（
１
８
７
０
）
ま
で
に
開
拓
使
が
沖
ノ
口
役
所
を
廃
止

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
前
船
は
自
由
に
北
海
道
の
各

港
に
航
行
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
事
情
を
考
え
る
と
、「
北
前
船
が
来
航
で
き

な
い
時
代
か
ら
石
狩
に
存
在
し
た
文
化
財
を
、
北
前

船
の
構
成
文
化
財
と
し
て
申
請
す
る
こ
と
の
難
し

さ
」
は
、
十
分
に
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
前
藩
時
代
、

広
い
範
囲
で
活
躍
し
て
い
た
場
所
請
負
人

し
か
し
、松
前
藩
時
代
、蝦
夷
地
の
場
所
請
負
人
は
、

実
際
に
は
非
常
に
広
範
囲
に
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
事
情
に
つ
い
て
、
北
前
船
の
経
済
的
役
割
に

つ
い
て
大
き
な
研
究
成
果
を
残
し
て
い
る
慶
応
大
学

の
中な
か
に
し
さ
と
し

西
聡
教
授
が
北
海
道
大
学
の
助
教
授
時
代
の
研

究
を
後
に
整
理
し
て
発
刊
さ
れ
た
「
北
前
船
の
近
代

史
・
海
の
豪
商
た
ち
が
残
し
た
も
の
」
か
ら
、
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
場
所
請
負
人
は
、
請
け
負
っ
た
場
所
で
漁
業
を

行
っ
た
り
、
請
け
負
っ
た
場
所
へ
本
州
な
ど
（
本

州
・
四
国
・
九
州
）
の
産
物
を
運
ん
で
ア
イ
ヌ
と
交

易
し
、
ま
た
漁
獲
物
は
松
前
藩
城
下
や
箱
館
湊
・
江

差
湊
へ
運
ん
で
、
北
前
船
な
ど
に
販
売
し
た
。
松
前

藩
城
下
の
福
山
湊
や
箱
館
湊
・
江
差
湊
の
み
が
本
州

方
面
と
の
交
易
湊
と
さ
れ
た
た
め
、
場
所
請
負
人
は

こ
れ
ら
三
湊
に
拠
点
を
置
く
商
人
で
あ
っ
た
が
、
本

拠
を
本
州
な
ど
に
持
ち
、
三
湊
に
支
店
を
置
い
て
大

上　 令 和 元 年 7 月 の「 北 前
船子ども交流拡大プロジェ
クト」で、瀬戸内から運ば
れた八幡神社の白御影石の
鳥居を調査する石狩小学校
の子どもたち。文化 10 年

（1813）の刻字が見える。
下　石材は、船を安定させ

る重しとして運ばれ、朽
ちることなく今に残る。
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寛
政
十
一
年
（
１
７
９
９
）
に
幕
府
が
東
蝦
夷

地
を
直
轄
し
て
か
ら
、
塩
引
鮭
が
大
量
に
生
産
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
太
平
洋
を
通
る
東
廻
り
航
路

に
よ
っ
て
、
各
場
所
か
ら
仙
台
、
水
戸
、
江
戸
な

ど
へ
直
接
積
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
江

戸
は
塩
引
鮭
の
一
大
市
場
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

傾
向
は
、
幕
府
が
蝦
夷
地
の
直
轄
を
や
め
た
、
松

前
藩
復
領
後
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
蝦
夷
地
の
鮭
が
江
戸
の
市
場
を
開
拓
し
た

後
、
日
本
海
産
の
鮭
も
江
戸
に
出
荷
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
松
前
町
史
は
、「
蝦
夷
国
私
記
」

か
ら
、
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。「
鮭
は
石
狩
川
よ
り
取
る
魚
な
り
。
風
味
極

上
に
し
て
値
段
一
倍
高
値
の
品
な
り
」

こ
の
鮭
を
運
ん
で
い
た
重
要
な
手
段
と
し
て
、

中
西
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
場
所
請
負
人
の
手
船

が
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
一
例
と
し
て
、
現
在
石
狩
市
の
一
部

に
な
っ
て
い
る
浜
益
と
そ
の
北
に
隣
接
す
る
増ま
し

毛け

場
所
な
ど
の
請
負
人
で
あ
っ
た
伊だ

て

り

ん

え

も

ん

達
林
右
衛
門
の

文
政
三
（
１
８
２
０
）
年
九
月
十
日
の
日
記
を
紹

介
し
ま
す
。

「
私
手
船
（
徳
宝
丸
、
伊
勢
丸
、
大
楽
丸
）
塩

鮭
積
入
年
々
江
戸
廻
ニ
仕
リ
、
去
々
丑
寅
卯
三
ヶ

年
霊
岸
島
御
会
所
お
ゐ
て
願
之
通
御
売
捌
方
仰
セ

ラ
レ
、
有
リ
難
キ
仕
合
ニ
存
ジ
奉
候
。」

三
艘
の
手
船
に
よ
っ
て
、
塩
鮭
を
江
戸
に
積
み

出
し
て
い
た
こ
と
、
箱
館
奉
行
管
轄
下
の
江
戸

霊れ
い
が
ん
じ
ま

岸
島
会
所
を
通
じ
て
塩
鮭
の
売
捌
き
に
あ
た
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
伊
達
林
右
衛
門
が
、
江

戸
で
販
売
し
た
塩
鮭
の
数
量
は
、「
伊
達
家
文
書

を
読
む
・
試
論
伊
達
林
右
衛
門
」
を
著
さ
れ
た
加

納
信
美
氏
が
、
年
度
毎
に
売
り
先
、
金
額
を
詳
細

に
分
析
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
石
狩
の
村
山
伝
兵
衛
が
得
た
利
益
も
伊

達
林
右
衛
門
と
同
様
に
手
船
に
よ
る
塩
鮭
の
江
戸

へ
の
輸
送
と
販
売
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
村
山
家
の
場
合
、
石
狩
川
と
い

う
鮭
の
大
産
地
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
所
有
す
る

手
船
の
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
伊
達
家
に
も
増
し

た
利
益
を
上
げ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
膨
大
な
村
山
家
文
書
か
ら
、
加
納
氏

の
よ
う
な
詳
細
な
分
析
を
行
う
作
業
に
は
着
手
で

き
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
。

場
所
請
負
人
手
船
活
躍
の
例

伊だ

て

け
達
家
文
書
か
ら

東廻りの歴史を伝える「石狩弁天社礼
ら い は い き

拝器」　

上　弁天社に残る礼拝器（手洗石）には「弘化 2 年（1845）
石工水府港大内石可」と刻まれている。「水府港」とは、
水戸の那

な か が わ

賀川河口の港であり、作者は水戸藩御用石工の大
内石可である。石狩と水戸藩のつながりを示す、場所請負
人手船による「弁財船遺物」ということができる。　

下　令和元年 7 月 23 日、茨城県ひたちなか市の小学校 5 年
生・6 年生の 216 名が洋上学習の一環で石狩市の本町地区
を訪れ、石狩小学校の児童と交流した。元禄元年（1688）
に水戸光圀が快風丸を石狩に派遣し、塩引鮭１万本を積み
帰ったことをきっかけに、水戸と石狩は深いつながりを
持っている。ひたちなか市小学生の洋上研修もその流れの
中で実施される事業である。
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規
模
に
場
所
請
負
を
行
っ
た
商
人
も
存
在
し
、
特
に

近
江
国
に
本
拠
を
置
く
近
江
商
人
と
、
十
八
世
紀
末

に
北
海
道
に
進
出
し
た
江
戸
商
人
が
大
き
な
地
位
を

占
め
た
。
こ
れ
ら
の
商
人
は
、
江
戸
・
大
坂
な
ど
に

本
店
・
支
店
を
設
け
、
自
ら
多
数
の
船
を
所
有
し
て

北
海
道
産
物
を
自
分
の
船
で
本
州
な
ど
の
主
要
湊
に

運
ん
で
販
売
し
、
生
産
と
輸
送
と
消
費
地
で
の
販
売

を
一
貫
し
て
行
う
垂
直
統
合
経
営
を
行
っ
た
。

（
中
略
）
江
戸
時
代
の
北
海
道
で
の
場
所
請
負
制

で
は
、
大
規
模
な
場
所
請
負
人
は
い
ず
れ
も
手
船
を

所
有
し
て
、
場
所
産
物
を
手
船
で
江
戸
・
大
坂
・
近

江
国
な
ど
へ
運
ん
で
販
売
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に

場
所
経
営
と
手
船
経
営
は
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。」

こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
手
船
を
所
有
し
て
、
場
所
産

物
を
手
船
で
江
戸
・
大
坂
・
近
江
国
な
ど
へ
運
ん
で

販
売
し
て
い
た
」
と
い
う
場
所
請
負
人
は
、
石
狩
に

お
い
て
は
百
五
十
年
に
わ
た
っ
て
石
狩
場
所
を
経
営

し
た
村
山
家
で
し
た
。

最
盛
期
と
い
わ
れ
る
時
代
の
三
代
目
村
山
伝
兵
衛

は
『
日
本
長
者
鑑
』
と
い
う
長
者
番
付
で
、「
西
の

鴻こ
う
の
い
け
ぜ
ん
え
も
ん

池
善
右
衛
門
と
並
ぶ
東
の
横
綱
」
と
称
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
、
村
山
家
は
、
百
二
艘
の
手
船
を
所
有
し
て

い
ま
し
た
。
村
山
家
手
船
「
彦
久
丸
」
を
松
前
藩
家
老

で
、
夷い
し
ゅ
う
れ
つ
ぞ
う

酋
列
像
作
者
と
し
て
名
高
い
蠣
崎
波
響
が
描
い

た
掛
軸
が
村
山
家
文
書
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
以
前
の
石
狩
は
、
一
般
的
な
定
義
の
北
前
船

の
影
響
が
及
ぶ
地
域
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
蝦

夷
地
の
中
で
は
、
重
要
な
地
域
で
し
た
。
場
所
請
負

人
手
船
が
活
躍
し
た
時
代
を
、
北
前
船
前
史
に
位
置

付
け
る
こ
と
で
、
地
域
の
経
済
史
と
海
運
史
の
連
続

性
が
は
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

東
の
横
綱
　
場
所
請
負
人

村
山
伝
兵
衛
の
足
跡

北
海
道
は
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
と
呼
ば
れ
る
先
住
民
族
ア

イ
ヌ
の
天
地
で
し
た
。
自
然
と
共
に
生
き
る
生
活
を
基

本
と
し
た
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
と
っ
て
、
漁
業
は
生
き
る

た
め
に
必
要
な
食
料
を
授
か
る
営
み
で
し
た
。

和
人
は
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
を
蝦
夷
地
と
呼
び
、
交
易

を
行
い
、
や
が
て
、
移
住
し
て
集
落
を
形
成
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
松
前
藩
に
つ
な
が
る

蠣か
き
ざ
き
し

崎
氏
も
道
南
に
集
落
を
形
成
し
た
豪
族
で
し
た
。

本
州
と
の
交
易
に
視
点
を
当
て
て
、
地
域
史
の
大

き
な
変
化
を
見
る
な
ら
、
成
立
し
た
ば
か
り
の
松
前

藩
が
慶
長
九
年
（
１
６
０
４
）
に
徳
川
家
康
か
ら
授

け
ら
れ
た
黒
印
の
制
書
の
「
諸
国
よ
り
松
前
へ
出
入

り
の
者
共
、
志
摩
守
に
相
断
ら
ず
に
夷
仁
と
直
商
売

仕
候
儀
は
曲
事
な
る
べ
き
事
」
と
い
う
項
に
注
目
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

幕
府
か
ら
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
の
交
易
権
を
公
認

さ
れ
た
松
前
藩
は
、
蝦
夷
地
を
商
あ
き
な
い
ば場

と
し
て
細
か
く

区
切
り
、
各
地
の
交
易
権
を
藩
士
に
知
行
と
し
て
下

知
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
八
世
紀
初
め
こ
ろ
に

な
る
と
、
松
前
藩
士
は
商
場
の
交
易
権
を
和
人
商

人
に
預
け
て
し
ま
い
、
運
上
金
だ
け
を
受
け
取
る

場ば
し
ょ
う
け
お
い
せ
い

所
請
負
制
が
一
般
化
し
て
い
き
ま
す
。
場
所
請
負

制
の
下
で
は
、
商
人
が
運
上
金
の
負
担
と
利
益
の
追
求

の
た
め
に
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
を
使
役
し
て
漁
業
と
交
易

の
拡
大
に
努
め
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
き
ま
す
。

石
狩
は
、
蝦
夷
地
最
大
の
河
川
で
あ
る
石
狩
川
の

河
口
に
位
置
す
る
要
地
で
あ
り
、
藩
主
が
直
轄
地
と

し
て
い
ま
し
た
。
一
時
的
な
例
外
の
時
期
を
除
き
約

百
五
十
年
に
わ
た
っ
て
、
藩
主
か
ら
村
山
家
が
石
狩

場
所
を
請
け
負
っ
て
い
ま
し
た
。

初
代
村
山
伝
兵
衛
は
、
能
登
国
羽は
く
い咋

郡
安あ

ぶ

や
部
屋
村

（
現
石
川
県
羽
咋
郡
志し
か
ま
ち

賀
町
安あ

ぶ

や
部
屋
）
出
身
で
、
十

代
後
半
に
松
前
に
渡
り
、
城
下
で
商
業
活
動
を
開
始

場所請負人・村山家の手船
「彦久丸」の絵図
（村山家文書より）
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し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
前
藩
御
座
船
船

頭
の
養
子
と
な
っ
て
城
下
に
籍
を
持
ち
、

藩
御
用
の
廻
船
業
を
営
み
ま
し
た
。
順
調

に
家
業
を
発
展
さ
せ
、
宝
永
三
年
（
１
７

０
６
）
か
ら
、
石
狩
場
所
を
請
負
い
、
後

に
宗
谷
・
苫
前
、
留
萌
場
所
の
請
負
い
地

を
広
げ
ま
し
た
。
初
め
五
隻
の
船
を
所
有
し

て
、
い
つ
か
は
十
五
艘
の
船
を
持
つ
ま
で
に

な
り
た
い
と
願
っ
て
、
屋
号
を
〇
十
五
と
し

た
初
代
伝
兵
衛
は
、
晩
年
に
は
二
十
六
艘
の

手
船
を
持
つ
ま
で
に
村
山
家
を
繁
栄
さ
せ
ま

し
た
。

村
山
家
が
勢
力
を
拡
大
し
た
の
は
三
代

目
・
伝
兵
衛
の
時
代
で
す
。
宝
暦
七
年（
１

７
５
７
）
に
二
十
一
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、

祖
父
が
築
い
た
廻
船
業
と
石
狩
な
ど
の
請

負
い
を
基
礎
に
藩
主
・
有
力
家
臣
の
商
場

請
負
い
を
拡
大
し
、
有
力
請
負
人
と
し
て

　令和元年５月の北前船寄港地旅行中、
村山家十代目にあたる村山耀一郷土研会
長から、「輪島に居て可能なら、隣町に
あるうちの菩提寺で山丹錦の袈裟の写真
を撮ってきてほしい」と頼まれた。
　歴史を飛び越えたような貴重な経験に
なった。

さ
れ
、
現
在
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、寛
政
元
年
（
１
７
８
９
）
の
ク
ナ
シ
リ
・

メ
ナ
シ
の
戦
い
の
後
、
飛
騨
屋
久
兵
衛
を
罷
免
し
た

松
前
藩
は
、東
蝦
夷
地
を
藩
主
直
轄
と
し
た
う
え
で
、

実
務
を
伝
兵
衛
に
請
け
負
わ
せ
ま
し
た
。
戦
後
の
混

乱
を
巧
み
に
収
め
た
伝
兵
衛
は
、
問
屋
株
を
取
得
し
、

城
下
筆
頭
の
豪
商
の
地
位
を
確
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

カ
ラ
フ
ト
に
運
上
屋
を
置
き
、
藩
主
直
営
と
し
た
松
前

藩
は
、
カ
ラ
フ
ト
場
所
請
負
を
伝
兵
衛
に
命
じ
ま
し
た
。

三
代
目
村
山
伝
兵
衛
は
、
五
十
五
歳
ま
で
に
三
十

五
場
所
を
経
営
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
伝
兵
衛
の
持

ち
船
は
百
二
艘
、
松
前
藩
へ
の
運
上
金
は
、
一
年
で

二
千
五
百
両
に
お
よ
び
ま
し
た
。

三
代
目
伝
兵
衛
隠
居
の
後
、
文
化
二
年
（
１
８
０

５
）
か
ら
、
村
山
家
を
実
質
的
に
継
い
だ
の
が
孫
の

六
代
目
伝
兵
衛
（
直
之
）
で
す
。
祖
父
に
続
い
て
問

屋
株
を
得
て
有
力
商
人
と
し
て
の
地
位
を
保
ち
ま
し

三代目村山伝兵衛が、
松前藩主から賜った
山丹錦による「七條の袈裟」

（石川県志賀町西念寺所蔵）

急
成
長
し
ま
し
た
。
安
永
二
年
（
１
７
７
３
）
に
は
、

藩
命
で
カ
ラ
フ
ト
漁
場
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
功
に

よ
っ
て
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
町
奉
行
兼
町
年
寄
り
に

な
る
と
共
に
、
松
前
家
十
三
世
藩
主
通
広
か
ら
山
丹

錦（
蝦
夷
錦
）を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
山
丹
錦
で
作
っ

た
「
七
條
の
袈け

さ裟
」
は
初
代
伝
兵
衛
の
父
伝
太
夫
の

五
十
回
忌
に
、
菩
提
寺
安
部
屋
村
の
西さ
い
ね
ん
じ

念
寺
に
寄
進
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た
。
文
化
十
二
年
（
１
８
１
５
）
に
は
、
海
岸
部
だ

け
で
な
く
石
狩
川
上
流
域
を
含
む
石
狩
十
三
場
所
を

一
括
し
て
請
負
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
祝
っ
て
村
山
家

で
は
石
狩
弁
天
社
を
再
興
し
守
り
神
と
し
ま
し
た
。

幕
末
期
の
弘
化
二
年
（
１
８
４
５
）
に
石
狩
川
が

氾
濫
し
て
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
時
に
、
漁
業
部
・
村

山
伝
次
郎
は
越
後
か
ら
治
水
に
長
じ
た
者
十
名
を
雇

い
十
年
を
か
け
て
修
築
に
当
た
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

「
石
狩
川
治
水
」
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
安

政
元
年
（
１
８
５
４
）
ま
で
石
狩
川
渡
船
を
請
負
い
、

安
政
二
年
（
１
８
５
５
）
ま
で
に
石
狩
―
札
幌
間
と
石

狩
―
銭ぜ
に
ば
こ函

間
の
新
道
の
開
削
、安
政
五
年
（
１
８
５
８
）

に
は
星
置
―
島
松
間
の
道
路
の
開
削
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
銭
函
―
札
幌
―
千
歳
間
の
札
幌
越
え
の

道
路
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

村山家が
幕府に献上した塩鮭の箱。
丸十五の家印が残る。
　　　　　

松
前
藩
時
代
か
ら
盛
ん
だ
っ
た

石
狩
の
鮭
漁
と
ニ
シ
ン
漁

次
に
松
前
藩
時
代
の
、
石
狩
に
お
け
る
漁
業
の
状

況
を
、
鮭
漁
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

松
前
地
方
は
も
と
も
と
鮭
の
漁
獲
が
少
な
く
、
他

の
場
所
は
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
蝦
夷
地

に
お
け
る
大
規
模
な
鮭
漁
は
、
大
河
石
狩
川
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

元
禄
元
年
（
１
６
８
８
）
に
は
水
戸
光
圀
が
快
風

丸
を
石
狩
に
派
遣
し
、
塩
引
一
万
本
を
積
載
し
た
と

記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
石
狩
の
鮭
は
、
東
北
だ
け
で
な
く
、
販

路
を
水
戸
や
江
戸
に
も
広
げ
る
こ
と
に
な
り
、
場
所

請
負
人
の
手
船
に
よ
っ
て
、
津
軽
海
峡
か
ら
太
平
洋

を
回
っ
て
出
荷
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

石
狩
場
所
に
お
け
る
鮭
の
漁
獲
の
記
録
は
、
39
～

40
ぺ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
通
り
、
寛
政
期
に
年
平
均
一

万
二
千
石
。
宝
暦
二
年
（
１
７
５
２
）
は
三
万
七
千

石
。
寛
政
十
年
（
１
７
９
８
）
に
は
、
石
狩
場
所
で

一
万
二
千
石
、
厚
田
場
所
と
浜
益
場
所
で
そ
れ
ぞ
れ

千
五
百
石
、
シ
コ
ツ
で
二
千
石
と
な
っ
て
お
り
、
村

山
家
の
経
済
的
繁
栄
の
基
盤
を
作
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
松
前
藩
時
代
の
ニ
シ
ン
漁
に
つ
い
て
見

て
い
き
ま
す
。

松
前
藩
は
、
元
禄
年
間
（
１
６
８
８
～
１
７
０

３
）
こ
ろ
ま
で
は
、
松
前
地
の
漁
民
が
蝦
夷
地
に
出

漁
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
し
た
。
安
永
年
間
（
１

７
７
２
～
１
７
８
０
）
こ
ろ
か
ら
二
十
年
以
上
に
わ

た
り
、
松
前
か
ら
江
差
に
か
け
て
の
松
前
地
が
著
し

い
不
漁
と
な
る
と
、
松
前
藩
は
漁
民
が
瀬せ
た
な棚
か
ら

歌う
た
す
つ棄

ま
で
の
西
蝦
夷
地
近
場
所
へ
出
漁
す
る
こ
と
を

認
め
、こ
の
地
の
漁
業
が
発
達
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
地
域
で
も
不
漁
に
な
る
と
、
松
前
藩
は
寛
政
五

年
（
１
７
９
３
）
に
、
石
狩
ま
で
の
出
漁
を
認
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
磯い
そ
や谷

か
ら
小
樽
、
石
狩
の
各

場
所
に
は
、
漁
民
の
小
屋
が
増
加
し
ま
し
た
が
、
場

所
請
負
人
も
漁
夫
を
雇
い
大
規
模
な
ニ
シ
ン
漁
を
営

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
松
前
時
代
の
初
期
は
「
刺

網
」
を
用
い
た
漁
法
で
し
た
が
、
場
所
請
負
人
が
ニ

シ
ン
漁
に
乗
り
出
し
た
寛
政
年
間
か
ら
は
、
大
規
模

な
「
ざ
る
網
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
嘉
永
二
年
（
１
８
４
９
）
に
、
歌
棄

で
「
行ゆ
き
な
り
あ
み

成
網
」
と
い
う
定
置
網
が
工
夫
さ
れ
、
ニ
シ

ン
の
漁
獲
高
は
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
で
、
三
代
目
伝
兵
衛
の
時
代
に
、

村
山
家
の
利
益
は
六
万
両
、
藩
に
収
め
る
運
上
金
が

二
千
五
百
両
に
上
り
、
藩
に
対
す
る
経
済
的
な
貢
献

な
ど
に
よ
っ
て
三
代
目
伝
兵
衛
は
、
苗
字
帯
刀
を
許

道の駅ジオラマから
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さ
れ
、
長
者
番
付
で
、「
西
の
鴻
池
善
右
衛
門
と
並

ぶ
東
の
横
綱
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
安
政
二
年
（
１
８
５
５
）
に
、
ロ
シ
ア

の
南
下
に
危
機
感
を
も
っ
て
再
度
蝦
夷
地
を
直
轄
と

し
た
幕
府
は
、
松
前
藩
と
の
結
び
つ
き
が
強
大
な
村

山
家
の
影
響
力
を
排
除
す
る
た
め
に
、安
政
五
年（
１

８
５
８
）
に
、
幕
府
石
狩
役
所
に
よ
る
石
狩
改
革
を

行
い
、
石
狩
の
場
所
請
負
を
他
地
域
に
先
行
し
て
廃

止
し
、
村
山
家
は
場
所
請
負
人
を
罷
免
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。（
詳
細
は
45
ペ
ー
ジ
）

さ
て
、
場
所
請
負
人
の
時
代
に
、
本
州
と
の
物
資

の
輸
送
に
は
、
次
の
手
段
が
あ
り
ま
し
た
。

・　

本
州
の
船
主
所
有
の
北
前
船
が
、福
山
（
松
前
）、

箱
館
、
江
差
の
三
港
の
い
ず
れ
か
に
入
港
し
、
下

り
荷
を
販
売
、
上
り
荷
を
購
入
。
三
港
と
蝦
夷
地

の
「
場
所
」
の
間
で
は
、
松
前
商
人
の
手
船
か
雇

い
船
が
物
資
を
輸
送
。

・　

本
州
の
船
主
所
有
の
北
前
船
が
、
三
港
の
い
ず

れ
か
に
入
港
し
、
下
り
荷
を
販
売
、
上
り
荷
を
購

入
。
三
港
と
蝦
夷
地
の
「
場
所
」
の
間
で
は
、
場

所
請
負
人
の
手
船
で
物
資
を
輸
送
。

・　

有
力
場
所
請
負
人
（
本
店
ま
た
は
支
店
が
松

前
に
あ
り
、
運
上
金
徴
収
を
代
行
す
る
問
屋
株

を
所
有
す
る
村
山
家
や
伊
達
家
な
ど
）
が
直
接
、

自
分
の
手
船
で
、
江
戸
・
大
坂
な
ど
に
行
き
、

上
り
荷
と
下
り
荷
を
販
売
す
る
。

場
所
請
負
人
に
よ
る
生
産
と
海
運
が
有
す
る

明
治
以
降
の
北
前
船
の
活
動
と
の
強
固
な
連
続
性

松
前
藩
時
代
に
蝦
夷
地
で
行
わ
れ
て
い
た
場
所
請

負
人
に
よ
る
生
産
と
海
運
を
概
観
し
て
き
ま
し
た
。

各
漁
場
の
水
産
加
工
品
は
、
松
前
藩
が
消
滅
し
航
行

の
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
途
端
、
北
前
船
の
重
要
な
積

荷
と
な
り
、
小
樽
、
石
狩
、
増
毛
、
留
萌
、
宗
谷
の

地
域
は
、北
前
船
の
主
要
な
目
的
地
と
な
り
ま
し
た
。

松
前
藩
時
代
に
蝦
夷
地
で
行
わ
れ
て
い
た
場
所
請
負

人
に
よ
る
生
産
と
海
運
は
、
明
治
以
降
に
北
前
船
が

活
動
を
拡
大
す
る
前
史
と
し
て
、
強
固
な
連
続
性
を

持
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
石
狩
と
い
う
地
域
か
ら
見
直

し
て
み
ま
す
。
石
狩
で
は
「
北
前
船
」
と
い
う
名
称

は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
場
所
請
負
人
の
手
船
で

あ
っ
て
も
松
前
商
人
の
手
船
や
雇
船
で
あ
っ
て
も
、

大
型
の
和
船
は
す
べ
て
「
弁
財
船
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
石
狩
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
米
を
は
じ
め

と
す
る
生
活
物
資
を
運
び
入
れ
て
く
れ
て
、
生
活
の

糧
に
な
る
水
産
加
工
品
を
運
び
出
し
て
く
れ
る
船
は

松
前
藩
時
代
、幕
府
直
轄
時
代
、さ
ら
に
明
治
に
入
っ

て
も
「
弁
財
船
」
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
人
々
は
そ
の
船
を
「
宝
船
」
と
し
て
待

ち
わ
び
て
い
ま
し
た
。

北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
が
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
間
の
交
流
が
進
み
、

北
前
船
研
究
が
新
た
な
進
展
を
遂
げ
る
可
能
性
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寄

港
地
に
は
、
独
自
の
歴
史
と
独
自
の
事
情
が
あ
り
、

そ
れ
を
蓄
積
し
、
比
較
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
の
松
前
三
港
以
北
の
石
狩
な
ど
の
独
自
の

歴
史
と
独
自
の
事
情
は
、
松
前
藩
時
代
と
明
治
時
代

に
、
ま
っ
た
く
違
う
状
況
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、

予
想
以
上
に
強
固
な
連
続
性
が
あ
る
と
い
う
二
面
性

を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
こ
の
地
域
の
独
自
事
情
と
い
う
だ
け
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。
北
前
船
が
目
指
し
た
目
的
地
の
歴

史
を
見
直
し
比
較
す
る
こ
と
が
、
全
国
そ
れ
ぞ
れ
の

寄
港
地
に
お
け
る
北
前
船
の
歴
史
を
見
直
す
契
機
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

各
寄
港
地
に
お
か
れ
て
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
北

前
船
の
始
ま
り
か
ら
明
治
中
期
の
衰
退
ま
で
を
、
生

産
物
・
出
荷
物
と
目
的
地
・
消
費
地
と
の
か
か
わ
り

か
ら
見
直
さ
れ
る
意
義
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
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① 福井産笏谷石製の狛犬と石狩弁天社。② 場所請負人・村山家献上寒塩引

鮭箱。③ 瀬戸内の白御影石で作られた石狩八幡神社の鳥居。

④ 古潭獅子頭。文久弐年願主浜屋与三衛門の銘。⑤ 村山家手船・彦久丸。天保 8

年蠣崎波響の筆。⑥ 古潭鰐口。松前城下村山伝兵衛、寛政３年３月吉日の銘。

⑦長野商店。 ⑧ 明治 25 年に点灯され北前船を導いた石狩灯台。⑨ 開拓使缶詰

工場。⑩石狩鍋で有名な老舗割烹「金
きんだいてい

大亭」。⑪明治時代の中島商店。 

⑫ 浜益・旧白鳥番屋。⑬古潭神社神輿。明治 13 年大阪・久吉丸船主が寄

進。⑭  厚田神社の船絵馬。⑮ 厚田豊漁記念碑。⑯浜益沖揚げ音頭。　

鮭：石狩川河口
弁財船時代

ニシン：北部岩礁
弁財船時代

鮭：石狩川河口
北前船時代

ニシン：北部岩礁
北前船時代

① ③

④

⑧

⑨

②

⑤

⑥

⑦

⑩
⑪

⑭

⑮ ⑯

厚田・浜益：岩礁地帯：北部
　南部：石狩川河口 安政５年

１８５８
明治３年
１８７０

弁財船
場所請負人

手   船
松前商人

手   船
雇い船

北前船

主に

本州船籍船

石狩改革
　直䑺

松前藩消滅
沖ノ口役所廃止

石狩と北前船の関係は、地理的には北部のニシンの好漁場と、南

部の鮭の大産地である石狩川河口域との２つに分かれます。また、

時代的には松前藩が松前３港以外への北前船入港を禁じていた時代と、

明治になって自由に来航できるようになった２つの時代に分かれます。

地理的・歴史的
4 側面とそれぞれ
の遺構や文化財

⑫

⑬
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東
の
横
綱
・
村
山
家
の
本
拠
地

石
狩
に
残
さ
れ
た
文
化
財
や
遺
物
　

最
盛
期
の
村
山
家
は
、百
二
艘
の
手
船
を
所
有
し
、

広
く
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
鴻
池
と
並
ぶ
東
の
横
綱

と
ま
で
称
さ
れ
た
村
山
家
と
そ
の
本
拠
地
だ
っ
た
石

狩
に
は
、
多
く
の
文
化
財
や
遺
物
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。本

章
の
最
初
に
紹
介
し
た
石
狩
弁
天
社
に
残
る
福

井
の
笏
谷
石
で
作
ら
れ
た
狛
犬
と
、
石
狩
八
幡
神
社

に
残
る
兵
庫
県
産
の
白
御
影
石
製
の
石
鳥
居
に
つ
い

て
改
め
て
詳
し
く
見
て
い
き
ま
す
。

元
禄
七
年
（
１
６
９
４
）
に
松
前
藩
秋
味
上
乗
役

の
山
下
伴
右
衛
門
の
願
い
出
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
石

狩
弁
天
社
は
、
そ
の
後
、
松
前
藩
か
ら
石
狩
場
所
請

負
人
を
命
ぜ
ら
れ
た
村
山
伝
兵
衛
が
手
厚
く
保
護
し

ま
し
た
。
笏
谷
石
で
作
ら
れ
た
狛
犬
は
拝
殿
正
面
に

据
え
ら
れ
て
お
り
、
大
き
さ
は
二
十
二
cm
、
胴
体
に

は
わ
ず
か
に
金
彩
、
目
は
銀
彩
、
口
に
は
朱
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
胴
体
か
ら
前
足
に
か
け
て
、
阿あ
ぞ
う像
に

は
「
荘
内
酒
田
柏
屋
久
衛
門
舟
中
上
乃
り
九
兵
工
天

党
船
」
吽う
ん
ぞ
う像
に
は
「
酒
田
秋
田
」
と
墨
で
書
き
こ
ま

れ
て
い
ま
す
。
北
前
船
で
奥
州
と
蝦
夷
地
を
結
び
、

石
狩
場
所
に
か
か
わ
っ
た
船
乗
り
が
、
航
海
の
安
全

を
祈
願
し
て
奉
納
し
た
笏
谷
石
の
狛
犬
は
、
江
戸
時

代
後
期
の
日
本
海
の
寄
港
地
の
つ
な
が
り
を
今
日
に

伝
え
る
文
化
財
で
す
。

兵
庫
県
産
の
白
御
影
石
で
作
ら
れ
た
鳥
居
（
写
真

51
ペ
ー
ジ
）
は
、
文
化
十
年
（
１
８
１
３
）
に
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
石
柱
に
は
「
奉
海
上
文
化
十
年
願
主

等
場
所
請
負
人
中
同
秋
味
建
船
中
」
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
村
山
家
が
大
坂
か
ら
の
帰
り
船
の
船
底
に
積

み
込
み
、
松
前
で
鳥
居
の
形
に
し
て
か
ら
石
狩
に
運

ば
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
政
五
年
（
１
８

５
８
）
建
立
の
石
狩
八
幡
神
社
が
明
治
七
年
（
１
８

７
４
）
に
、
石
狩
川
右
岸
か
ら
左
岸
に
移
る
際
、「
弁

天
社
は
村
山
家
の
内
神
」
と
い
う
こ
と
で
、
開
拓
使

の
命
に
よ
り
、
石
狩
弁
天
社
は
同
家
所
有
の
現
在
地

に
移
さ
れ
、
そ
の
跡
地
で
あ
る
現
在
地
に
八
幡
神
社

が
移
り
、
鳥
居
だ
け
は
残
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
七
年

（
１
９
１
８
）
に
、
鳥
居
の
上
部
が
八
幡
形
式
に
改

め
ら
れ
、
正
式
に
石
狩
八
幡
神
社
の
所
有
と
な
り
ま

し
た
。

「
古こ
た
ん
り
ゅ
う
た
く
じ

潭
龍
澤
寺
の
鰐わ

に
ぐ
ち口

」
も
重
要
な
文
化
財
で
す
。

こ
れ
は
石
狩
市
厚
田
区
古
潭
の
龍り
ゅ
う

澤た
く

寺じ

に
伝
え
ら
れ

て
き
た
鰐
口
で
、「
松
前
城
下
村
山
伝
兵
衛
」「
寛
政

三
辛
亥
年
三
月
吉
日
」
と
彫
字
さ
れ
て
お
り
、
最
大

径
二
十
三
cm
の
銅
製
で
す
。
現
在
は
、
道
の
駅
石
狩

「
あ
い
ろ
ー
ど
厚
田
」
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
文
久
弐
年
願
主
浜
屋
与
三
衛
門
の
銘
が

あ
る
古
潭
獅
子
頭
、
家
印
「
〇
十
五
」
が
見
え
る
村

山
家
献
上
寒
塩
引
鮭
箱
（
写
真
55
ペ
ー
ジ
）、
天
保
八

年
（
１
８
３
７
）
蠣
崎
波
響
の
筆
に
な
る
村
山
家
手

船
・
彦
久
丸
の
掛
軸
、（
写
真
53
ペ
ー
ジ
）
新
潟
の
絵

師
井い
の
う
え
ぶ
ん
し
ょ
う

上
文
昌
に
よ
る
大
絵
馬
を
は
じ
め
、
松
前
藩
時

代
の
文
化
財
が
石
狩
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
内
で
近
世
中
期
以
前
に
遡
る
本
州
と
の
交

流
を
示
す
遺
物
の
多
く
は
道
南
部
に
集
中
し
て
お

り
、
道
央
以
北
の
も
の
は
希
少
な
た
め
、
近
世
の
蝦

夷
地
と
本
州
と
の
交
流
を
考
え
る
上
で
、
こ
れ
ら
の

遺
物
は
極
め
て
重
要
な
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
福
井
の
笏
谷
石
で
作
ら
れ
た
石
狩
弁
天
社

の
狛
犬
と
瀬
戸
内
か
ら
運
ば
れ
た
白
御
影
石
で
作
ら

れ
た
石
狩
八
幡
神
社
に
あ
る
鳥
居
は
、
北
前
船
が
来

航
で
き
な
い
時
代
か
ら
石
狩
に
存
在
す
る
文
化
財
と

い
う
理
由
か
ら
、
第
一
次
で
構
成
文
化
財
と
し
て
申

請
し
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
北
前
船
時
代
に
つ
な

が
る
北
海
道
の
近
代
海
運
史
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
文
化
財
で
す
。
実
は
、
こ
こ
ま

で
記
述
し
て
き
た
一
連
の
事
情
を
石
狩
市
郷
土
研

究
会
が
整
理
し
た
上
で
、
市
が
第
二
次
申
請
を
行
い
、

石
狩
弁
天
社
の
狛
犬
と
石
狩
八
幡
神
社
に
あ
る
鳥
居

は
新
た
に
、
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
の
構
成
文

化
財
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。
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弁天社に残る笏谷石の狛犬。
　福井県産の笏谷石は独特の青みがあり、一目でわかる
特徴があるため、北前船の遺物として各地で大切にされ
ている。この狛犬には、荘内、酒田、秋田という地名が
墨書されていて、寄港地のつながりがうかがえるという
独自の価値がある。

弁天社内部に残る、新潟の絵師　井上文昌による安政 3 年（1856）の大絵馬。
文昌は江戸末期の画壇の最勢力者で南北画の祖である谷

たにぶんちょう

文晁の門人。
左は、「関

か ん う

羽正装図」関羽は中国の「三国志」に登場する蜀の有名な武将。10 世
紀ころから神格化され各地に関

かんていびょう

帝廟が建てられ、財神・商業神として信仰された。
右は、「加藤清正虎退治図」。共に、欅材に彩色されている。 

古潭龍澤寺に伝わる鰐口。
「寛政三辛亥年村山伝兵衛」の銘。

文久弐年願主浜屋与三衛門
の銘がある古潭獅子頭。
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模型を使いながら、春先の番屋の準備、漁の

仕方、身欠きニシンの加工法や、ニシンを釜

ゆでして搾り上げてニシン〆粕を作る方法な

どを詳しく説明していただいきました。

地域に支えられ、事前学習で学ぶことに

よって、子どもたちが全体の流れや自分の担

当する役割を熟知していたため、この年は、

一つ一つの動作が意味を持つ、質の高い沖揚

げ音頭を披露することができました。

演技が終わり、観客から大きな拍手。地域

の伝統文化を伝承した喜び、感動、誇りで子

どもたちの瞳は輝いていました。

3 年間、浜益で勤務し、生活する中で、中

村さんをはじめ地域の方からニシン漁と、ニ

シンがもたらした地域発展について深く学ぶ

ことができました。

その成果と感動を、子どもたちに実感を

持って学んでほしいと考えて、浜益在住の創

作人形作家・八田美津さんと相談しながら制

作したのが、第１作となったジオラマ「浜益

ニシン場物語」でした。（30、31 ページ参照）

ジオラマ完成後に、新聞の取材に応じて、浜

益小の子どもたちが書いた感想を紹介します。

「浜益小学校では、毎年 9 月のふるさと祭

りで、ニシン漁が盛んだった頃に働く人々が

唄っていた「沖揚げ音頭」を発表しています。

私たちは、全員で力強く気持ちを込めて歌い

ながら、漁をしていた人になりきって、昔の

ニシン漁を再現しています。今年は校長先生

と八田美津さんが作ってくださった番屋の模

型があったので、今まで知らなかったことが

たくさんわかりました。私たちは、浜益の自

然や伝統について、地域の方からたくさんの

ことを教えていただいています。私たちを応

援してくれる地域の方に、感謝の心を持てる

ような思いやりのある学校にしたいと思いま

す。」

毎年 9 月に浜益ふるさと祭りで披露される沖揚げ音頭。

力強い労働歌がよみがえる。

60
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追加された日本遺産構成文化財
沖
おき

揚
あ

げ音
おん

頭
ど

と旧白
しら

鳥
とり

番
ばん

屋
や

石狩の日本遺産構成文化財８点のうち、弁

天社の狛犬と八幡神社の鳥居と共に追加認定

された２点は、浜益区にあって、ニシンの歴

史にかかわっています。

フォーラムの石狩会場でプログラムの一つ

として、演じられることになっている「沖揚

げ音頭」は、かつて、春先にニシンの群来を

迎え、期待で胸をいっぱいにして沖に向かっ

た漁師たちが唄った労働歌です。起こし船に

乗った浜益小学校の子どもたちが、その姿を

再現し、腰に力を入れ息を合わせてニシンで

あふれる網を起こしていきます。

ニシン漁が隆盛をきわめたころ、勢いよく

歌われていた沖揚げ音頭は、昭和 34 年（1959）

を境にニシンが全く姿を見せなくなってすっ

かり忘れ去られようとしていました。

白鳥番屋は、明治 32 年（1899）に建設され、

経営者家族と漁夫合わせて 100 人ほどが生活

するニシン番屋でした。ニシンが姿を消して、

白鳥番屋は廃屋同然に風化していました。

ニシンが姿を消して、時が過ぎたころに、

浜益の住民が残したいと願ったのが、ニシン

漁の遺構と文化でした。

白鳥番屋は、昭和 46 年（1971）に浜益村

開村百周年事業として、解体修理されることに

なり、散逸していた漁具を住民の努力で収集し

て浜益村郷土資料館として再生されました。

沖揚げ音頭を残そうという動きも始まりま

した。平成元年（1989）に、地域の郷土史

研究グループが、かつての船頭さんたちに呼

びかけ、幌
ぽろ

の番屋を舞台に沖揚げ音頭を唄っ

てもらいました。これに参加した黄
こ が ね

金小（現

浜益小）の教員らが、児童の活動として沖揚

げ音頭を保存することになりました。

私は平成 22 年（2010）に、校長として浜

益小学校に赴任することになりました。その

年に地元の高校が廃止されることが決まって

いて、子どもたちは義務教育修了後、否応な

く故郷を離れなくてはならなくなっていまし

た。そんな状況の中、故郷を離れても心のよ

りどころになる「郷土愛」を子どもたちに育

てるカギは沖揚げ音頭にあると確信しました。

沖揚げ音頭を盛り上げるために、地域の多

くの皆さんの積極的な賛同と協力をいただい

て、新たに「沖揚げ音頭保存会」を立ち上げ

ることができました。 

漁業協同組合からは、ニシンの建
たてあみりょう

網漁を実

際に経験された元組合長の中
な か む ら と う ご

村東伍さんに郷

土資料館に展示してある当時の漁具や建網の

旧白鳥番屋。一時は崩
壊の危機にあったが、
現在は、石狩市はまま
す郷土資料館として整
備・活用されている。
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北
前
船
の
衰
退
と
石
狩
が
大
打
撃
を
受
け
た
理
由

今
、
石
狩
か
ら
発
信
で
き
る
こ
と
は
？

多
様
な
原
因
に
よ
っ
て
明
治
三
十
年
代
か
ら
北
前
船
が
衰
退
し
た
中
、

計
画
さ
れ
た
近
代
的
な
港
が
幻
と
な
っ
て
、
大
打
撃
を
受
け
た
石
狩
。

百
年
以
上
を
経
た
今
、
最
新
の
大
規
模
港
湾
を
有
す
る
都
市
に
変
貌
し
て
・・・
　

北
前
船
が
衰
退
し
た
原
因
、

石
狩
が
大
打
撃
を
受
け
た
理
由
と
は
？

北
前
船
の
船
影
を
現
在
の
日
本
海
に
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
繁
栄
の
面
か
ら
北
前
船

の
歴
史
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
多
岐
に

わ
た
る
北
前
船
衰
退
の
歴
史
的
な
原
因
を
見
て
い
き

ま
す
。

上
り
下
り
の
商
品
の
流
通
量
か
ら
考
え
て
、
北
前

船
の
最
盛
期
は
明
治
十
年
代
か
ら
二
十
年
代
で
、
明

治
三
十
年
代
か
ら
急
速
に
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

・
肥
料
需
要
の
変
化

北
前
船
衰
退
の
原
因
と
し
て
は
、
最
盛
期
に
上
り

荷
と
し
て
巨
額
の
利
益
を
も
た
ら
し
た
肥
料
需
要
の

変
化
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

政
府
は
、「
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
」
の
主
軸
と

し
て
、
国
産
綿
花
を
利
用
し
た
近
代
的
な
綿
織
物
工

業
を
育
成
す
る
政
策
を
進
め
、
明
治
二
十
年
（
１
８

８
７
）
に
は
、
綿
花
が
約
三
万
ト
ン
と
、
最
高
の
生

産
量
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
そ
れ
ま
で
使
わ
れ

て
い
た
「
ガ
ラ
紡
」
と
い
う
日
本
独
自
の
紡
績
機
に

か
わ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し
た
効
率
に
優
れ

る
「
リ
ン
グ
紡
機
」
が
大
工
場
で
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
国
産
綿
花
は
、
繊
維
の
長
さ
が
短
く
新

し
い
機
械
に
は
不
向
き
で
し
た
。
そ
こ
で
、
繊
維
の

長
い
綿
花
を
中
国
や
イ
ン
ド
か
ら
輸
入
し
、
紡
績
工

業
を
拡
大
し
て
国
際
的
な
競
争
力
を
高
め
よ
う
と
い

う
考
え
が
、
渋
沢
栄
一
を
中
心
に
強
ま
り
ま
す
。

明
治
二
十
一
年
（
１
８
８
８
）
に
綿
花
の
輸
入
が

始
ま
る
と
、
輸
入
綿
花
は
大
工
場
で
使
用
さ
れ
る
割

合
が
徐
々
に
高
ま
り
、
国
産
綿
花
の
生
産
は
減
少
し

始
め
ま
す
。
し
か
し
、
政
府
の
方
針
は
そ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ず
国
産
綿
花
の
品
種
改
良
や
生
産
増
大
を
図

る
こ
と
で
し
た
。
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
の
は
明
治

6

石狩市のカントリーサイン
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二
十
九
年
（
１
８
９
６
）
に
輸
入
綿
花
の
関
税
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
繊
維
の
短
さ
と
い
う
品
質

の
不
利
に
加
え
、
価
格
面
で
の
競
争
力
を
失
っ
た
国

産
綿
花
の
生
産
額
は
、翌
明
治
三
十
年
（
１
８
９
７
）

に
は
最
大
だ
っ
た
明
治
二
十
年
の
三
分
の
一
に
落
ち

込
み
、
そ
の
後
、
生
産
が
激
減
し
て
い
き
ま
す
。

大
消
費
地
と
し
て
繁
栄
し
た
下
津
井
の
廻
船
問
屋

の
衰
退
に
つ
い
て
、
角か
ど
た
な
お
い
ち

田
直
一
氏
は
「
北
前
船
と
下

津
井
港
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
明
治
の
初
期
に
花
と
咲
い
た
下
津
井
の
問
屋
商

売
（
北
前
魚
肥
の
商
売
を
中
心
と
し
た
）
は
、
明
治

半
ば
を
通
り
す
ぎ
る
と
ば
っ
た
り
と
と
だ
え
て
し
ま

い
、
大
正
に
辿
り
つ
く
こ
ろ
に
は
、
あ
ら
か
た
の
問

屋
、
仲
買
が
没
落
し
て
家
を
鎖
し
て
し
ま
う
。
下
津

井
の
問
屋
、
仲
買
は
北
前
船
と
と
も
に
栄
え
、
北
前

船
と
と
も
に
没
落
し
た
。
明
治
時
代
は
下
津
井
の
問

屋
、
仲
買
の
浮
出
を
彩
る
時
代
で
あ
っ
た
が
、
同

時
に
商
売
の
転
廃
業
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
時
代
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
肥
穀
物
渡
世
松
田
屋
（
姓
松
井
）
は

北
前
船
の
全
盛
期
を
す
ぎ
る
明
治
後
期
に
は
船
具
屋

に
、
古
手
渡
世
亀
屋
（
奥
田
）
は
薬
屋
に
、
同
じ
く
古

手
渡
世
蔦
屋（
島
津
）は
遊
女
屋
に
と
転
業
し
て
い
る
。」

と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
後
も
具
体
的
な
転
廃
業
の
記

述
が
続
き
ま
す
。

北
前
船
は
最
大
の
積
荷
で
あ
っ
た
ニ
シ
ン
〆
粕
の

最
大
需
要
先
の
綿
花
生
産
地
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
藍
や
菜
種
な
ど
の
需
要
先
は
残
り
、
単
価
が

下
が
っ
た
こ
と
か
ら
米
の
生
産
に
利
用
さ
れ
る
数
量

は
一
時
的
に
増ま

し
ま
す
が
、
最
大
消
費
先
を
失
っ
た

こ
と
は
、
衰
退
の
最
大
の
原
因
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

さ
ら
に
、
明
治
二
十
九
年
（
１
８
９
６
）
に
石
炭
か

ら
作
ら
れ
る
硫
り
ゅ
う
あ
ん

安
が
初
め
て
輸
入
さ
れ
、
そ
の
後
、
国

内
で
大
量
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
肥
料

の
変
化
も
北
前
船
に
不
利
に
働
き
ま
し
た
。

・
ニ
シ
ン
漁
獲
量
の
減
少

最
盛
期
で
あ
っ
た
明
治
十
三
年
か
ら
三
十
六
年
の

百
万
石
時
代
に
は
無む

尽じ
ん

蔵ぞ
う

と
思
わ
れ
て
い
た
北
海
道

の
ニ
シ
ン
は
、
明
治
三
十
七
年
（
１
９
０
４
）
以
降

漁
獲
が
次
第
に
減
り
、
豊
凶
が
繰
り
返
さ
れ
、
昭
和

十
三
年
（
１
９
３
８
）
に
は
二
万
石
と
壊
滅
に
近
い

大
不
漁
を
記
録
し
ま
す
。
つ
い
に
、
昭
和
三
十
四
年

（
１
９
５
９
）
に
ま
っ
た
く
姿
を
消
し
て
幻
の
魚
と

な
り
ま
し
た
。（
26
ペ
ー
ジ
グ
ラ
フ
）

現
在
漁
獲
さ
れ
て
い
る
ニ
シ
ン
は
、
栽
培
漁
業
に

よ
る
別
系
統
の
ニ
シ
ン
で
す
。

ニ
シ
ン
の
漁
獲
高
減
少
が
、
北
前
船
の
衰
退
に
影

響
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

・
汽
船
の
登
場
と
大
型
和
船
の
建
造
禁
止

北
前
船
の
主
流
で
あ
っ
た
弁
財
型
の
和
船
は
波
に

弱
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
最
大
の
理
由
は

荷
物
を
積
み
下
ろ
し
し
や
す
い
よ
う
に
甲
板
を
船
梁

に
載
せ
る
だ
け
の
構
造
だ
っ
た
た
め
、
大
波
を
か
ぶ

る
と
簡
単
に
浸
水
し
た
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
、
西

洋
型
船
の
水
密
甲
板
と
比
べ
る
と
非
常
に
危
険
な
構

造
で
し
た
。
次
に
、
舵
の
面
積
が
非
常
に
大
き
く
、

大
波
を
受
け
る
と
破
壊
さ
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
で

す
。
各
地
に
残
る
「
浦
証
文
」
と
い
わ
れ
る
北
前
船

の
遭
難
記
録
の
多
さ
に
は
驚
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
、
西
洋
型
船
の
採
用
を
奨
励
し
、
明
治
三

年
（
１
８
７
０
）
に
は
太
政
官
布
告
で
「
日
本
製
造

ノ
船
ハ
難
破
ノ
患
モ
之
有
リ
、
人
命
荷
物
ノ
損
傷
モ

少
ナ
カ
ラ
ズ
、
皇
国
ノ
御
損
失
ト
相
成
、
追
々
ハ
残

ラ
ズ
西
洋
型
ノ
大
船
ニ
仕
替
度
ク
、
西
洋
型
ノ
船
所

持
ノ
者
ハ
厚
ク
御
引
立
候
」
と
布
達
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
型
の
船
が
西
洋
型
の
船
に
置
き
換

わ
る
こ
と
は
ま
れ
で
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
一

つ
は
西
洋
型
船
の
建
造
費
が
非
常
に
高
価
だ
っ
た
こ

と
で
す
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
西
洋
型
船
は
、
整

備
さ
れ
た
近
代
的
な
港
に
入
港
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
の
で
、
弁
財
型
の
船
舶
が
入
津
で
き
た
河

川
の
河
口
や
小
さ
な
入
り
江
な
ど
自
然
の
地
形
に
入
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る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
、
買
積
を
基
本
と
す
る
弁
財
船
の
商
売
の

仕
方
に
変
更
を
迫
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

牧
野
隆
信
氏
は
、
明
治
二
十
七
年
（
１

８
９
４
）
に
発
表
さ
れ
た
『
日
本
海
運
論
』

（
日
本
経
済
界
懸
賞
論
文
）
か
ら
、
そ
の
時

代
の
日
本
型
船
、
西
洋
型
船
の
全
国
の
総
数

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
抜
け
て
い
る
年
が
多

い
の
で
す
が
、
表
に
し
ま
し
た
。
三
種
類
の

船
種
が
そ
ろ
う
明
治
十
六
年
で
割
合
を
見
る

と
、日
本
型
が

95.5 

％
、西
洋
型
帆
船
が
2.2 

％
、

汽
船
が
2.3 

％
と
な
っ
て
い
て
数
の
面
で
は

日
本
型
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
日
本
型
は
明
治
二
十
三
年
一
万
九
千
三

百
七
十
五
艘
が
最
高
で
こ
の
後
、
減
少
に
転

じ
て
い
き
ま
す
。
一
方
、
汽
船
は
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

明
治
十
四
年
（
１
８
８
１
）
の
開
拓
使
の

統
計
も
残
っ
て
い
ま
す
。
同
年
、
北
海
道
内

諸
港
に
出
入
り
し
た
船
舶
の
延
べ
数
で
す
。

和
船
が
約
一
万
三
千
艘
、
西
洋
型
帆
船
約
千

六
百
艘
、
西
洋
型
汽
船
約
千
艘
で
す
。

さ
て
、
西
洋
型
船
や
汽
船
は
、
北
前
船
主

よ
り
も
、
三
菱
財
閥
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

日
本
郵
船
な
ど
定
期
船
を
運
航
す
る
会
社
に

普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
日
本
郵
船
は
明
治
十
八
年

に
汽
船
五
十
八
艘
、
帆
船
十
一
艘
で
、
七
つ
の
航
路

で
運
航
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
海
航

路
は
、
神
戸
・
尾
道
・
下
関
・
境
港
・
敦
賀
・
伏
木
・

直
江
津
・
新
潟
・
土
崎
・
函
館
・
小
樽
の
港
を
週
に

一
回
運
航
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
は
、
北
前
船
も
年

に
二
回
の
運
航
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
汽

船
の
運
航
に
は
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
汽

船
は
水
密
甲
板
を
持
つ
た
め
、
遭
難
の
危
険
が
少
な

く
積
荷
の
安
全
性
が
高
い
と
い
う
大
き
な
長
所
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
北
前
船
は
、
商
船
会
社
の
汽
船
に
、
積

荷
の
重
要
な
部
分
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
型
船
の
海
難
事
故
は
明
治
中
期
に
な
っ
て
も

減
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。つ
い
に
政
府
は
、

日
本
型
五
百
石
以
上
の
船
の
建
造
を
明
治
二
十
年
一

月
か
ら
禁
止
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
明
治
二

十
年
は
、
北
前
船
の
盛
期
で
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
に

建
造
さ
れ
て
航
行
し
て
い
た
北
前
船
の
寿
命
を
平
均

の
二
十
年
と
し
て
考
え
る
と
、
更
新
時
に
北
前
船
主

が
西
洋
式
に
転
換
す
る
こ
と
は
先
の
理
由
か
ら
困
難

で
し
た
。
新
し
い
日
本
型
船
に
更
新
す
る
道
が
閉
ざ

さ
れ
た
こ
と
は
、
北
前
船
衰
退
の
決
定
的
な
原
因
で

し
た
。

牧
野
隆
信
氏
は
、
北
陸
に
お
け
る
北
前
船
の
減
少

の
例
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

北海道鉄道一千 哩
マイル

記念
小樽の港と鉄道
明治後期の小樽。左手には手

て み や

宮
の石炭積み出し埠頭、中央には
整備された鉄道が見える。港に
は煙をたなびかせる汽船が停泊
している。
　　（北大附属図書館北方資料室）

12 年 13 年 14 年 15 年 16 年 18 年 20 年 21 年 23 年 26 年
日本型 19,092 17,638 17,309 16,149 17,006 17,878 19,375 

西洋 174 360 378 342 
汽船 170 344 390 680

『日本海運論』1894 年
より作成　単位：艘
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「
富
山
県
で
は
五
百
石
以
上
の
和
船
は
明
治
十
六

年
の
四
百
七
十
一
艘
が
二
十
一
年
に
六
百
五
十
七
艘

に
増
し
た
が
、
同
四
十
一
年
に
は
百
五
艘
、
大
正
元

年
（
１
９
１
２
）
で
六
十
艘
に
減
じ
て
い
る
。
福
井

県
で
は
四
十
三
年
に
皆
無
と
な
っ
た
。
富
山
と
福
井

で
は
和
船
の
減
少
時
期
が
異
な
る
が
、
こ
れ
は
富
山

の
新
湊
付
近
に
小
運
送
船
が
残
っ
た
か
ら
で
あ
る
。」

・
鉄
道
の
発
達

汽
船
の
就
航
に
よ
っ
て
、
北
前
船
の
経
営
が
圧
迫

さ
れ
る
中
、
新
た
に
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
鉄
道

が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

北
前
船
航
路
の
港
に
鉄
道
が
開
通
し
た
時
期
を
概

観
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

瀬
戸
内
海
の
港
を
結
ぶ
山
陽
本
線
は
、
明
治
二
十

一
年
（
１
８
８
８
）
に
兵
庫
駅
と
明
石
駅
間
が
開
業

し
、
明
治
三
十
四
年
（
１
９
０
１
）
に
神
戸
駅
か
ら

下
関
駅
ま
で
が
全
通
し
ま
し
た
。

北
陸
で
は
、
東
海
道
線
と
結
ば
れ
る
北
陸
線
が
明

治
二
十
二
年
（
１
８
８
９
）
に
敦
賀
港
ま
で
延
伸
し
、

二
十
九
年
（
１
８
９
６
）
に
福
井
駅
、三
十
二
年
（
１

８
９
９
）
に
は
富
山
駅
ま
で
開
通
し
ま
し
た
。

新
潟
は
、
明
治
三
十
一
年
（
１
８
９
８
）
に
直
江

津
と
結
ば
れ
ま
し
た
が
、
首
都
圏
と
連
絡
す
る
上
越

線
の
開
通
は
昭
和
六
年
（
１
９
３
１
）
に
な
っ
て
か

ら
で
し
た
。
秋
田
は
、明
治
三
十
六
年
（
１
９
０
３
）

に
奥
羽
北
線
と
結
ば
れ
ま
し
た
。
青
森
が
東
京
と
鉄

道
で
結
ば
れ
た
の
は
東
北
本
線
と
奥
羽
本
線
が
つ
な

が
り
、
東
京
か
ら
青
森
間
が
全
通
し
た
明
治
三
十
八

年
（
１
９
０
５
）
で
し
た
。

北
海
道
の
鉄
道
は
古
く
、
明
治
十
三
年
（
１
８
８

０
）
に
日
本
で
三
番
目
の
鉄
道
と
し
て
小
樽
の
手
宮

港
と
札
幌
間
が
開
通
し
て
い
ま
す
。
こ
の
鉄
道
は
、

幌
内
炭
鉱
の
石
炭
を
積
み
だ
す
こ
と
が
目
的
で
設
置

さ
れ
ま
し
た
。幌
内
炭
鉱
と
小
樽
が
全
通
す
る
の
は
、

明
治
十
五
年
（
１
８
８
２
）
の
こ
と
で
し
た
。

函
館
と
札
幌
を
結
ぶ
区
間
は
距
離
が
長
く
多
大
な

弁慶号
（北大附属図書館

 北方資料室）

珍しい汽船絵馬（長岡市白山媛神社）
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経
費
が
か
か
る
工
事
で
し
た
が
、
日
露
戦
争
の
軍
事

的
な
重
要
性
と
い
う
事
情
か
ら
工
事
が
予
定
よ
り
早

ま
り
、
明
治
三
十
七
年
（
１
９
０
４
）
年
十
月
に
全

通
し
ま
し
た
。
青
函
連
絡
船
は
、明
治
四
十
一
年（
１

９
０
８
）
に
就
航
し
ま
し
た
。

鉄
道
の
安
全
性
と
時
間
的
な
正
確
さ
、
速
さ
は
、

北
前
船
が
太
刀
打
ち
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
米
や
塩
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
物
資
の
主
な
輸

送
手
段
は
鉄
道
に
変
わ
り
ま
し
た
。

国
家
の
保
護
を
受
け
た
汽
船
に
よ
る
海
運
と
鉄
道

輸
送
は
、北
前
船
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

・
そ
の
他
の
北
前
船
衰
退
要
因

輸
送
手
段
の
近
代
化
に
加
え
て
、
通
信
の
近
代
化

も
北
前
船
に
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
電
信
網
が
発
達

す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
港
に
お
け
る
物
資
の
価
格
が

は
っ
き
り
し
て
、
地
域
間
価
格
差
が
縮
小
し
、
買
積

に
よ
る
投
機
的
な
利
益
の
可
能
性
が
損
な
わ
れ
た
た

め
で
す
。

石
狩
に
お
け
る
北
前
船
衰
退
の
原
因
と
し
て
は
、

以
上
の
事
に
加
え
て
、
第
４
章
で
説
明
し
た
明
治
時

代
中
期
か
ら
の
鮭
の
漁
獲
高
減
少
を
あ
げ
て
お
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

明
治
十
三
年
（
１
８
８
０
）
の
手
宮
札
幌
間
の
鉄

道
開
通
に
と
も
な
う
河
川
水
運
基
地
と
し
て
の
役
割

の
変
化
も
考
え
ら
れ
ま
す
。（
68
ペ
ー
ジ
）

加
え
て
、
次
ペ
ー
ジ
で
詳
述
す
る
開
拓
使
に
よ
っ

て
計
画
さ
れ
て
い
た
新
河
口
湾
建
設
の
頓
挫
も
石
狩

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

・
姿
を
消
し
た
北
前
船

汽
船
に
よ
る
神
戸
と
小
樽
を
結
ぶ
定
期
航
路
が
運

航
し
、
重
要
な
港
と
近
畿
圏
や
首
都
圏
を
結
ぶ
鉄
道

が
整
備
さ
れ
た
明
治
三
十
年
代
に
は
、
北
前
船
が
優

位
性
を
持
つ
の
は
、未
整
備
の
小
さ
な
港
を
結
ぶ「
小

廻
り
」
と
い
わ
れ
る
短
距
離
の
輸
送
に
限
ら
れ
ま
し

た
。
時
代
に
淘
汰
さ
れ
た
北
前
船
は
わ
ず
か
な
隙
間

を
ね
ら
っ
て
古
い
輸
送
形
態
を
活
か
す
し
か
な
か
っ

た
の
で
す
。

前
述
し
た
政
府
に
よ
る
「
日
本
型
五
百
石
以
上
の

船
の
建
造
を
明
治
二
十
年
（
１
８
８
７
）
一
月
か
ら

禁
止
」
と
い
う
決
定
は
、
北
前
船
の
運
命
に
と
ど
め

を
刺
し
ま
し
た
。

北
前
船
は
、
日
本
海
か
ら
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

北
前
船
主
は
没
落
す
る
者
と
蓄
積
し
た
資
本
と
経

験
を
活
か
し
て
新
し
い
事
業
を
成
功
さ
せ
る
者
に
分

か
れ
て
い
き
ま
す
。

後
者
の
成
功
例
と
し
て
は
、
銀
行
業
、
大
地
主
へ

の
転
換
、
倉
庫
業
、
保
険
業
、
汽
船
を
用
い
た
大
陸

と
の
海
運
業
、
北
洋
漁
業
の
経
営
な
ど
が
あ
り
、
北

前
船
に
よ
る
資
本
蓄
積
が
日
本
の
資
本
主
義
発
達
に

非
常
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

鉄
道
が
石
狩
に
延
伸
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
石

狩
の
衰
退
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
か

つ
て
、
幕
府
の
石
狩
役
所
が
置
か
れ
、
明
治
初
期
に

も
、
道
央
の
水
運
基
地
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
石
狩
は
、
鉄
道
と
近
代
的
な
港
湾
が
整
備
さ
れ
た

小
樽
に
届
い
た
荷
物
を
、
小
型
の
弁
財
船
で
買
い
入

れ
る
ば
か
り
の
小
さ
な
町
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。北

前
船
は
、
開
拓
期
の
北
海
道
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
石
狩
に
と
っ
て
は
、
石
狩
役
所
の

石
狩
改
革
に
よ
る
直
䑺
と
鮭
の
出
荷
港
と
し
て
他
の

地
域
と
異
な
る
独
自
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
存
在
で
し

た
。
北
前
船
と
の
結
び
つ
き
が
深
く
強
か
っ
た
だ
け

に
、
北
前
船
衰
退
は
他
地
域
に
増
し
て
重
大
な
打
撃

を
石
狩
に
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

小
樽
・
石
狩
で
共
同
開
催

さ
て
、「
日
本
遺
産　

北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
」

の
一
つ
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
他
の
寄
港
地
と
の
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連
携
に
よ
っ
て
、
石
狩
の
北
前
船
の
歴
史

を
見
直
す
こ
と
や
、
残
さ
れ
た
遺
物
や
文

化
財
を
再
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
年
令
和
元
年
十
月
に
、
第
二
十
八
回

の
「
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
小

樽
と
石
狩
で
共
同
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回

は
十
月
十
九
日
（
土
）
に
小
樽
、
二
十
日

（
日
）
に
石
狩
で
連
動
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

北
前
船
が
日
本
海
か
ら
姿
を
消
し
て
百

年
以
上
を
経
た
現
在
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
る
意
義
は
、
過
去
の
歴
史
を
偲
ぶ

た
め
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
十

九
年
（
２
０
０
７
）
に
第
一
回
が
酒
田
市

で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
二
十
七
回
の
庄

内
・
山
形
ま
で
各
地
で
開
催
さ
れ
て
き
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
海
と
港
の
価
値
を
見
直

し
、
未
来
に
向
け
て
方
向
性
を
追
求
す
る

有
意
義
な
取
り
組
み
で
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
歴
史
的
に
密
接
な
か

か
わ
り
を
有
し
て
き
た
北
前
船
寄
港
地
の

共
同
作
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

百
年
以
上
前
、
計
画
さ
れ
な
が
ら

幻
に
終
わ
っ
た
石
狩
河
口
港

今
回
、
石
狩
市
が
情
報
発
信
と
提
言
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
現
在
の
石
狩
は
、
北
前
船
衰
退
に

よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
百
年
以
上
前
の
石
狩

と
は
決
定
的
に
違
う
立
ち
位
置
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
港
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

実
は
明
治
時
代
、
石
狩
に
近
代
的
な
港
を
建
設
す

る
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
五
年
（
１
８
７
２
）

に
発
見
さ
れ
た
幌ほ
ろ
な
い内
炭
鉱
の
石
炭
を
、
石
狩
川
水
運

に
よ
っ
て
運
び
出
そ
う
と
い
う
計
画
で
す
。
開
拓
使

長
官
だ
っ
た
黒く
ろ
だ
き
よ
た
か

田
清
隆
は
、明
治
九
年
（
１
８
７
６
）

「
幌
内
煤ぼ
う

田で
ん

開
採
費
概
略
書
」
を
提
出
し
、
そ
の
中

に
は
石
狩
河
口
改
良
費
と
し
て
、
五
万
二
千
円
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
十
一
年
（
１
８
７
８
）、

こ
の
計
画
は
太
政
官
か
ら
許
可
さ
れ
、
政
府
は
起
業

公
債
の
募
集
を
行
い
、
百
五
十
万
円
を
幌
内
炭
鉱
に

ま
わ
し
ま
し
た
。
黒
田
長
官
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
水
利

技
師
、ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ダ
ー
ド
・
フ
ァ
ン
ゲ
ン
ト
を
招
き
、

石
狩
川
の
調
査
を
さ
せ
ま
し
た
。
フ
ァ
ン
ゲ
ン
ト
は

明
治
十
二
年
（
１
８
７
９
）
に
「
石
狩
河
口
改
良
設

計
図
」
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
冬
期
に
運
航
が
不
可

能
と
い
う
問
題
は
解
決
で
き
な
い
ま
ま
で
し
た
。
こ

う
し
た
中
、
黒
田
長
官
は
同
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道

ファンゲント。
「石狩河口改良設

計図」
「石狩川河口地区

開発史年表
- 附  石狩湾新港に
関する経過 -」
昭和 43 年（1968）
石狩町所収。
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明
治
二
年
に
、「
政
府
御
沙
汰
書
」
に
よ
っ
て
、

政
府
は
開
拓
使
に
対
し
、
札
幌
に
北
海
道
の
開
拓

本
府
を
建
設
す
べ
き
事
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
背

景
に
、
当
時
開
拓
判
官
を
務
め
て
い
た
松
浦
武
四

郎
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

広
大
な
平
野
の
扇
状
地
部
分
に
本
拠
地
を
置

き
、
大
河
と
運
河
を
活
用
し
て
開
発
を
行
う
と
い

う
松
浦
の
考
え
は
、
豊
臣
秀
吉
の
大
坂
、
徳
川
家

康
に
よ
る
江
戸
の
開
発
に
通
ず
る
も
の
で
し
た
。

明
治
四
年
（
１
８
７
１
）
五
月
に
、
開
拓
使
庁

が
札
幌
に
設
置
さ
れ
る
と
、
石
狩
川
水
運
を
使
っ

た
札
幌
本
府
建
設
が
具
体
化
し
ま
し
た
。
慶
応
二

年
（
１
８
６
６
）
農
業
用
水
と
し
て
の
利
用
を
主

目
的
に
石
狩
川
支
流
で
あ
る
伏ふ
し
こ
が
わ

古
川
と
豊と

よ
ひ
ら
が
わ

平
川
の

支
流
で
あ
る
胆い
ぶ
り
が
わ

振
川
を
結
ん
で
開
削
さ
れ
て
い
た

「
大お
お
と
も
ぼ
り

友
堀
」
を
、
開
拓
使
は
、
札
幌
本
府
建
設
の

た
め
に
拡
幅
し
、
明
治
四
年
に
船
の
航
行
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、取
水
口
を
整
備
し
て
、

明
治
七
年
に
創そ
う
せ
い
が
わ

成
川
と
改
称
し
ま
し
た
。

本
府
建
設
の
資
材
や
物
資
の
一
部
は
、
北
前
船
で
石

狩
川
河
口
に
運
ば
れ
、
石
狩
川
本
流
か
ら
伏
古
川
、
創

成
川
の
水
運
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
明
治
十
三
年
（
１
８

８
０
）
に
は
、
石
狩
川
河
口
に
鮭
買
積
船
以
外
に
、
五

十
三
艘
の
入
津
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
運
は
、
明
治
十
三
年
十
一
月
に
手
宮-

札
幌

間
の
鉄
道
が
開
通
す
る
と
、使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

鉄
道
と
冬
期
間
の
凍
結
と
い
う
松
浦
が
予
測
し
な
か
っ

た
事
情
が
、
石
狩
川
水
運
を
幻
に
終
わ
ら
せ
た
の
で
す
。

河
口
港
以
外
に
も
う
ひ
と
つ
の
幻

松ま
つ
う
ら
た
け
し
ろ
う

浦
武
四
郎
の
誤
算
、
石
狩
川
水
運

北
海
道
の
命
名
で
有
名
な
松
浦
武
四

郎
は
　「
札
幌
に
府
を
置
玉
は
ゞ
、
石
狩

は
不
日
に
し
て
大
坂
の
繁
昌
を
得
べ
し
、

札
幌
の
地
ぞ
帝
京
の
尊
ふ
と
き
に
も
及

ば
ん
」
と
、
石
狩
を
評
価
し
ま
し
た
。上部の線路は明治 13 年 11 月に開通。開拓使、札幌農学校（写真

は現在の札幌時計台）、豊平館は、鉄道開通前に建設された。木材
は近隣で伐採され石材も地元産の軟石が用いられたが、それ以外の
多様な資材や調度品は、石狩川ー伏古川ー創成川の水運で運ばれた。

北海道廰実測図（明治 21 年）を利用

豊平館と創成川。位置から資材の一部が運
ばれた事情がわかる。撮影は明治後期。

石狩川

伏古川

創成川

豊平川

石狩川河口

札幌中心部

開拓使：明治 6 年

豊平館：明治 13 年

札幌農学校：明治 9 年

創成川
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技
師
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
に
、
対
抗
案
を
作
る
こ
と
を
命
じ

ま
し
た
。
結
局
、
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
の
小
樽
と
幌
内
を
鉄

道
で
結
ぶ
案
が
採
用
さ
れ
、明
治
十
五
年
（
１
８
８
２
）

に
幌
内
鉄
道
全
線
が
開
通
し
た
の
で
す
。

さ
て
、
幌
内
炭
鉱
の
石
炭
搬
出
で
は
水
運
案
は
実

現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
開
拓
使
は
石
狩
川
河
口
港

の
重
要
性
に
鑑
み
、
明
治
十
二
年
に
、
河
口
開
削
事

業
費
と
し
て
、
二
十
九
万
五
千
円
を
支
出
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
工
事
は
、
フ
ァ

ン
ゲ
ン
ト
の
病
死
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
後
、
鉄
道

工
事
費
が
予
算
を
超
過
し
た
た
め
に
、
そ
の
費
用
に

回
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
と
う
と
う
実
現
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
数
度
に
わ
た
る
港
湾
の
建
設
計
画
と
、

実
際
に
石
狩
湾
新
港
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の
経
過

は
、
当
会
顧
問
の
田た

中な
か

實み
の
る

氏
に
よ
る　
『
石
狩
川
河

口
地
域
開
発
史
概
説
年
表
』（
２
０
１
８
年　

石
狩

市
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読

み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
時
代
が
求
め
る
機
能
が
反
映
さ
れ
た

大
規
模
港
湾
、
石
狩
湾
新
港

計
画
が
と
ん
挫
し
て
か
ら
、
約
百
年
を
経
た
昭
和

五
十
七
年
（
１
９
８
２
）
に
第
一
船
が
入
港
し
、フ
ァ

ン
ゲ
ン
ト
の
計
画
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
石
狩
湾
新
港

が
開
港
し
ま
し
た
。

石
狩
湾
新
港
は
、
石
狩
市
、
小
樽
市
に
ま
た
が
り
、

五
つ
の
地
区
（
東
地
区
・
中
央
地
区
・
花
畔
地
区
・

樽
川
地
区
・
西
地
区
）
に
分
か
れ
て
お
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
関
連
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
コ
ン
テ
ナ
航
路
、

各
種
貨
物
の
物
流
基
地
と
い
う
役
割
を
担
う
国
際
貿

易
港
で
す
。

後
背
地
の
石
狩
湾
新
港
地
区
は
、
総
面
積
約
三
千 

ha
の
大
規
模
な
産
業
複
合
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
内
の
人
口
が
集
中
す
る
札
幌
圏
に
位
置
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
物
資
輸

送
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
北

海
道
内
初
と
な
る
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
を
用

い
る
「
北
海
道
電
力
㈱
石
狩
湾
新
港
火
力
発
電
所
」

は
平
成
三
十
年
九
月
に
発
生
し
た
北
海
道
胆い
ぶ
り振

東

部
地
震
に
際
し
て
、
北
海
道
全
域
で
起
こ
っ
た
停
電
、

い
わ
ゆ
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
に
対
す
る
措
置
と
し

て
、
一
予
定
を
一
カ
月
繰
り
上
げ
、
十
月
か
ら
試
運
転

に
よ
る
電
力
供
給
を
行
い
、
翌
三
十
一
年
二
月
か
ら
営

業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
、
三
号
機
ま
で
建
設

さ
れ
る
計
画
で
、
北
海
道
の
電
力
の
安
定
供
給
に
期
待

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
想
」
も
、
石
狩
湾
新

港
地
域
の
特
色
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
地
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
低
廉
な
電
力
、

冷
・
温
熱
の
供
給
と
い
う
構
想
で
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
に
対
す
る
反
省
か
ら
食
品
冷
凍
産
業
の
安
定
し

た
電
力
供
給
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
適
地
で
あ
る
こ
と
も
、
石
狩

湾
新
港
地
域
の
特
色
で
す
。「
グ
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
最
適
地
・
石
狩
」
と
し
て
本
市
で

は
次
の
８
点
の
優
位
性
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「
１
． 

首
都
圏
、
札
幌
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
容

易
。
２
． 

広
大
な
面
積
と
安
価
な
土
地
。
３
． 

冷

涼
な
気
候
と
低
温
外
気
や
雪
の
活
用
。
４
． 

大
地

震
発
生
率
と
災
害
リ
ス
ク
の
低
さ
。
５
． 

札
幌
圏

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
と
情
報
工
学
系
大
学
の
集
積
。
６
．

複
数
の
通
信
ル
ー
ト
の
存
在
。
７
．
安
定
し
た
電
力

供
給
。
９
．
風
力
・
太
陽
光
発
電
等
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
」

こ
の
う
ち
、
最
大
の
優
位
性
は
３
の
「
冷
涼
な
気

候
と
低
温
外
気
や
雪
の
活
用
」
に
あ
り
ま
す
。
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
が
消
費
す
る
電
力
に
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
・
メ

モ
リ
・
Ｈ
Ｄ
Ｄ
・
電
源
な
ど
Ｉ
Ｔ
機
器
が
消
費
す
る

電
力
と
、
空
調
お
よ
び
無
停
電
装
置
が
消
費
す
る
電

力
が
あ
り
ま
す
が
、
後
者
の
割
合
が
少
な
い
こ
と
を

「
低
Ｐ
Ｕ
Ｅ
」
と
い
い
、
石
狩
は
冷
涼
な
気
候
を
生

か
し
て
、
他
地
域
に
対
し
て
、
決
定
的
な
優
位
性
を

有
し
て
い
る
の
で
す
。
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稼働し始めた「北海道電力㈱石狩湾新港
火力発電所」

　液化天然ガス（LNG）は、マイナス
162℃という極低温まで冷却すると液体
になり、体積が約 600 分の 1 に減ると
いう性質を利用して、産出地で液化され、
専用の LNG 船によって運ばれる。
　石狩にはサハリンからは 1 日、オー
ストラリアからは 11 日で運ばれてくる。

下左は、さくらインターネット。

下右は、東洋水産。石狩湾新港は、北海
道最大の冷凍倉庫拠点となっている。

平成 23 年には「日本海側拠点港」
に指定され、北方圏諸国との繋が
りにも期待が寄せられている石狩
湾新港。（石狩湾新港管理組合提供）
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ま
た
、
広
大
な
敷
地
を
活
か
し
て
、
大
規
模

な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
『
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
サ
ン
・
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
毎
年
、
開
催
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
特
色
の
一
つ
で
す
。

石
狩
湾
新
港
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、

第
一
船
入
港
が
昭
和
五
十
七
年
（
１
９
８
２
）

と
い
う
新
し
い
港
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
新
時

代
が
求
め
る
機
能
が
反
映
さ
れ
た
港
湾
と
し
て

建
設
さ
れ
、
後
背
地
も
広
大
な
土
地
に
新
た
に

工
業
用
地
を
造
成
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
た

め
に
、
立
地
を
求
め
る
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
分
譲
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
七

百
社
を
超
え
る
企
業
が
進
出
し
て
お
り
、
就
労

者
数
一
万
五
千
人
を
超
え
る
産
業
拠
点
を
形
成

し
て
い
ま
す
。

北
前
船
か
ら
の
歴
史
を
見
直
す
こ
と
で

海
と
港
の
未
来
に
向
け
た
展
望
を
！

道
央
圏
、大
河
石
狩
川
の
河
口
に
位
置
し
て
、

広
大
な
石
狩
平
野
を
後
背
地
と
す
る
石
狩
は
、

北
前
船
時
代
に
、
そ
の
立
地
を
生
か
し
て
大
い

に
発
展
し
、
北
前
船
衰
退
期
に
は
近
代
的
な
港

と
鉄
道
を
持
た
な
い
町
と
し
て
大
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。

今
日
、
寄
港
地
日
本
遺
産
登
録
に
よ
っ
て
、

北
前
船
が
再
評
価
さ
れ
る
と
き
に
、
最
先
端

の
機
能
を
有
す
る
港
湾
を
持
つ
都
市
と
し
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
、
情
報
発
信
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

本
稿
の
冒
頭
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
寄
港
地
に
は
、

独
自
の
歴
史
と
独
自
の
事
情
が
あ
り
、
そ
れ
を

蓄
積
し
、
比
較
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述

べ
ま
し
た
。
各
地
の
現
在
の
港
を
北
前
船
の
時

代
か
ら
の
歴
史
を
ふ
ま
え
て
見
直
し
、
現
在
の

姿
と
比
較
す
る
こ
と
か
ら
、
海
と
港
の
未
来
に

向
け
た
展
望
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
、「
北

前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
小
樽
・
石
狩
」
の

成
果
と
し
て
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
28
回
　
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　

in
　
北
海
道 

小
樽
・
石
狩

「
北
前
船
往
来
～
日
本
の
繁
栄
と
近
代
化
を

　
　
　
　
　
　
支
え
た
絆
を
ふ
た
た
び
～
」

令
和
元
年
10
月
19
日
（
土
）
小
樽
、
20
日
（
日
）
石
狩

小
樽
会
場
：
ウ
イ
ン
グ
ベ
イ
小
樽

石
狩
会
場
：
花
川
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

発展する石狩市と石狩湾新港
平成 30 年 10 月 20 日。
札幌市石田亨氏撮影、提供。

石狩湾新港の右手に LNG 基地、堀込港をはさんで北海道電力㈱石狩湾
新港火力発電所が見える。手前の花川地区の住宅地と新港の間に、工業
地帯が整備されている。
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石狩市の日本遺産構成文化財

あ
と
が
き

本
稿
で
は
、「
北
前
船
は
、
江
戸
中
期
か
ら
明

治
中
期
に
か
け
て
、
大
阪
を
基
点
に
北
海
道
ま
で

の
日
本
海
を
帆
装
に
よ
っ
て
航
行
し
た
買
積
を
特
徴

と
す
る
商
船
で
す
。
船
籍
や
拠
点
港
と
主
な
積
荷
に

よ
っ
て
、
日
本
海
の
一
部
を
航
行
す
る
場
合
も
あ
り

ま
し
た
。」
と
、
一
応
の
定
義
を
行
い
ま
し
た
。

伊
達
家
文
書
に
、
場
所
請
負
人
・
伊
達
林
右
衛

門
（
52
ぺ
ー
ジ
）
の
手
船
「
宣
徳
丸
」
が
天
保
五
年

か
ら
六
年
に
航
海
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
十
月
九
日　

場
所
請
負
地
で
あ
る
増
毛
で
塩

鮭
を
積
み
込
み
出
帆
。
十
月
二
十
一
日
に
昆
布
を

積
ん
で
本
店
の
あ
る
松
前
を
出
帆
。
十
一
月
二
十

五
日
江
戸
品
川
に
到
着
。
積
荷
を
売
り
渡
し
、
十

二
月
二
十
三
日
出
帆
。
翌
年
二
月
十
四
日
に
兵
庫

に
入
津
、
瀬
戸
内
で
塩
を
買
い
積
み
、
五
月
十
四

日
松
前
着
。」

兵
庫
か
ら
は
西
廻
り
航
路
を
と
り
、
本
州
を
一

周
し
て
い
る
の
で
す
。

右
の
一
応
の
定
義
で
は
、
戻
り
の
兵
庫
か
ら
日

本
海
を
通
り
松
前
ま
で
は
、「
北
前
船
」。
行
き
の

増
毛
か
ら
松
前
と
、太
平
洋
を
東
廻
り
し
た
江
戸
、

兵
庫
ま
で
は
、「
北
前
船
」
の
範
疇
に
収
ま
ら
な

い
た
め
、
地
元
の
呼
称
で
あ
る
「
弁
財
船
」
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
不
自
然
さ
は
、
北
海
道
か
ら
考
え
る
北
前

船
研
究
の
課
題
で
す
。
慶
応
大
学
の
中
西
聡
教
授

の
北
海
道
時
代
の
研
究
を
活
か
し
た
著
作
「
北
前

船
の
近
代
史
」を
は
じ
め
、各
地
の
研
究
者
に
よ
っ

て
、
北
前
船
全
体
像
の
見
直
し
が
試
み
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
北
海
道
・
石
狩
を
拠
点
と
す
る

立
場
か
ら
、
私
も
、
村
山
家
文
書
等
の
地
域
資
料

を
根
拠
に
、
北
前
船
の
全
体
像
を
見
直
す
試
み
を

今
後
の
課
題
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
稿
を
著
す
に
あ
た
っ
て
は
、
石
狩
市
郷
土
研

究
会
の
田
中
實
顧
問
、
村
山
耀
一
会
長
か
ら
、
ご

指
導
ご
助
言
と
身
に
余
る
励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
北
海
道
史
研
究
協
議
会
、
北
海
道
北
前
船

調
査
会
、
石
狩
市
郷
土
研
究
会
の
皆
さ
ま
、
石
狩

市
は
じ
め
多
く
の
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
お
力
添
え
に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
北
前
船
の
ジ
オ
ラ
マ
を
共
同
制
作
す

る
に
あ
た
っ
て
、
主
役
の
人
形
を
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
八
田
美
津
さ
ん
と
、
華
や
か
な
小
物
づ
く

り
を
担
当
し
て
く
れ
た
妻
の
石
黒
美
香
子
に
、
改

め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

厚田神社の船絵馬　（12 ページ）
石狩市厚田区厚田 1 番地　厚田神社　☎　0133-78-2417　
通常非公開。例祭日（祝日「海の日」の前日）に公開。

古潭神社の神輿　（57 ページ）
石狩市厚田区古潭　連絡先　☎厚田神社に同じ。　
通常非公開。明治 13 年、大阪・彦久丸船主が寄進。

石狩八幡神社鳥居　（50・51・58 ページ）
石狩市弁天町 1 番地　石狩八幡神社　 ☎　0133- 62-3006
文化 10 年の銘。兵庫県産白御影石で作られた。

石狩弁天社狛犬　（50・58・59 ページ）
石狩市弁天町 22 番地８　☎八幡神社に同じ。　
石狩八幡神社が管理。通常非公開。

金大亭　（57 ページ）
石狩市新町１　☎　0133-62-3011　
石狩鍋を含む鮭鱒料理コースを提供する割烹。完全予約制。
明治 13 年、創業当時の建物が、そのままに残されている。

旧長野商店　（17 ページ）
石狩市弁天町 30 －４　☎　0133-62-3711　　
いしかり砂丘の風資料館付属施設　
休館火曜日　共通入館料　大人 300 円

旧白鳥番屋（石狩市はまます郷土資料館）（28・30・61 ページ）
石狩市浜益区浜益 77 番地１　☎　0133-79-2402
入館料　300 円　毎週火曜日及び冬季間閉館
ニシン漁とニシン加工で使われた漁具が展示されている。

浜益沖揚げ音頭（伝統芸能）　（60 ページ）
問い合せ先　石狩市浜益区浜益２番地３
石狩市浜益支所　生涯学習課　　☎　0133-79-2114
毎年、はまますふるさと祭り（９月）にて披露。
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【
主
な
参
考
文
献
】

田
端
宏
編
『
新
版
北
海
道
の
歴
史　

上
』
２
０
１
１
年　

北
海
道
新
聞
社

関
秀
志
編
『
新
版
北
海
道
の
歴
史　

下
』
２
０
０
６
年　

北
海
道
新
聞
社

北
海
道
史
研
究
協
議
会
・
編　
『
北
海
道
史
事
典
』
２
０
１
６
年　

北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

牧
野
隆
信
『
北
前
船
』
１
９
７
２
年　

柏
書
房

牧
野
隆
信
『
北
前
船
の
時
代
―
近
世
日
本
海
海
運
史
』
１
９
７
９
年　

教
育
社

牧
野
隆
信  『
北
前
船
の
研
究
』
１
９
８
９
年　

法
政
大
学
出
版
局

牧
野
隆
信
『
日
本
海
の
商
船　

北
前
船
と
そ
の
ふ
る
里
』
１
９
８
５
年　

加
賀
市
文
化
振
興
課

高
田　

宏
『
日
本
海
繁
盛
記
』
１
９
９
２
年　

岩
波
書
店

角
田
直
一
『
北
前
船
と
下
津
井
港
』
１
９
６
７
年　

日
本
文
教
出
版

角
田
直
一
『
路
地
と
港
町
』
１
９
８
８
年　

手
帖
舎

西
村
通
男
『
海
商
三
代　

北
前
船
主
西
村
屋
の
人
び
と 
』
１
９
６
４
年　

中
公
新
書 

石
井
謙
治
『
和
船
Ⅰ
・
Ⅱ
』
１
９
９
５
年　

法
政
大
学
出
版
局

中
西
聡
『
北
前
船
の
近
代
史
』
２
０
１
７
年　

成
山
堂
書
店

中
西
聡
『
海
の
富
豪
の
資
本
主
義
』
２
０
０
９
年　

名
古
屋
大
学
出
版
会

加
藤
貞
仁
『
北
前
船 

寄
港
地
と
交
易
の
物
語
』
２
０
０
２
年　

無
明
舎
出
版

加
藤
貞
仁
『
海
の
総
合
商
社 

北
前
船
』
２
０
０
３
年 

無
明
舎
出
版 

加
藤
貞
仁
『
北
前
船
と
秋
田
』
２
０
０
５
年　

無
明
舎
出
版

『
動
く
総
合
商
社　

北
前
船
』
２
０
１
８
年　

北
前
船
日
本
遺
産
推
進
協
議
会

沢
口
清
『
弁
財
船
西
廻
り
航
路
海
運
湊
風
景
』
１
９
９
５
年　

北
海
信
金
地
域
振
興
基
金

見
附
裕
史
・
編
『
北
前
船
に
か
か
る
論
考
・
考
察
集
』
２
０
１
６
年　

全
国
北
前
船
研
究
会　

鐙
啓
記
『
北
前
船
お
っ
か
け
旅
日
記
』
２
０
０
２
年　

無
明
舎
出
版

北
国
諒
星
『
北
前
船
、
さ
れ
ど
北
前
船
』
２
０
１
７
年　

北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

淡
海
文
化
を
育
て
る
会
企
画
『
近
江
商
人
と
北
前
船
』
２
０
０
１
年　

サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版

『
弁
財
船
と
厚
田
村
』
１
９
９
５
年　

厚
田
村
教
育
委
員
会

『
時
代
に
帆
を
揚
げ
て
・
白
山
丸
復
元
の
足
跡
』
２
０
０
４
年　

白
山
丸
友
の
会

『
北
前
船
こ
ど
も
調
査
団
寄
港
地
ブ
ッ
ク
』
２
０
１
８
年　

北
前
船
交
流
拡
大
機
構

君
尹
彦
『
石
狩
改
革
』
１
９
８
６
年　

河
出
書
房
新
社
・
近
代
日
本
と
北
海
道
収
録

君
尹
彦
『
石
狩
御
用
留
並
に
解
説
本
』
１
９
８
６
年　

北
海
道
史
研
究
協
議
会

加
納
信
美
『
伊
達
家
文
書
を
読
む
・
試
論
伊
達
林
右
衛
門
』
２
０
０
９
年　

北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー　

今
田
光
夫
『
ニ
シ
ン
文
化
史
』
１
９
８
６
年　

共
同
文
化
社

田
中
實
『
あ
き
あ
じ
』
２
０
１
３
年　

い
し
か
り
伝
統
文
化
実
行
委
員
会

山
口
和
雄
『
日
本
漁
業
史
』
１
９
５
７
年　

東
京
大
学
出
版
会

『
漁
場FISH

ERY

』
季
刊
大
林
29
号　

１
９
８
９
年　

大
林
組

内
田
五
郎
『
鰊
場
物
語
』
１
９
７
８
年　

北
海
道
新
聞
社

小
西
平
一
郎
他
編
『
綿
花
百
年　

上
巻
下
巻
』
１
９
６
９
年　

日
本
綿
花
協
会

田
中
實
『
石
狩
川
河
口
地
域
開
発
史
概
説
年
表
』　

２
０
１
８
年　

石
狩
市

北
海
道
開
発
局
『
石
狩
川
舟
運
史
』
２
０
０
６
年　

松
浦
茂
樹
『
国
土
づ
く
り
の
礎
』
１
９
９
７
年　

鹿
島
出
版
会

『
新
北
海
道
史　

第
二
部
通
巻
一
』
１
９
７
０
年　

北
海
道

『
石
狩
町
誌　

上
巻
・
中
巻
一
・
年
表
』
１
９
８
５
年　

石
狩
町

『
厚
田
村
史
』
１
９
６
９
年　

厚
田
村　

同
編
纂
委
員
会
会
報
『
弁
財
船
』
も
参
考
に
し
た

『
浜
益
村
史
』
１
９
８
０
年　

浜
益
村

『
新
札
幌
市
史
』
１
９
８
７
年　

札
幌
市 （
第
六
巻
に
石
狩
御
用
留
が
活
字
化
さ
れ
た
）

『
松
前
町
史
』
１
９
７
９
年　

松
前
町　

『
函
館
市
史
』『
小
樽
市
史
』『
江
差
町
史
』『
余
市
町
史
』『
増
毛
町
史
』

鈴
木
ト
ミ
エ
編
『
石
狩
百
話
』　

１
９
９
６
年　

石
狩
市　
　

『
い
し
か
り
暦　

第
１
号
～
第
32
号
』　

１
９
８
０
年
か
ら
２
０
１
９
年　

石
狩
市
郷
土
研
究
会

『
石
狩
の
碑
１
～
５
輯
』
１
９
８
５
年
か
ら
２
０
１
５
年　

石
狩
市
郷
土
研
究
会

　

そ
の
他
、
古
文
書
、
開
拓
使
資
料
等
を
北
海
道
博
物
館
、
北
大
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
、

北
海
道
立
文
書
館
、
札
幌
市
公
文
書
館
、
石
狩
市
民
図
書
館
な
ど
で
調
査
し
た
。
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ジオラマ「北前船とニシン漁場」 
道の駅石狩「あいろーど厚田」に展示

　制作・寄贈
　八田美津　人形作家　
　石黒隆一　北前船・三半船・建物　
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石狩市


